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　　　　　　　　　　０







　母の声だ、と篠塚しのづか良介りょうすけは思い、目の前の電話をじっと見た。

〈良ちゃん、あたし。わかる？〉

　三歳の時に生き別れた母の声など覚えているはずもない。だが確かにこの声は聞き覚えがある。

　十ヶ月もの間、羊水に揺られながら聞いていれば、誰しも脳の奥に刻み込まれているのではないだろうか。

　いや、母はとうに亡くなっているのだ、やはり母のはずはない。

〈良ちゃん、とても困ったことになった……渡したいものがあるの。またあとでかけるわ〉

　ツーツーという音が暗い和室に響いた。

　これは母の声であるはずがない。そうだ、姉の声なのだ。母にそっくりな。

「○月○日、○時○分、一件です」

　無機質な声が後に続く。そして再び瓦を叩く雨音しか聞こえなくなった。

　古い日本家屋で、驟雨のような夕立に雨戸が時々風に軋む。

　畳に立ちつくし、弱々しく点滅する蛍光灯を見上げた。

　姉の岡井おかい由紀乃ゆきのは神戸にある製薬会社の研究員と聞いている。

　母とともに旧家を出て、その後会ったのは五年前の父の葬儀の時だけだ。二十二年間にたった一回。

　なぜその姉が自分を頼って録音を残したのか。

　もちろん携帯の番号を知るよしもなく、だからこそ実家にかけたのだろう。

　いつもは都内のアパートで、この一年、ここに帰ったのは片手にも満たない。たまたま祖母の法要で帰っていたために聞くことができたが、それでも直接話すことはできなかった。せっかくの機会を逃したのだ。

「一日違いだったのに……」

　呟くと悔やみのような感情が湧き上がってきた。

　突然呼び出し音が鳴り、篠塚良介は慌てて受話器を取り上げた。

「姉さん？」

　言葉を発する前に張りつめた男の声が到達する。

「こちら兵庫県警です。警視庁刑事部鑑識科科捜研所属篠塚良介りょうすけさんのお宅ですね？」

「はい、本人です」

　次の言葉の予測がつき、篠塚良介は背中に冷たいものが走るのを感じていた。

「岡井由紀乃さんの遺体が本人所有の車内で発見されました。場所は六甲ドライブウェイで、青酸カリを服用しての自殺と思われます」

　ありえない。

〈良ちゃん、あたし〉

　姉は殺されたのだ、と篠塚良介は確信していた。
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　スキャナガントリの立てる音が次第に低くなっていく。ローターの回転が停まった。


　ガイドモニターに患者の肺のＣＴ画像が映し出されていく。


　右みぎ後肺底区こうはいていく、下行かこう大動脈に隣接した部位に淡い陰影があった。胸部ＸーＰ上、心臓に隠れ、もっとも発見が遅れる部位だ。スライスで見ても、第十一と第十二胸椎の高さで、正せい・側そく二方向撮っていたとしてもこれでは健診で見つけることは不可能だろう、と雨宮あめみや博史ひろしは思った。


　映し出された腫瘍の中央部には穿刺したニードルの先端が白く光っている。


　ニードルグリップを操り、生検を済ませる。今回は組織型さえ解ればいいのだ。一カ所で充分だ。


　俯せの患者に「終わりました」と声をかける。


「病室に戻ります。副作用は先ほども説明した通り、出血と肺から空気が漏れる気胸です。細い針ですし、危険はないと思いますが、もし万一息苦しくなったらナースコールを押してください」


　患者は俯せのままうなずいた。


「早く終わりましたね、雨宮先生。もっと時間がかかるかと思った」


　患者は安堵のため息をつく。


「針を刺しただけですからね」


　答えながら雨宮は操作ペダルを踏んだ。ドーナツ形のガントリーから患者の乗ったベッドが滑り出る。ＣＴ室の扉が開いて、ナースが車椅子を押して入ってきた。患者を助け起こし、車椅子へと移動させる。


「病室に戻してくれ。あとで回診する」


　オペ着の上の重たいプロテクタを脱ぐと、雨宮はコンソールルームへ顔を向けた。


　分厚い鉛入りの硝子の向こうから放射線科講師の須崎すざき一郎がこちらを見ている。角張った顎に大きな掌をかけ、太い眉をひそめていた。


　何か言いたいのだ、と長年のつきあいから雨宮は結論を下し、コンソールルームへと向かった。


「どうした、一郎」


「それより、さすがだな。ＣＴガイド下の穿刺に慣れているんだ」


「ああ、むこうでさんざんやったからね」


　須崎はマウスでビューアーアイコンをクリックし、先ほどの画像をモニターに呼び出した。


「２㎜スライスだし、なかなか綺麗な３Ｄ画像にできる。見るか？」


「ああ、見せてくれ」


　再びマウスに手を伸ばすと、須崎は右クリックした。


　あっと言う間に、肺・気管支・大血管の３Ｄ映像が現れる。


　腫瘍は終末気管支を巻き込み、おどろおどろしい塊となって、血管を圧迫している。


「平面で見るよりずっと下行大動脈ディッセンディングに近いのが解るな」


　雨宮は腕組みをした。


「手術不能インオペか」


「病理次第だな。小細胞ガンなら術前照射。一郎の出番だ」


「まあ、妥当なところだな。で、非小細胞ガンなら？」


　雨宮はいったん口を噤む。長い人差し指でコンソールをとんとんと叩いた。


「……患者次第だ。ＰＥＴでリンパ節転移が認められているからね。しかしこのままにしておけば大動脈アオルタを巻き込むだろう」


　言いながら、雨宮は自分の意志が固まっているのを知った。












　雨宮はそのまま内科外来へと向かう。今日は木曜、上司である小山内おさない滋明しげあきが外来を担当する日だ。多摩ガンセンターに所属する小山内は週に二日、出身大学であるこのＴ医大に準教授として外来を持っている。厚生労働省やその他さまざまな政府機関の委員会に所属し、霞ヶ関や永田町を駆け回っている彼を捕まえるのは、ここの血液腫瘍外来が一番だ。本拠地の多摩にはほとんどいない。電話しても「外出中です」と言われることが多く、雨宮は大学の外来で話をすることにしていた。ここ新橋に近いＴ医大では外来が終わればすぐ地の利を生かして講演会や製薬会社の接待などに出かけてしまう。だが診察中であれば必ず会えると雨宮は学んでいた。


「師長さん、小山内先生は？」


　外来処置室に回って尋ねると外来師長が雨宮に笑顔を浮かべた。


「今、ちょうど切れたところです。どうぞ」


　カーテンを開けると、小山内は診療机で電話中だった。五十になったばかりの小山内だが髪の毛はほとんど白髪だ。ウェーブがかった白髪と端正な顔立ちはすでに教授といった風格だ。白衣のＶゾーンからはいつものように上等なシャツとブランドネクタイが覗いている。雨宮に気づき、少し日焼けした顔に笑みを浮かべたが、手を振ってそのまま会話を続ける。


「ああ。そう、それでいい。薬事やくじ審議会にはこっちから言っておく。来週、医局へ来るまでに教授から了解をとっておくよ」


　根回しの最中か、と雨宮は黙って終わるのを待つ。


「あと、東ザイールの件だが、もう少し待ってくれとＪＩＣＡジャイカには言ってある」


　ほどなく小山内は電話を切ると、雨宮に腰掛けるよう診療ベッドを指した。


「いえ。すぐ終わります。たった今、検査が終わりましたので、見ていただこうと思って」


　雨宮は診療机のＰＣに屈み込む。さきほど須崎がレンダリングした３Ｄ画像を呼び出した。


「非小細胞ガンならオンコキルを使おうと思います。承諾書はもらえるでしょう」


「素晴らしい。これで何ケースになるかな？」


「まだ20には行きません」


「いや、君が帰国して二ヶ月。その間にこれだけ集められたのだからたいしたものだ。さすが、私の愛弟子だよ」


　小山内は人当たりのよい笑顔を浮かべ、手を伸ばして雨宮の腕を叩いた。


　これだ、と雨宮は思った。


　紳士的な外見、決して行き過ぎないスキンシップ、豊かな表情。社交上必要なものでそれはすなわち政治力に通じる。しかし自分はそれを頼って生きているのだ、とやや自嘲気味になりながらも、雨宮は礼を失しないよう、腕に置かれたままの小山内の手をどけた。


「では、私は病棟へ戻らねばなりませんので」


「おお、そうだな。そうだ、今度、新村にいむらと会食するのだが、君も連れて行くつもりだ。予定を空けてくれ。彼も治検がうまく行っているのを喜んでいるよ」


「にいむら……ああ、わかりました」


　雨宮が治検を行っている肺ガン治療薬オンコキルはアメリカの製薬会社ネイサン＆ジェネティックスの製品だ。すでにアメリカでは認可されているが、こちらではまだだ。日本では初期の段階からオンコキルの研究開発に関わっていた東亜製薬が販売を行うことになっている。東亜製薬は今年の夏、ネイサン＆ジェネティックスに吸収合併されたが、創業者の孫であり小山内の親友の新村はそのまま社長の地位にある。新村が小山内の研究費用をかなり負担しているのは知っていた。


　だが、恩を返そうと治検に励んでいるわけではない、と雨宮は思った。


　オンコキルは画期的な肺ガン治療薬であり、日本でも早く認可されることは患者のためなのだ。それでもたぶん、自分が何らかの理由を付けて会食を欠席するだろうと雨宮は予想していた。別に小山内も本気で雨宮を誘っているわけではない。「今度一緒に食事をしよう」は社交辞令に過ぎない。自分にかけられる親しげな言葉の数々も。卒業以来、小山内の研究を間近で支え、それがだんだん解ってきていた。やや遅すぎたきらいはあるが、とまた自嘲する。


　内科病棟に戻り、カルテを書いているうちに雨宮はふと須崎の顔を思い出した。


　あの顔は何か言いたいときの表情だったはず。コンソールルームでの会話は尻切れトンボで、雨宮は胸元を探ったが、院内ＰＨＳをロッカーに忘れてきたことに気づいた。仕方なく机の電話に手を伸ばす。須崎のＰＨＳを呼び出そうかと思ったが、気を変えて放射線科医局の番号をプッシュした。










　須崎が放射線科の医局に戻ると、医局秘書が「血液腫瘍内科の雨宮先生から電話がありました」と伝えた。


「え？　なんでＰＨＳにかけないんだ？　外からだったのか？」


「さあ、言付けではあとでこちらにいらっしゃるそうです。コーヒー、お煎れしましょうか？　教授のところに来客なので、ついでですが」


「ついでは余計だけど、ありがたくいただくよ」


　秘書はほほほと笑って、ミニキッチンへと向かった。コーヒーフィルターを戸棚から出しながら「雨宮先生と須崎先生は同期ですか？」と尋ねる。


「ああ」


「どうりで。イチローはいるか、なんておっしゃって。仲がよろしいんですね」


「そうか、村田さんは勤めて三年目だもんな。俺がこっちへ戻ったのが四年前、あいつは入れ替わりみたいにアメリカへ行ったし」


　言い訳じみているか、と思いながら須崎は説明をした。九月に帰国して本院勤務になった雨宮は色々な意味で注目を集めている。研究業績もさることながら、次期教授選に出馬するであろう小山内との強い師弟関係、さらに並外れた容姿も含めて。


　もっとも須崎自身、卒後はガンセンターで研修し、そのまま留まって放射線治療の専門医を取得してから本院に戻ったので、雨宮の評判はほとんど知らなかった。大学時代からその頭脳と容姿はずば抜けていたので、さもありなんとも思うが、それにしても九月以降、どこへ行っても雨宮との関係を問いただされるのには閉口していた。


　ソファにどすんと腰を落とすと、前の卓に置いてあったスポーツ新聞を取り上げる。


「俺みたいに平凡な男が雨宮の友達ってありえないって思われてんだろうなあ」


「まあ、とんでもない、ご謙遜を。須崎先生は全然平凡じゃありません。男前ですし雨宮先生とは別な意味で注目度が高いですよ。ほら、こないだは賞を取られて……なんでしたっけ」


「林忠彦賞」


「それそれ」


　アマチュアカメラマンに与えられる最高の賞であるが、ノーベル賞にはほど遠く、大学病院で注目度が低いのは致し方ない、と須崎は諦めて新聞に目を落とした。


「須崎先生、来年も夏休みは写真を撮りにアフリカへおでかけになるんですか？」


　こぽこぽというドリップの音が心地よく響き、芳ばしい香りが辺りに漂う。


「ああ、できたらね。そうだ、キリマンジャロでもお土産に買ってこよう」


「それは大賛成」


　かちんと秘書が須崎の前にカップを置く。


「須崎先生、先生の写真、私は好きですよ。個展にもちゃんと行きましたし」


　須崎はカップを持ち上げ、「乾杯」と言った。


「お世辞でも悪い気はしないよ」


「まあ、本心ですわ。あら？」


　秘書が戸口を振り返り、須崎もその視線を追った。


「一郎」


　オペ着に白衣という姿で雨宮が入ってきた。


「なんだったんだ、さっきの話」


　秘書は「雨宮先生もコーヒーいかがですか？」と須崎に見せた笑顔の数倍も嬉しそうな表情になった。


「いや、いい」


　雨宮は立ったまま、「さっき、何か言いかけてたんじゃないか」と尋ねる。


「ああ」


「なんで言わない」


「患者への説明ムンテラがあると言っていたからさ。足止めをさせては悪いからね」


　雨宮はため息をつくと、隣のアームチェアに腰を下ろす。


「いつもそうだ。一郎は遠慮して俺の話を聞くばかり。ちゃんと俺に言わないから俺にはわからない」


「なんだ、それは。俺が悪いのか？」


　須崎がむっとした声を出すと、雨宮はあわてて「いや、そんなつもりはない」と否定した。


「まあいい。ちょっとこっちで話そう」


　秘書が興味津々で来客用のコーヒーを淹れているのに気づき、須崎は立ち上がった。


　隣の講師室へと移動すると須崎は自分のＰＣにログインし、ファイルを開いた。


　幾つかのＣＴ画像が現れ、雨宮は軽く息を呑む。


「これ、みんなお前の症例だろう？」


　どの肺野も霞がかかったようにぼんやりと濁り、典型的なスリガラス状陰影を伴っている。


「次は二週間後」


　スリガラス状陰影は改善し、肺底部に僅かに残るのみだ。


「抗ガン剤の副作用なんだろ？　何を使った？　なぜ短期間にこんなに副作用症例が続くんだ」


　立て続けに尋ねられ、雨宮は隠さずに答えることにした。


「ゲフィチニブ単独だ。新薬の二重盲研のために必要だったんだ」


　須崎は「やっぱりな」と首を振った。


「オンコキルか？　小山内の切り札だろう？」


　画像を閉じると須崎は雨宮の顔を覗き込んだ。


「彼は次期教授選に向けて業績を上げるつもりだろう。焦っているとまでは言わないが、ゲフィチニブの二の舞になるぞ」


　雨宮は首を横に振る。


「オンコキルは画期的なんだ。ガン細胞の無限に伸びたテロメアを短縮する。複製する細胞を老化に追い込み、自　　死アポトーシスを起こさせる。Ｐ53とは違う経路だ。胎児の成長過程で不用な器官に起きるアポトーシスに一番近いと言われている。局所療法で副作用も少ない。上皮細胞成長因子阻害剤のゲフィチニブと併用すれば延命効果が期待できる。それにだいたい、アメリカでも治検は進んでいる」


　須崎は椅子を引き出すと腰を下ろした。雨宮を見上げる。


「俺だって、いい薬が出るのには賛成だ。肺ガンは特に。術前の全脳照射をするのはつらい。だがな……」


　胸のＰＨＳが鳴って、須崎は口を半分開けたまま携帯を耳に当てた。


「はい？」


　電話は秘書からだった。


〈先生、篠塚さんというかたがお見えです。アポイントはありませんが〉


「篠塚？　知らないな、断ってくれ。今、取り込んでいると」


　しかし耳に次の言葉が飛び込んできて須崎は大きな目玉をぐるりと回した。


「警察？　解った、どうぞと言ってくれ」


　雨宮も細い目を見開く。


「席を外そうか」


「というか、なんだって俺に？　係争中の訴訟だってないしなあ。まあいい、あとでまた話そう」


　雨宮はうなずいて戸口へと向かう。すると扉がノックと共に開いた。


　目の前にダークグレイのスーツを着た青年が現れる。


「あ……っ」


　由紀乃ゆきの、と呼びそうになって雨宮は息を呑んだ。青年も大きく目を見開く。一瞬、懐かしい、といったように眉を開き、小さな笑みを見せた。


「雨宮博史さん、ですね」


「そうだが、君はひょっとして岡井由紀乃さんの……」


　青年は深く頭を下げる。


「はい。篠塚良介といいます。ちょうどよかった、あなたにも会いたいと思っていました。あなたのことは写真で拝見しただけですが」


　須崎が「そこで話していないで、入ってもらえ」と呼んだ。


「岡井由紀乃、ってどういうことだ」


　言いかけた須崎も、雨宮の向こう側から現れた青年の顔に「あっ」と声を出す。


　篠塚と名乗った青年は須崎にも頭を下げた。


「姉について伺いたいことがあるのです。僕は名字は違いますが、岡井由紀乃の弟です」


「だろうね」


　須崎は感心した声になった。


「若い頃のお姉さんにそっくりだ。で、なぜ俺のところへ？」


　篠塚はスーツの胸元に手を入れ、カードケースを取りだした。その中から注意深く小さな紙切れをつまみ出す。


「これをご存じですか？」


　掌に載っていたのは小さな半券だ。


「ああ、これは俺が春に大阪のデパートでやった写真展の入場券だよ」


「姉にお会いになりましたか？」


　須崎は「ああ」と答える。


「少しだけ話した」


「どんなことを？」


「どうって、四方山話だ。お互いの近況とか」


「何か悩んでいた様子は？」


　須崎は怪訝な顔になる。


「いったいどうしたんだ？」


　篠塚は再び胸に手を入れた。


「先ほども名乗りましたが、警視庁刑事部鑑識科科捜研所属です。個人的な用件ですが、どうしてもお会いしたくて、この肩書きを利用させていただきました」


　警察手帳を見せられ、雨宮と須崎は顔を見合わせる。


「だから、一体何の用だ？」


　篠塚は目を伏せ、長い睫が目元に影を落とす。その有様が由紀乃にそっくりで、雨宮はどきりと胸が躍った。


　由紀乃の弟は目を伏せたまま二人に告げる。


「ご存じないのですね。姉は亡くなりました」


「なんだって……」


　須崎は大きく息を呑み、雨宮に視線を移す。


　目の前にいるのがかつて由紀乃を争った男たちだと知っているのだろうか、衝撃の中でぼんやりと雨宮は篠塚を見つめた。








　　　　　　　　　　２







「八月のことです。六甲の山中で青酸カリを飲んで。自分の車の中でです。状況としては自殺で、事件性もないということで、地方版にしか出なかったのでしょうね」


　淡々とした声で篠塚は続けた。


「遺品を引き取り、財布を調べていたらこれを見つけたのです。もし姉のことで何か覚えていることがあったら、と思って、話を伺いに来たのです」


　須崎は「ちょっと待ってくれ」と篠塚を遮る。


「場所を変えよう。俺もゆっくり話を聞きたい。雨宮、お前もだろう？」


　はっと雨宮は我に返り、大きくうなずく。


「すぐ着替えてくる。ロビーで待っててくれ」


　急ぎ足で戸口を出、肩越しに後ろを見ると、篠塚の視線にぶつかった。ねじ向けた首を振り切るように元に戻しそのまま廊下を歩いていく。手術部のロッカーで着替えながら、雨宮は胸がきりきりと痛むのを感じていた。


　篠塚は自分のことを姉を捨て不幸にした男と思っているに違いない。


　いや、別れたのはもう十年以上前のこと。一年前、ロスの学会で再会したとき、由紀乃はキャリアを積んだ研究者として輝いていた。彼女の勤める六甲薬品は東亜製薬と合併し、新しい研究所へ移ったばかりだ、と言っていた。研究開発事業部でチーフを務めることになった、と嬉しそうに語っていたのだ。


　彼女を不幸にするほど、自分の存在は重くなかったはずだ。そう願っている。それは自分の罪を認めたくないからでもある。彼女と別れてからずっとそう信じようとしていた。


　だが篠塚の言葉に雨宮は別れた当時に感じたずっしりと重い悔恨に再び囚われていた。








　雨宮が岡井由紀乃と須崎一郎の二人に出会ったのは高校二年の春、予備校でだった。



　医歯薬コースで、須崎が自分と同じＴ医大を目指すと知り、一緒に図書館へ通うようになった。須崎は竹を割ったような性格で裏表がなく、しかし繊細な部分も持ち合わせ、雨宮は惹かれた。そのころはまだおのれの隠された性的嗜好に気づいていなかったので、それは純然たる友情だと感じていた。


　須崎のガールフレンドとして紹介されたのが岡井由紀乃だった。女性にしてはがっちりとした骨格、少々尖った顎、くっきりと濃い眉、薄い唇、整っていたが美少女という雰囲気ではなく、ただ色白で、それが黒目がちのきらきらした瞳を誰よりも魅力的に見せていた。


　男子校だった雨宮は同年代の女性と交わることに慣れていなかったが、岡井由紀乃はさっぱりとした気性で言うなれば男性的なところがあった。しっかりとしたものの考え方は、あとで片親と聞いて納得したものだ。


　由紀乃の成績は雨宮や須崎に決して引けを取らず、三人は良きライバル・良き勉学仲間として一年間を過ごした。


　由紀乃は人間関係の複雑さを嫌っていて、それはたぶん、両親の離婚や父方の旧家のしがらみを見て育ったせいかと雨宮は思ったが、薬学部へ進んで研究者になることを希望していた。


　四月に三人は志望大学に入学し、それからも交際は続いた。


　須崎と由紀乃のデートに同行することも多く、雨宮はどう考えてもおかしいとは思ったが、三人で過ごす時間が心地よく、誘われれば辞退することはできなかった。


　そして医学部の基礎課程と呼ばれる二年が過ぎたころ、ある日、須崎と二人だけで飲む機会があった。


　その夜、須崎は珍しく深酔いをした。そして居酒屋から出る時、雨宮に「由紀乃はお前がいいそうだ」と告げた。


「俺はあいつとは寝てない。由紀乃を幸せにしてやれ。お前の義務だ」


　なんと返したらいいか解らなかった。


　次の日、雨宮は由紀乃に呼び出された。そのまま二人はラブホテルで体験することになった。


　由紀乃を愛していたのか、雨宮にはさだかではない。この年齢の男なら普通に持っている性欲もあったし、それを愛と誤解したのかも知れない。もしくは須崎が大切にしていたものを自分も大切にしよう、そういった深層の意識だったのか。今にして思えば後者だろう。それこそ、須崎が言った義務感からか。


　事実、由紀乃は雨宮にとってかけがえのない存在だった。


　二人が付き合うようになってからも、須崎とは一緒に過ごすことが多かった。三人の時間は変わらず続き、雨宮はそのことに満足していた。


　当時まだ薬学部は六年制ではなく、四年になった時、由紀乃は「大学院へ進む」と雨宮に告げた。雨宮に反対する理由はなく、ただ、片親であることは知っていたので、授業料のことを案じた。「特に問題はないわ」と由紀乃は答え、雨宮はそれをそのまま受け入れた。


　そうやって六年が経った。


　医学部最後の学年は卒業試験と国家試験の準備で忙しい。


　自分の学業で手一杯だった雨宮は、由紀乃の就職活動について質問さえしなかった。ただ、漠然と「そろそろ」という単語が時折頭をかすめた。


　由紀乃と家庭を持つ実感はなかったが、唯一、はっきりと予想していたのは、その家庭に須崎は頻繁に訪れるだろう、ということだった。


　その年の暮れ、雨宮は自分の実家へ一緒に帰省しないかと由紀乃に切り出してみた。


　すると由紀乃はそれには答えず、「ねえ、別れましょう」と言った。


「え？」


「私たち、別れましょう。私、神戸に就職することになったし、ちょうどいい機会だから」


　雨宮は一瞬安堵を感じ、そのことを恥ながらも「なぜだ」と返した。


「あなたは私のことをとても大事にしてくれるけど、それだけだから」


　頭のいい由紀乃は解っていたのだろう。雨宮が須崎を好いていたことは別としても、雨宮が由紀乃を見ていないことだけは。


　由紀乃は「卒論も終わったし、一月には向こうに引っ越すの」と告げ、雨宮は強く反対を唱えることもしなかった。


　その時、自分の心を占めていたのは「どうやって須崎に謝ろう」だけだったのだ。


　だが須崎の反応はあっさりとしたものだった。


「そうか、まあ、仕方がないな。由紀乃はしっかりとした女だ。考えた末のことなんだろうし、俺の口出しすることじゃない」


　そして「ただ残念だ」とだけ付け加えた。それ以降、須崎と雨宮の間で由紀乃の名が出ることはなかった。ついさっきまで。


　須崎は卒業後、癌センターで臨床研修を受け、そのままそこに留まった。雨宮と須崎の道は別れたが、時折学会で顔を合わせることもあり、その時には友情を復活させる、といった関係が続いた。


　臨床と研究の生活は忙しく、雨宮が小山内に師事するようになってからはますます忙しくなり、須崎への満たされない思いは別な形で昇華されていった。


　始まらなかった恋は青春の疵と認識されるようになり、由紀乃への悔恨もまた遠い記憶となった。


　一年前、学会で出会った由紀乃は変わらずに美しく生き生きと輝いていて、雨宮は自分の罪が許されたように感じた。


　篠塚に会うまでは。


　そして由紀乃が六甲の山中で青酸カリを飲んだ、と告げられるまでは。


　自分はこれまで何を見てきたのだろう。


　ネクタイを結ぶ手が止まり、雨宮の耳に低い声が届いた。


　それが自分の喉の鳴る音だと気づいた雨宮は、乱暴に目尻を拭った。








　病院のロビーで須崎と篠塚は待っていた。


「遅くなった、すまん。病棟に言付けに行ったものだから」


　雨宮が謝ると、篠塚は深く頭を下げた。


「こちらこそすみません、突然のことなのにお時間を取らせて」


「それより、ちょっと篠塚君から聞いたんだが、誰にも話を聞かれないところの方がいいそうだ。俺のマンションへ行こう」


　須崎が先に立って歩き出す。


「ここからすぐだ。タクシーで行こう」


　玄関前のタクシー乗り場へ向かいながら、雨宮は自分のすぐ横を歩く篠塚にちらちらと目を走らせた。十年前の由紀乃にそっくりだということは、歳も同じくらいなのだろうか。


「幾つになるんだい」と訊いてみた。


「二十六です」


「そうか」


　篠塚はそのまま話し続ける。


「両親が離婚したのは僕が三歳の時です。姉とは九歳違いで、姉は母についていきました。僕もそれ以来ほとんど姉には会っていないのですが、僕と姉は似ているようですね」


「ああ」


「姉の住んでいたマンションで写真を見つけました。古い写真です。あなたと姉の。まるであなたと僕が並んでいるような錯覚を覚えましたよ。だからさっきあなたに会ったとき、初対面のような気がしなかった」


　篠塚は歩きながら雨宮をじっと見つめる。黒目がちな瞳に捕らえられ、雨宮は喉元に何かがせり上がってくるのを感じた。


「不思議ですね。あなたと姉が結婚していたらあなたは僕の義兄あにになっていたのだ、と思ったら、前から知っていたような気になったのです」


　なんと返していいか解らない。雨宮はなんとか「そうか」とだけ呟く。


　雨宮は黙ったままタクシーに乗り込んだ。








　須崎のマンションは東麻布にあった。ロシア大使館の傍で、普段は閑静な住宅街なのだろうが、ちょうど右翼の街宣車が軍歌を流していて、機動隊の装甲車が通りを塞ぎ、渋滞が起こっていた。


「すぐだから歩こう」


　須崎はさっさと助手席から降りる。雨宮と篠塚もリヤシートから外へと出た。


　坂を下り、小さな神社を過ぎたところで横道にそれる。低層の新築マンションに須崎は入っていった。


「適当に楽にしてくれ。今、何か飲み物を持ってくる」


　リビングに案内され、雨宮は辺りを見回した。いかにも男一人の飾り気の少ない部屋だった。カーテンはベージュの単色、家具は白と黒のモノトーン、ただ、壁には須崎が撮ったサバンナの野生動物の写真が飾られ、それが目を引いた。


「やっぱりいい写真だ、賞を取るだけある」


　近寄って見ていると、篠塚が隣に立った。


「確か林忠彦賞でしたね」


「よく知っているな、マイナーの賞なのに」


　言いながら須崎はビールの缶を手にリビングに戻ってきた。


「調べたんですよ。須崎さん、あなたのことは徹底的に。もちろん雨宮さんのこともですが」


　篠塚は壁からゆっくり離れると、須崎の手から缶ビールを受け取る。


「遠慮なくいただきます」


　須崎は目を丸くすると、ソファに腰を下ろす。


「そうか、忘れてた。君は警察官だったんだな。調べたって、つまり俺たちのことを怪しいと思っている？」


「いいえ、まさか。そうではなく、姉が頼りにしていた男たちは信頼に足るかどうか、をです」


　篠塚は滑るような足取りでソファの前のアームチェアに腰を下ろした。


「岡井由紀乃は俺たちの友人だったが、それだけだ。由紀乃が俺たちを頼るなんてことはこの十年間に一度もなかったよ。なあ、雨宮？」


　雨宮は「そうだ」とうなずき、須崎の隣に座った。


「篠塚君、君は俺たちから何を聞きたいんだ？　俺たちが彼女のことで知っていることはきわめて少ない。どっちかというと、会社の同僚にあたった方がいいんじゃないかな」


「会社の同僚には全て聞きました。しかし僕の望んでいたようなことには答えられなかった。だからあなたがたなんです。少ないことでもいいから全てを教えて欲しいのです。須崎さん、春に大阪で会ったとき、姉は何か悩んでいるような様子はありましたか？　はっきり言ってしまうと、自殺するような様子は？」


　須崎は太い眉をひそめる。


「いや。彼女は元気で明るかった。今度、筑波の研究所に移ると言っていた。ほら、東亜がアメリカの製薬会社に吸収合併されたからね。そうだ、雨宮、お前に向こうで会ったとも言っていたが」


　篠塚は今度は雨宮に視線を向けた。


「雨宮さん、あなたも最近姉と会っていたのですか」


　ああ、と雨宮はうなずいた。


「一年前のことだ。ロスで国際化学療法学会の会場で」


「その時、連絡先を教え合いましたか？」


「いや。勤務先はお互い知っていたしね」


「住所だけでなく、メアドも交換しなかったんですか？」


　非難の色に、雨宮は「篠塚さん」とため息をついた。


「わかってもらいたいな。別れた女性に気軽に住所やメアドを聞くことはできないもんなのだ」


「未練があると思われるから？」


「いや、別れて十年も経てばそういう言い方は正しくない。いわば、下心があると思われたくない、だな」


　しかし篠塚は考え込んでいて、雨宮の言葉は耳に届いていない様子だ。


「では何かあっても、あなたには勤務先以外連絡はできなかったわけですね」


　今度は須崎のほうに質問を浴びせる。


「となると、もちろんあなたも姉と連絡先を交換しなかった」


「というか、俺もＴ医大にいると話したから、それ以上の必要性はなかったわけだ。連絡は職場に取ればいい」


　では、と篠塚は須崎を見つめる。


「なぜ姉はあなたたちに連絡しなかったんでしょう」


「だから、由紀乃が俺たちに連絡するはずだと君はなぜそう思っているのか？　俺たちよりも親しい人間がいるだろうに」


　篠塚は視線を壁に掛かっている写真へと移した。


「姉は僕の実家に電話をしたのです。留守電に残っていました。困ったことになった、またあとでかける、と」


　再び篠塚は二人を見た。


「僕は弟ですが、長い間会っていません。その僕に連絡するなど、よほど大変なことが起こったに違いない。そしてそれは、あなたがたに連絡が取れなかったせいだ、と思うのです」


「いつのことだ」


　須崎の問いに篠塚は答え、須崎は目を見開いた。


「俺はちょうどその週は夏休みを取ってケニヤに行っていたんだ。写真を撮りに」


「そして俺はちょうど帰国の支度をしていて、留学先の研究所にはもう在籍していなかった」


　篠塚はうなずく。


「ね？　僕に連絡を取ったのは最後の手段だったんでしょう。それだけ姉は困っていた」


　雨宮は疑問を持ち、俯いている篠塚を眺める。


「篠塚君、お姉さんの困ったこととはなんだったのか？　君にその後連絡は？」


　篠塚はゆっくりと顔を上げる。


「どちらの問いにもいいえ、です。一日遅れで僕が姉の伝言を聞いた日に、姉の死亡の知らせが来ました」


「自殺の前日に君に連絡をした？」


　雨宮の問いに篠塚はうっすらと笑った。


「一部、正解。亡くなる前日だったことはその通りです。伝言の内容からして、僕は姉が自殺をするはずがない、と思います。姉は殺されたのです」


　黒目がちの瞳が雨宮と須崎を見据えていた。


　ヌーの大群が河を渡ろうとしている。河の土手は険しく、流れは急だ。溺れる個体も多いのだろうが、それが厳しい自然の掟だ。神の手の一触れが生死を分ける。須崎の写真はその瞬間を捉えている。そんなことを思いながら雨宮は篠塚の声を聞いていた。


　一分ほども経ったろうか、須崎が沈黙を破った。


「ちょっと待ってくれ、いきなり殺人と言われても……」


　須崎は大きな手で髪の毛をかきむしる。


「なぜ由紀乃が殺されたなどと思うんだ」


「須崎さん、薬剤師である姉が青酸カリを間違って服用するはずがありません。事故があり得ない以上、自殺でなければすなわち殺人でしょうに」


「篠塚君、君は刑事なのだから、当然警察としてそのことを確信しているわけか？　だが最初に由紀乃は自殺した、と言った」


　須崎の問いにゆっくりと篠塚は首を振った。


「僕は一度たりとも姉が自殺したなどと言ったことはありません。自殺だとしたのは県警です」


　とりとめのない思いが脳内を駆けめぐり、ニューロンの枝がパチパチと無意味に放電しているようだ、と雨宮は思った。


　言うべき言葉を混乱する頭から拾い出すと、雨宮は口を開く。


「もし殺人だとしたなら……君はその犯人をつきとめようとしている？」


「そうです。だからお二人に会いに来たのです。お二人の力を借りたいのです。なぜ姉が殺されたのか知るために」


　須崎はぐいと顎を引くと、篠塚を睨んだ。


「ということは、他殺として警察が捜査することになったのか？」


「いいえ、そう思っているのは僕一人です。僕が勝手に調べているんです」


　わかった、と須崎は首を振った。


「そういうことなら、俺は力を貸す」


　おい、と雨宮は須崎の肩に手をかけた。


「なにを言っているんだ。俺たちになにができる？　犯人探しなど、テレビドラマじゃないんだ」


　だが須崎は逆に雨宮を睨んだ。


「お前は由紀乃がなぜ死んだか知りたくないのか？　たとえ自殺にしろ、その理由を」


　非難の目に雨宮は胸が苦しくなった。ああ、この男はまだ由紀乃を愛していたのか。そして自分に譲ったことを後悔していたのか。そうだろう、譲ったせいで由紀乃は死んだ。つまりは俺が由紀乃の死に責任を取るべきなのだと。須崎は思っているのだ、そんな思いが再び脳内のニューロンを駆けめぐる。須崎がそれを望む以上、自分が拒否するわけにはいかない。雨宮はゆっくりとうなずいた。


「解った。俺だって知りたい」


　かつて付き合っていた女が死の間際に何を言いたかったのか。もし自分と連絡が取れていたなら、救えていたのかも知れない。遅れて湧き上がってきた思いに再び雨宮は後ろめたさを覚える。まず最初にそのことを感じなければいけないのに、またしても須崎・須崎。


　気まずげに視線を逸らし、雨宮は篠塚を見た。


「解った。篠塚君。俺たちは君に協力する。だがどうやって」


「ありがとうございます。それについてはまたゆっくりお話ししたいと思います」


　篠塚はふわりと笑い、その笑顔は高校二年の春に雨宮を引き戻す。不思議なものだ、と雨宮は思った。再び二人は由紀乃という一つの核を共有することになったのだ。


　その時初めて由紀乃の死を実感したのかも知れない。雨宮はふいに目の奥に痛みを感じた。


「失礼」とポケットからハンカチを取り出す。


「その、篠塚君、せめて線香を上げたい。可能だろうか」


　すると篠塚は「位牌はないのです」と答えた。


「浄土真宗ですので。お心はありがたく受け取っておきます。そもそも浄土真宗は常盆常彼岸と言って、簡単なものなんですよ。僕のような不心得者にはたいへんありがたいことですが」


「ではお墓に」


　口に出して再び雨宮は自分の情の薄さを後ろめたく思った。まず初めにそう言うべきだったのだ、と思い、さらにその考えを否定する。


　そもそも「べき」とはなんだ。義務のように口にすることこそ、由紀乃に失礼ではないだろうか。そんなことも頭の中で考えつつ、それでも最終的に雨宮は「墓参したい」と告げる。


「由紀乃に会いたい、俺はそう思っているんだ」


　そう、それは本心だ。会って詫びたい。色々なことを。


　篠塚は深々と頭を下げる。


「解りました。姉は篠塚の墓に入っております。実は、僕たちの母はとうに亡くなっておりまして。しかも再婚したので、姉をどちらの家に引き取るべきかとだいぶ迷ったのです。姉は篠塚の籍には入っておりませんので。ですが、母の再婚相手は米国籍で、母もあちらに眠っております。それで母方の親類と話し合った結果、結局、篠塚でということになりました」


「それは……まるで知らなかった」


「僕も知らなかったのです、こんなことになるまで」


　篠塚はため息をついた。


「姉はまったく僕とは没交渉だった、いえ、篠塚の家と。それを篠塚の墓に入れるべきなのか……迷ったのですが。ただ、申し上げたように、浄土真宗は寛容な宗派ですので、お住持どのが許可をくださったのです」


　そう語る篠塚良介は外見は現代の若者だが、地方の名家の跡取りだった。雨宮は由紀乃と由紀乃の母が家を出たのが解るような気がした。


「確か、小見川だったね、ご実家は」


　はい、と篠塚はうなずいた。


「いつでもご案内します。これからは頻繁にお話を伺いに参りたいと思いますし」








　篠塚が帰るだんになり、雨宮は迷った末、残ろうと決めた。


　何を話していいのか解らないが、須崎と何か話すべきだ、と思ってのことだった。


　玄関先で篠塚はまた深くお辞儀をした。


「近いうちに連絡します」


　由紀乃は背が高く、しかし顎を引いて上目遣いに雨宮を睨むことがあり、その時の表情に篠塚はやはりそっくりで、雨宮は息を呑んだ。


　これからもこの男にはきっと胸を掻き乱されるのだろう。漠然とそんな予感を抱きながら雨宮は礼を返した。


　扉を閉めると須崎は「飲もう」と言った。


「飲まずにはいられないだろう、お互い」


　先にリビングへ戻ると、雨宮はぼんやりとソファにもたれ、再び目の前のサバンナの写真に見入った。


　やがて須崎はウィスキーのボトルを手に戻ってくる。


「このままでいいだろう？」


　返事を待たずにグラスに注ぐと、雨宮に手渡す。二人とも生きのまましばらく黙って飲み続けた。


　やがて須崎が口を開く。


「驚いたな」


　そして堰を切ったように話し出した。


「こんなこと、まったく予想もつかなかった。お前はどうだ？　十年経って、三人が再会したような気がした。だがもう二度と三人で会うことはないんだ。もっと前に三人で会っておくべきだった、って思うか？　いや、俺には無理だった」


　それは、と雨宮は胸の中で問いかける。


　お前がまだ由紀乃を愛していたからか？


　すると須崎は心を読んだかのように雨宮の顔を見た。


「俺はもう由紀乃を愛していない、それは確かだ。ただ、なんというか……あの時間は俺にとっては特別だった。濃密で、懐かしく、それでいて辛い、といったような……まあ、思春期の一番大事な思い出とでもいうか……思春期にしちゃあひねすぎていたが」


　雨宮は黙ったままうなずいた。


「だから、会えばまたなにか特別な時間が訪れるような気がしてな。もうこの年でそれはない。勘弁だ」


「なんとなく解るよ」


　大切な硝子玉。壊れてしまった欠片はさらに光を反射してきらきらと輝く。だが壊れるきっかけは玉にあった小さな瑕疵かしだ。須崎への禁じられた思い。初めからそれは玉の硬度を失わせ、価値を損なっていた……。今さら散らばった欠片を集めてどうなる。それは雨宮にとっても同じ思いだった。


　帰国して同じ職場になって以来、できるだけ私的な接触を避けていたのもそのためだ。


　それでもこうやってサシで飲んでいると、須崎の男らしい表情に視線が釘付けになっていることに気づく。


「それにしても不思議な偶然だな。この一年の間に、二人とも由紀乃に会っているなんて」


　話題を戻そうと雨宮は口にする。


「偶然と言えば……」


　須崎はグラスを空けると、再びウィスキーを注いだ。


「由紀乃が所属しているのがネイサン＆ジェネティックスというのも、偶然だな。いや、東亜か」


「この数年、製薬会社の合併は多い。東亜が六甲を合併するのは偶然ではないと思うが。同じ関西を拠点としているし」


　なにやら小山内と自分を非難されたような気がして、雨宮は思わず反対意見を述べる。


　すると須崎は「そうじゃない」ときつい眼を返す。


「あの篠塚という男、いくら由紀乃の弟と言っても、警官だぞ。俺とお前のことを調べた、と言っていた。お前がネイサン＆ジェネティックスと関係が深いと知って近づいたとは思わないか？」


「そう言われても……だからどうなんだ？　由紀乃の死が関係あるとでも言うのか？」


　逆に聞き返すと、須崎は「解らん」と首を振った。


「俺たちは医者で、警官じゃない」


　再び二人は黙ったまま酒を飲み続けた。


　やがて須崎が「酔えないな」と呟く。


「こんなことは……そうだ、センター試験のときと同じだ」


　そしてくすりと笑いを漏らした。


　私立医大では珍しく二人の受けた大学はセンター試験を取り入れていて、足切りもあった。


「あの時俺は……全然できなくて」


　試験会場から出ると、すでに一部のゼミナールから解答を印刷した紙が配られていて、雨宮と須崎は自己採点をするために一部それをもらった。


　須崎はその解答を見て自信をなくし、雨宮は由紀乃を呼び出した。


　未成年ではあったが、入試が終わった時ぐらいいいだろう、と落ち込んでいる須崎を下宿先で酒を飲みながら慰めたのだが、雨宮のほうも途中から自信がなくなってきた。由紀乃一人が元気で、朝まで二人を慰めた。二人は結局大量の酒を飲んだのに素面のままで、由紀乃が逆に酒を飲み過ぎて爆睡し、翌日二人は由紀乃を介抱した。


「そんなこともあったな」


　雨宮は相づちを打つ。


「いや、人一人が死んだのを、試験と同じにするなんて、俺も不人情だな」


　須崎の呟きに雨宮は「俺だって」と応える。


「俺だってそうだ……いや、お前よりずっと悪い。俺がもし……そうしたら由紀乃は」


　言いかけて言葉を飲み込む。すると須崎は「馬鹿なことを言うな」と再びきつい眼を返した。


「俺たちよりいい男は掃いて捨てるほどいる。由紀乃が俺たちよりいい男に巡り合わないわけがない。由紀乃が今まで一人だったのは、由紀乃が決めたことだ。お前が罪を感じる必要はない」


　お前こそ、と須崎は雨宮を見つめる。


「未だに独身ってことは由紀乃が忘れられなかったんじゃないか？」


　雨宮はウィスキーを喉に流し込み、即答を避ける。


　一部、正しく、一部、間違っている。篠塚の言葉で言えば、と頭の中で思った。


　アメリカに渡り、ゲイの自覚を持った。留学中、つきあいはそこそこあったが、夫婦のような関係を築く相手には巡り会わなかったし、求めようとも思わなかった。


　小山内とは二度、寝た。


　ある日、研究室で小山内が「君はあっちだと聞いた」と話しかけてきたのだ。


　なぜ小山内が自分を抱いたのかわからない。愛弟子を縛り付けようとしたのかとも勘ぐったが、そうでもなさそうだ。


　結局のところ、小山内は自分をよりよく知りたかったのだろうと結論した。


　知ったことで興味も薄れたのか、三度目を誘うことはなく、だからといって雨宮は気にもならなかった。尊敬する男ではあったが、愛情を注ぐ相手ではない。


　そのあとも二人は友好関係を保持し、特に問題はなかった。


　そんなものなのだろうか、ゲイは。いや違う。


　誘われれば寝る。小山内とも。誰とでもとは言わないまでも、つかの間の安らぎを求めて。それが悪いと言われればそれまでだが、それ以上を求めたことはなかった。それが今までの自分。


　雨宮はウィスキーを飲み込むと、須崎を見た。


「違う、俺は情が薄いからだ」


「薄い、ねえ」


　須崎は雨宮の手からグラスを取ると、酒を注いだ。


「俺にはそう思えないがね。三人の中で一番情が厚いのはお前だと感じてたが」


「買いかぶりだ。お前こそ、まだ独身じゃないか」


「俺は……特に理由はないんだがね。強いて言えば……」


　須崎はゆっくりと立ち上がると、リビングから出て行った。


「あの六年間で情熱を使い果たしたのかなあ」


　帰ってきた手には携帯があった。


「タクシーを呼ぶか？」


　帰れと言う意味なのだ。雨宮はうなずいた。


「ああ。頼む」


　やがてタクシーがマンションの下に来たと連絡が入り、雨宮はソファを離れた。


　玄関先でふと気づいて、「お前も一緒に墓参りに行くか」と尋ねてみる。


「いや、まずお前が一人で行くべきだろう。俺はあとからでも行くよ」


　そうなのだ、またこの男は譲るのだ。情熱を使い果たしたと言い、やはりまだ由紀乃を愛しているのだ。雨宮は確信を持ったが、何も言わず、外へ出た。








　タクシーは佃大橋に差し掛かっていた。


　隅田川に架かる橋はどれも個性的なのだが、この佃大橋だけは橋桁も橋脚も素っ気ない。美しい欄干もなく、遠くから見るとまるで流れ橋だ。


　だがそのおかげで、上を通る時には順風に帆を張ったマストのような中央大橋や、どっしりと歴史の重みを感じさせる蒲鉾形の勝ち鬨橋などを左右に眺めることができる。


　雨宮はライトアップされた中央大橋とその傍に聳える高層マンションをぼんやりと見つめていた。


　九月に帰国したとき、舟形をした佃島の舳先に当たる部分に建つ高層マンションの一室を借りた。窓からの絶景は昼夜を問わず、また天気を問わず、見ていて飽きない。


　佃で隅田川は本流と運河とになる。左右へ別れる流れを見ているとまさに船が水を切って進んでいるかのように感じられるのだ。大海原を旅する船に乗っているようで、雨宮は気に入っていた。


　いや、実際すでにここは海なのだ。


　雨宮がかつて受け持っていた患者で、何代も続いた江戸っ子と自称する老人がそう言っていた。


───あんたねえ、永代えいたいから先は品川沖でさ。


「永代橋から先は品川沖、か」


　呟くと、初老の運転手が聞きつけて「お客さん、巧いこと言いますね」と笑った。


「いや、江戸っ子の爺さんに聞いたんだよ」


「そうでしょうねえ。だいたい、この佃大橋ってのは、佃の渡しがあったとこに架かったんだそうですよ。江戸の頃は佃と言えば島流し、でしたからねえ、そりゃここは海だったわけだ」


　タクシーから降りると、雨宮はオートロックのエントランスで暗証番号を打ち込んだ。


　メールボックスから郵便物を掴みだし、エレベータホールへと向かう。調べたがもちろん差出人に見覚えがあるものはなく、ほとんどが広告だ。重要なものはみな研究室に来る。カードもバンクもウェブだけになっている。公共料金もみなカード払いだ。


　部屋に入ると、がらんとしたリビングが目の前に広がる。


　ここで生きている実感に乏しい。


　唯一の生き甲斐は治療に成功した時の患者の笑顔かも知れない。人と繋がっている実感が自分には必要なのだ。


　由紀乃のような研究一筋の道を選ばなかったのは、それが理由だ。


　繋ぎ止められていない船は自分のことだと思った。ゆらゆらと揺られて流されていく船。


　明日には新しいケースでオンコキルの治療に入る。今はそのことだけを考えよう。決心して雨宮は部屋の灯りを消した。
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　篠塚から連絡があったのは、翌週の半ばだった。


〈突然なのですが明日の午後はいかがですか〉


　病院で携帯にメールが入り、雨宮は講師室に戻って治療スケジュールを確認する。幸い予定は一例で、すぐさまそれを午前中に移すことにする。メールを返すと、今度は着信が入った。


〈では、病院へお迎えに上がります。ですが、診療は？〉


「いや、俺は今、遺伝子治療専門で、受け持ちがいないので、都合を付けたよ。幸い一例だけで、ＣＴ室も空いていたんでね」


〈遺伝子治療？　ＣＴ室？〉


　相手は警官で、医学用語に関しては素人だった、と気づく。


「つまりね、ガンの患部に針を刺し、抗ガン剤を注入するんだ。ＣＴを撮りながらやるわけだ」


〈なるほど、ジャンルが違うと専門用語はまるでわかりませんね〉


　そして〈僕は一応、ＳＥから転職したので、ＣＴぐらいは知ってますけどね〉と付け加えた。


〈でもＣＴを撮りながら治療するとは初耳です〉


「ＳＥ？」


　今度はこちらが聞き返す。


〈ええ。ですから科捜研ではネット犯罪が専門なんですよ〉


「犯罪も複雑になって、警察はたいへんだなあ」


　声の低さも柔らかさも由紀乃と同じで、雨宮は不思議な既視感を覚えていた。ただ、由紀乃と話すときはいつも身構えていて、それは深層心理にある罪悪感からだったのだが、同性である篠塚と話していると、懐かしさのみが胸を打つ。たわいのない言葉のやりとりに終止符をうちがたく、雨宮は「君はお姉さんと声もそっくりだね」と言ってしまった。


〈でしょうね。骨格が似ているのだろうと思います。骨格が似ていると声紋も似るそうですよ〉


　いきなり相手が警察官だというのを思い知らされる。そもそも始まりは由紀乃の死の真相を知ることなのだ。


「すまん、くだらないことをだらだらと話して」


〈いえ、とんでもない。僕もあなたと話すのが好きです〉


　え、と聞き返そうとしたところで、〈じゃ、明日〉と短い言葉と共に通話は切れた。


　携帯を持ったまま雨宮はふと、須崎に篠塚と明日、小見川へ行くことを伝えるべきだろうかと考えた。篠塚と二人で行動することがなぜか疚しく思われ、それは由紀乃の面影を篠塚に重ねているからに違いなかった。いくら由紀乃に似ているからといって、篠塚は男なのだと思いつつも、雨宮は首から提げた院内ＰＨＳを手にした。


「須崎、俺は明日、篠塚君と小見川へ行って来るよ」


〈わかった。俺のぶんも線香をあげてきてくれ〉


　須崎の応答は簡単なもので、雨宮は再び疚しさを感じていた。


　思えば、あのころ雨宮は由紀乃と二人で行動することもあった。常に三人の都合がつくわけはなく、時折ペアでの行動は自然といえば自然で、ただ、そういった時は必ず、行動を共にできなかった残りの一人に事前にもしくは事後に報告をしていた。


　たとえば、須崎と由紀乃。大学の二年までは二人で出かけることは恋人同士なのだから当然、といった雰囲気であったが、それでも須崎は必ず雨宮に報告を入れていた。


　雨宮と由紀乃が二人になることは滅多になく、たいがい須崎に急用ができたときだった。


　須崎と雨宮が二人で出かけることは一番多かったかも知れない。同じ大学であるから当然だが、由紀乃にはどう映っていたのだろう。


　須崎に惹かれていることは自覚してからは隠し通したつもりだ。


　たぶん、男同士の友情としか由紀乃には映っていなかったはず。


　となると、由紀乃は男の友情を壊したと思っていたのだろうか。


　そのことも謝らなくては、と雨宮は思った。


　君は何一つ悪くないんだ。悪いのは俺。手の中の携帯を弄びながら、雨宮は心の中で呟いた。


　そういえば、自殺と聞いてはいたが、その根拠が何か篠塚に問わなかったことを思い出す。


　答えを聞くのが怖くて訊けなかった。


　あの時と同じ。


　神戸へ出発する由紀乃を東京駅で見送った時。


「なぜ行くんだ」


　訊けば、もしかしたら怖れていた答えが返ってくるかも知れず。


「あなたの愛しているのは一郎さんだからよ」


　そう言われていたら、人生は変わっていたのだろうか。いや、だからといって、そのあと、須崎に愛を告白に行ったとは思えない。


「俺はチキンというわけだ……」


　苦い呟きが漏れた。








　篠塚は翌日の一時ごろシルバーのレクサスで迎えに来た。


　首都高から東関道に入り、香取インターを目指す。


「一時間半ほどです」


　ハンドルを握った篠塚が告げる。


「往復を考えると午後いっぱいはかかってしまいますね、お時間を取らせて申し訳ありません」


「俺が頼んだのだから。それより、君のほうも仕事だろうに、こっちこそすまない」


　すると篠塚は前方を向いたまま「仕事は休職中ですから大丈夫です」と笑った。


「休職中？」


「ええ。県警が自殺だとしたのを覆そうとしているんですからね。警察組織への反逆ですよ、当然でしょう。白黒をつけるまで休職するつもりです」


　淡々と言ってのける篠塚を雨宮は驚いて見つめた。


「知り合いに警察医がいるが、警官は旅行に出るのも届けが必要と聞いた。たとえ休職中でもうるさいんじゃないのか？」


「もちろんです。ですが、小見川は僕の実家ですからね、なんの問題もありませんよ」


　そういえばそうだ、と雨宮は納得し、窓から過ぎ去る景色へと視線を移した。


　平日の午後なので、下りの東関道は空いている。


　しかし香取インターで一般道に降りると、意外にトラックの通行は多い。


「この辺りだけです。じきに空きますよ」


　片道一車線の道路に入ると、篠塚の言った通りだった。道沿いには野菜畑やビニールハウス、それに小さな農家が点在する。その間を埋めるようにススキの穂が風になびいていた。


　一山越えると、急に目の前が開けた。刈り取られた水田に残った切り株と至る所に生えているススキで辺りは淡い色に染まる。


「ここから利根川の土手まで、水田ですよ」


　小見川の中心部に入る前に、篠塚は再び山のほうへと車を向けた。


　温かな午後で、山の木々はそろそろ色づいてきていた。


「春には城山じょうやま公園の桜が美しく、人出も多いのですがね。隣の佐原市はこのところ観光客も増えているので、こっちへ流れてくるといいんですが」


　篠塚は呟く。


「僕も含め、若者はやはり東京へ出ていってしまいます。本家には今、誰も住んでいませんよ」


　緩やかな勾配を登っていくと、だんだん民家が少なくなってきた。


　やがて篠塚は道沿いの空き地に車を乗り入れた。


「ここです」


　こんもりとした山の石段を五十段ほど上ると、本堂があった。


　篠塚はその脇の庫裡へ顔を出し、線香を手に戻ってくる。


「お墓は裏手です」


　杉の木立に囲まれるようにして墓所があった。


　古くからの寺で見られるような、墓石が積み重なるような狭い墓所で、篠塚家の墓は中でもかなり大きいほうだった。雑草もきちんと抜かれ、まだみずみずしい切り花が供えられている。


　墓地ではなぜ新しい墓や手入れの行き届いた墓のほうが寂しく思えるのだろう、と雨宮は思った。朽ちかけた墓はかえって自然にとけ込み、もはや道ばたの道祖神のように景色の一部に感じられるからなのだろう。


　墓に手を合わせても、雨宮には由紀乃の存在が消えたという実感が湧かなかった。


　仰ぐと杉木立の隙間に晴れ渡った秋空が広がっている。


　これは違う、とふと雨宮は思った。篠塚を振り返り、「なぜなんだ」と問う。


「どうして由紀乃は死ななくちゃいけなかったんだ。俺も知りたい」


　何度も心の中で呟いた言葉が口から出ていた。


「由紀乃は何一つ悪くない。なのになぜなんだ。自殺だって？　誰がそんなことを言ったんだ」


　線香の煙を眼で追いながら、篠塚が「ここではなんですから、車に戻ってお話ししましょう」と言った。


「あ……そうだな」


　思わず声が大きくなっていたことに気づく。この辺りでは旧家である篠塚家の墓の前ではいかにもまずい。


　もう一度手を合わせると、雨宮は篠塚のあとを追った。


　レクサスに戻ると、篠塚は「実家に行きましょうか」と雨宮の顔を見た。


「ここからすぐですし」


「そうだな」


　由紀乃が十二歳まで育った家だ。見てもいいかも知れない。雨宮はうなずく。


　国道３５６号を篠塚は車を走らせる。やがてまた広い田畑が視界に入る。さらに小高い土手が畑の向こうを併走するようになった。


「利根川です。あの土手の向こうですが」


　篠塚が説明する。


「坂東太郎か」


「僕らにとって、その名前は養殖ウナギですが」


　そういえば由紀乃はウナギが好きだった、と雨宮は思い出す。


「若い女の子が妙に渋い物が好きだと思っていたが」


「こちらでは祭りの時には必ずウナギですからね。そうだ、帰りにウナギでも食べていきましょうか。佐原にいい店があるんですよ」


　市の中心部へは入らず、そのまま３５６号を辿っていると、沿道の大きな民家が目に留まる。どの家も高い塀で囲まれ、刈り込まれた松や実を付けた柿の木が植わり、蔵を二棟も持つ家もある。


　レクサスはまもなく国道から脇へ逸れた。


　やがて停まったのは、土塀に囲まれた屋敷の前だった。両側に脇戸が付く立派な門構えだ。しかし塀の上に枝を伸ばす松は伸び放題だ。


「時々は分家の人に頼んで見てもらっているのですが」


　苦笑しながら篠塚は脇戸を開けた。


　玄関から入ると、篠塚は「こちらへ」と雨宮を誘導する。


　奥へと進むと中庭を片廊下が囲んでいる。片廊下に面した居室の一つに篠塚は入った。


　書院造りの立派な部屋で、長押の上には額に入った書が飾られていた。


　中央には分厚い一枚板の卓がある。


　そちらへと誘導しようとしていた篠塚の足がふいに止まる。


「そうだ、雨宮さん、姉の伝言を聞きますか。最後の言葉です」


　大声を出し、壁際の電話の置かれたテーブルへと近寄る。


「え……」


「せっかく姉の墓参りに来てくださったのですから。なんといってもあなたは姉の旧友ですしね」


　不自然な大声に、雨宮は「篠塚君」と呼びかけた。すると篠塚は振り返って唇に人差し指を当てる。そして留守録の再生ボタンを押した。


　流れ出た声に雨宮は身体を硬直させる。


（由紀乃……）


　あの世からの声だ、と雨宮は唾を呑む。


（これは……）


　由紀乃は何かを伝えようとしていたのだ。この声を聞いたら誰だってそう思うだろう。


（由紀乃の遺言なのだ）


　なんとか彼女の思いを遂げてやりたい。強い意志が湧き起こる。


　渡したいもの。いったいなんだったのだろう。


　黙ったまま電話を凝視する。


「もう一度聞きますか？」


　答えを待たず、篠塚は再びボタンを押す。


　同時に雨宮のジャケットからメールの着信音が鳴った。


　顔を上げると、篠塚が携帯を手にしていた。


（そういうことか）


　携帯を開き、メールを読む。


〈誰か入ったようです。たぶん、盗聴マイクを仕掛けたのでしょう〉


「いったい」と言いかけ、慌てて言葉を呑み込む。そしてメールの着信音をオフに設定し直した。篠塚がにっと笑う。


　着信を知らせるボタンが光り、雨宮はメールを読んだ。


〈たいへんよろしい。あなたは頼りになると実感しました〉


　雨宮は自分も指を動かした。


〈誰、とは？〉


　だがその問の答えは返らず、ただ〈早く外へ出ましょう〉と篠塚はメールで言ってきた。


〈車のほうが安全です〉


　廊下へ出たとき、篠塚が「ちょっと待ってください」と雨宮を呼び止めた。


「先に車へ戻っていてください。僕は念のため、ほかの部屋を見てきます」


「俺も一緒のほうが……」


「いえ、こういったことは僕のほうが慣れていますから」


　その通りだ、と思い、雨宮は素直に外へ出た。


　レクサスで待っていると、五分ほどで篠塚がやってきた。


　運転席に乗り込むと「盗聴器が仕掛けられているかどうか、見てきたのです」と言った。


　ジャケットのポケットから不思議な形の器械を取り出す。


「盗聴装置発見器ですよ」


　ひょっとして、と雨宮は篠塚の顔をうかがう。


「まさか予想していた？」


　まあね、と篠塚はうなずいた。


「誰か入ればわかるようにしておいたのが功を奏しました。古風なやり方ですけど、ふすまに糸を張っておいたのです。盗聴器は電話に一台。あの部屋に一台。僕の部屋に一台。そして僕の部屋はどうも洗われていますね」


「洗う？」


「失礼、業界用語でした。ようするに家捜しです」


　篠塚はエンジンキーを回し、オーディオのスイッチを入れた。


「いったいなぜ、誰が、なんのために」


　雨宮の問いに篠塚はふわりと笑った。


「それが解れば苦労はしない。ただ、見当はつきますけれどね。でもこれで行き先が見えてきました」


「俺には見えない。だが君の言ったことが本当だと思えてきた。由紀乃が殺されたなんてあり得ないと思っていたが」


　背筋に冷たいものを感じ、雨宮は身体を震わせた。


「この国でそんなことが起こるなんて。自殺に見せかけ、殺し、それを警察が認める？　テレビドラマじゃないんだ」


　だいたい、と雨宮は篠塚の顔を見た。


「自殺だというのなら、原因は何なんだ？　まだ聞いていなかったが、鬱病か？　心療内科にでも受診していたのか？　それなら診察記録などがあるだろう。それとも遺書でもあったのか？」


　篠塚は首を振り、「どれもノーです」と答えた。


「じゃあ、自殺とする根拠は？　素人だっておかしいと思うんだ、なぜそれを警察が自殺だとする？」


　篠塚はしばらく沈黙を守っていたが、やがて「そのことを説明する前に、お願いがあります、二つ」と口を開いた。


「二つ？」


「一つ目は、雨宮さん、あなたの上司と掛け合って、ネイサン＆ジェネティックスジャパンの社長と会う機会を作っていただけませんでしょうか」


「二つ目は？」


「僕と一緒に神戸へ行ってください」
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　木曜日の午後、内科外来の前は予約患者で混み合っている。


　患者が途切れたころを見計らって、雨宮は診察室へ向かった。


　しかしグレーのスーツを着た男が一足先に外来に入っていくのを目撃し、雨宮はカーテンの影で順番を待つ。


「ＪＩＣＡの丸山さんか、わかっているよ」と言う小山内おさないの声が届き、相変わらずの交際の広さだ、と雨宮は思った。


「そのことは向こうに了解を取ってある」


　やがて男はぺこぺこ頭を下げながら出ていく。


　雨宮が入ると、小山内は外来看護師が煎れた紅茶を飲んでいるところだった。


「おお、雨宮君」


「データをごらんになりますか」


　雨宮は自分の小型モバイルを診療机に置き、クリックする。


「血小板の数値に問題はないな」


「ええ。それと、週に一度、研修医にピークフローを測定させています」


　小山内はうむとうなずく。


「まあ、どれほど効果があるかは疑問だが、少なくとも間質性肺炎の早期発見に対策を講じているというポーズにはなるな」


　雨宮はむっとして「俺は実際に効果があると思います」と反論する。


「症例が溜まったらネーベンに発表させる予定です」


「まあ、いいだろう。論文は多いほうがいい。副論文の数も重要だからな。私が見てできがよければ、ＮＡＴＵＲＥにでも投稿するがいい」


「インパクトファクターになりますからね」


　それが小山内の望みなのだ、と雨宮は相づちを打った。


「もちろん」


　小山内は椅子の背に身体をもたせかけ、雨宮を見上げる。


「あとはなにか？」


「小山内先生、新村社長との会食に同行させてください」


　小山内は「ほう」といった顔になったが、すぐ笑顔になる。


「おお、そんなことも言ったっけ。君も今後の研究費のことで世話になるだろうからな」


　診療机の引き出しを空けると、携帯を取りだした。


「ちょうどいい、明日の夜、彼と会うのだ。言っておこう」


「もう一人、下の者を同伴してもよろしいでしょうか」


　鷹揚に小山内はうなずいた。


「そうだな、研究班の者にも新村君を紹介しておいたほうがいいだろう。今後は筑波の研究所も使わせてもらえるしね」


「筑波の研究所ですか！」


　雨宮の耳に由紀乃の声が聞こえたような気がした。


　偶然だろうか。


　さらに須崎の言葉も蘇る。


「お前がネイサン＆ジェネティックスと関係が深いと知って近づいたとは思わないか？」


　篠塚は自分を利用しているというのか。


　だがもう遅い。由紀乃の死に向き合おうと決めたのだ。


　小山内は携帯のフラップを開けると、料亭の名を雨宮に教える。


「七時からの予定だ」


「では先に始めていてください」


　講師室に戻り、雨宮は篠塚にメールを打った。


　あれ以降、篠塚の携帯には繋がらない。篠塚はモバイルＰＣから連絡をしてくるようだ。


　一日に一度、長文のメールが来る。


　その日の自分の行動や考えたことなど、取り留めのないものだ。


　たとえばこのような。


〈小見川高校に通っていた僕は、そこそこスポーツもこなしましたが、隠れて本を読んだものです。本を読むなどは女々しい、と祖父が思っていたせいもあり、特に春樹などは隠れて読みました。春樹がどうということもなかったのですが、春樹のよさがわからないなんて、などと女生徒に言われたこともあり、単に反発だったのでしょうか〉


　そんなことを篠塚に言ったのは誰だったのだろうか。同じクラスの女生徒か。


　ふと、由紀乃と同じ顔をした詰め襟の男子高生が目に浮かぶ。その隣に同じくらいの歳の女子高生を置いてみた。今どきお下げの女子高生はいないだろうから茶髪にルーズソックス？　いやもうすでにルーズソックスさえないだろう。


　その女子高生に篠塚は恋心でも抱いていたのだろうか。


　青春だ、と眼を細め、雨宮はメールを読んだ。


　自分も春樹を読んだことはない、とそのときはメールを返した。


　その後、由紀乃は女性にしてはあまり文学作品を読まなかった、と雨宮は思いだした。好んで読んでいたのは科学の解説書などだ。


〈地方の閉塞感から東京の大学に入ったのですが、なんのことはない、結局ＳＥなどという引きこもりになるとは、その時には想像もしなかったわけです。しかし准キャリアとして警視庁に入庁したことで、実家での株は上がりました。警察は堅い職業ですからね〉


　自分も山梨なので、田舎では何かと皆が見ている、それが若いときにはたまらなく感じられるものだ、と雨宮は返した。


〈若いとき、などと言うと年寄りじみていますよ〉


　すぐに返ってきたメールにはそうあり、雨宮は苦笑した。


〈年寄りぶらないで下さい。姉と同じ歳なんですから〉


　それはその通りだった。ただ、年寄りぶったつもりはなく、どうも兄のような気持ちを持ち始めているようだ、と自戒する。知り合ってまもなくの人間にこれほど親近感を抱くのは初めてのことだ。


　それからはあまりメールを返さないように注意をしたが、篠塚はそんなことにはかまわず、一方的に送りつけてくる。読んで欲しいというよりは、なにかを吐き出したいのだろう、そう思い、そのまま送られてくるメールを読むのがこのところの日課になっている。


　不思議な繋がりを感じているのは向こうも同じだと思っていた。


　篠塚が自分をただ利用しているだけとは信じたくない。


　店の場所と日時を教え、さらに同伴する者がいるとだけ言ってある、と書き添えた。


　篠塚がなぜ新村に会いたがるのか、雨宮は知らない。ただ、由紀乃の死に彼がもしくは勤めていた会社が関係あるのだと、これまでの経緯で漠然と感じられるようになっていた。


　だがそれが何かまでは知らないし想像もつかない。


　もしただ利用されているだけに過ぎないとしても。


　それでも自分は由紀乃の死の真相を知るためならどんなこともしよう。


　小見川から帰ってきてからはその気持ちは強くなるばかりだ。


　ため息を一つつくと、頭を切り換え、雨宮はＰＣにログインした。書きかけの論文のファイルを開く。


　小山内の論文の大半を雨宮は代筆していた。別にそのことになんの不満もない。小山内の目的は教授の椅子であり、自分は違う、ただそれだけだ。


　教授選におけるインパクトファクターは重要だ。


　特に外国の著名雑誌である「ＮＡＴＵＲＥ」、「Ｎニュー・Ｅ・イングランドＪ・ジャーナルオブＭメディスン」などに掲載されれば、ポイントは高い。小山内の論文、つまりは雨宮の論文だが、それはＮＡＴＵＲＥに一度掲載されている。今、書いているものも外国の雑誌に投稿予定だった。


　しばらくキーボードを叩いていると、講師室のドアがノックされる。


「どうぞ」


　現れたのは須崎だった。須崎はずかずかと歩み入って机の脇に立つ。太い眉を寄せてＰＣに向かっている雨宮を見下ろした。


「この前、脳照射をした患者だが、ＣＯＰＤを合併していると聞いた。あの薬を使うのか？」


　いや、と雨宮は首を振る。


「ピークフローもかなり低い。あの患者には無理だ。本人はぜひ新薬をと希望しているんだが、リスクを説明して断った」


　須崎はほっとした表情になった。


「それを聞いて安心した。小山内の走狗ってわけでもないんだな」


「お前な……ひどい言いぐさじゃないか。俺はまず臨床医だ」


「そうなのか？　それは初耳だ」


　それでも須崎は笑顔を見せている。雨宮も顔をほころばせた。そして篠塚と会うことを言っておこうと思いつく。


「そうだ、言っておく。篠塚を新村社長に会わせるつもりだ」


　すると須崎は「らしいな」とうなずいた。


「知っていたのか？」


「ああ、篠塚君に聞いた。お前に会わせてもらえるよう頼んだって」


　須崎が篠塚と連絡を取っていたことを初めて知り、雨宮は目を見開く。


　だがそれはプライベートなことだ。須崎の私的なことに自分が口を挟む資格はないのだ。それでも雨宮はなにやら妙な気分になった。そう、十七歳のあの日、須崎と由紀乃に初めて遇ったあのときの気分に似ている、と雨宮は思い当たり、さらに苦い笑みを浮かべた。


　須崎が由紀乃をまだ愛していることはわかっている。ならばその弟を気にかけるのも当たり前だ。それなのに須崎の隣に立つ人間が男女問わず、雨宮には辛いものなのだ。


　いや、違う。須崎の目を見つめながら雨宮は気づいた。


　由紀乃なら許せた。女だったから。


「知ってるならいいんだ」


　突き放すような口調で言うと、雨宮はモニターに視線を戻す。須崎はしばらく逡巡していたが、背を向けた。


　遠ざかっていく足音がふと止まり、雨宮は顔をあげる。須崎が扉を開けたままこちらに背を向けて立っていた。戸口にきりっと立つ後ろ姿は額縁の中の絵のようで、雨宮は胸の中に奇妙な熱を感じた。


「篠塚をちゃんと見てやれ。お前の義務だぞ」


　須崎の声が響き、扉が閉る。


「どういうことなんだ……」


　呟いて雨宮はキーボードに視線を落とす。


　完璧な既視感デジャビュ。


　さっきから感じている妙な気分は既視感だ。あの疵のついた硝子玉。


　いや、そうじゃない。由紀乃の存在はこれほどまで心を掻き乱さなかった。須崎が「由紀乃を頼む」と言ったときも。


　ならばこれは未視感ジャメビュではないか。それとも自分だけなのか。須崎にとっては篠塚は愛していた女の弟。に過ぎない。はずだ。かき乱されているのは自分だけに違いない。同性に惹かれるのは自分だけなのだから。


「そう、きっと独り相撲なんだ」


　ふと気づくと、モニターにはスクリーンセイバーが踊っていた。








　小山内から聞いた店は、春日通を本郷から上野広小路へと下っていく途中にあった。老舗のすき焼きやしゃぶしゃぶを供する店で、土塀に囲まれ、木戸を開けて入ると、丸く刈り込まれたツツジが坪庭を飾っていた。小山内が好きそうな雰囲気だと雨宮は仲居に案内されながら思った。


　高級料亭といった敷居の高さはなく、老舗ならではの心遣いがそこここに感じられる。小山内の長所の一つは無駄にスノッブではないところなのだ。


　中庭を囲んでいくつもの座敷があり、どこも宴たけなわといった様子だ。


　仲居は振り返って「申し訳ありませんねえ」と言った。


「廊下で聞くとうるさく思えますが、お部屋に入ってしまえば、あまり気にならないかと」


　いや、別に、などと言っているうちに、仲居は廊下に膝をつき、ふすま越しに「お連れさまがお見えになりました」と呼びかけた。


「おお、雨宮くんか」


　小山内の声が上がり、雨宮は「失礼します」とふすまを開けた。


　上座には小山内が席を占め、その向かいに新村にいむら社長がビールを飲んでいた。新村は上等のスーツに身体を包み、ゴルフ焼けした顔と人当たりのよい笑顔で雨宮を迎える。顔は似ていないが社交家の小山内とそっくりの雰囲気で、数度しか会っていないにもかかわらず、顔を見てもまったく久しぶりという感がない。五十代半ばと聞いているが、髪の毛には一筋の白髪もなく、四十代と言っても十分通る。小山内とは郷里が同じで、小山内が講師に就任したころからのつきあいだ。もう十年以上も前のことだが、その頃からあまり変わっていない。


　新村を最後に見たのはいつだったか、と雨宮は記憶を探る。


　あれは一年前の学会だ、と思い出した瞬間、なにかが引っかかった。


　由紀乃と会ったのも同じ学会だった。


　由紀乃の勤める六甲製薬が東亜に吸収合併された直後のことだ。


　ひょっとして篠塚はネイサン＆ジェネティックスではなく、東亜の社長としての新村に注目しているのだろうか。つまりは由紀乃と新村は一年前からの繋がりがあるのか。


　ロスで二人の間には接点があったのだろうか。


「……ロスの学会以来ですね、お世話になっています」


　出した声が掠れていたので雨宮は慌てたが、新村は特に気にもとめない様子で「そうだったかね」と相づちを打った。


「こちらこそ、新薬の治検では雨宮君に世話になっているよ。礼を言いたいと思っていたんだ」


　新村は自ら「さあ、こっちへ」と奥を指さす。雨宮は新村の後ろを周り、卓と壁との狭い隙間に身体を押し込んだ。


　卓には肉と葱、豆腐などを盛った大皿に小鉢が幾つか置かれていた。小山内と新村はつまみで酒を呑んでいたようだった。すでに空になった徳利が幾つか横たわっている。


「狭いが、ここはよく使っている店でね」


　新村はひどく上機嫌だった。


「東大の先生たちを接待するときにはここが便利なんだ、近いからね。彼らは接待が終了してからまた研究室に戻る、などと言うんでね」


　新村は国立大学にもちゃんと入り込んでいるのだとアピールする。


　すると小山内が「国立の先生たちは真面目だからな、さすが新村君は気が利く」と言葉を挟んだ。


　なるほど、そう言えばいいのか、それが社交性というものだ。だが自分には無理だ、と雨宮は思って黙ったまま卓の上を見た。


「とりあえずビールでいいな」


　新村はビール瓶を持ち上げ、雨宮を促す。


「ところで、君一人かね？　ネーベンを連れてくると言ったんじゃなかったっけ」


　小山内が閉まったふすまを見た。


「はい、少し遅れてきます」


「まあいい、先に始めるかな」


　新村がその言葉と同時にぽんぽんと手を叩く。


　すぐにふすまが開き、仲居がお辞儀をして入ってきた。しゃぶしゃぶ用の鍋を焜炉に用意し、火をつけて出し汁を注ぐ。手早く野菜や豆腐などを投入していく。


「新村社長のために本日は特別よい肉を用意しましたから」


　仲居は肉の盛られた皿を新村に見せる。


「胡麻ダレとポン酢、どちらにします？」


「両方だ、あとはやる、また呼ぶよ」


　新村はうるさそうに手を振って仲居を追い出した。そして徳利を持ち上げ、小山内を促す。


「お前のおかげでオンコキルも早く承認されそうだ。あれはうちの切り札だからな」


　小山内は満面の笑みで杯を受けた。


「そうだな、あれで東亜もいい比率でネイサンと株の交換ができたしな」


「ああ、一対一だったからね。うちの株主にも面目が立ったよ」


　雨宮はグラスに口を付けながら黙って話を聞いていた。


「それもお前のおかげだ。オンコキルの開発には欠かせない試料を提供して貰ったんだからな。ネイサン側は感謝してもし足りないさ」


　小山内の目が光ったことに雨宮は気づく。警戒の色だ。長年のつき合いがそれを教える。


　しかし新村は「いいじゃないか」と鷹揚に言うと、手酌した猪口を口に運ぶ。


「雨宮君はいわば我々の同士だ。オンコキルに精通している雨宮君がいなければこんなに早く治検申請もできなかった」


　小山内は黙ったまま、箸で肉片を取り上げ、鍋に浸した。それを見ながら雨宮は新村に「ネイサン＆ジェネティックス本社はロスでしたね」と話しかけた。


「一度、あそこの研究所に行ったことがあります。ナパバレーの近くの風光明媚なところでした」


　うむ、と新村はうなずいた。


「一年前ロスへいらっしゃったのは、合併に関係してですか？」


「まあね。あの学会で君もそう言えばオンコキルの発表をしたんだったね」


「ええ」


「それより、雨宮君、早く食べないと硬くなるぞ」


　小山内は肉をタレに浸しながら雨宮を見る。


「こんなところに来てまで仕事の話はないだろう。なあ、新村君。ところで今度、ゴルフはどうだね？　雨宮君も誘って。そう言えば、下の者も来ると言っていたが、そいつも連れて……いいだろう？　ラウンドにはちょうどいい人数だ」


　多弁は小山内が何かを隠そうとする時。自分から何を隠したいのだろう。雨宮は箸を取り上げながら思った。


　いや、それは考えすぎだ。小山内はいつものように社交的なところを見せているだけに違いない。


　篠塚に引きずられている。だいたい、小見川で盗聴器が仕掛けられたなどと言うからだ。


　小山内が由紀乃の死と関係があるはずもなく、さらに言えば、新村が関係しているとも思えない。


　それならなぜ篠塚は新村に会おうとするのか。


　いろいろな思いが頭をよぎり、雨宮はいったん取り上げた箸を下に置いた。


「ところでアフリカのほうはどうなんだ」


　新村が小山内に尋ねる。


「さっきもそのことでＪＩＣＡから来たよ。減額分を補填してくれってね。外務省から手を打たせるか。中国がアフリカに資金を投入している昨今、ここで後れを取るわけにはいかない、とね」


　小山内は厚生族と強い繋がりがある。しかし外務省にまで手を伸ばしていたとは、と雨宮は少しばかり驚いた。


「そうしてもらわなくちゃ困る。まだまだあっちからは……」


「失礼します」


　廊下から声がかかる。


「お連れさまがお着きです」


「おお、ちょうどよかった」


　小山内が満面の笑みを浮かべる。


　篠塚が来たのだ。雨宮は緊張して居住まいを正した。


　ふすまが開いて、グレイのスーツを着た篠塚が廊下に正座して頭を下げていた。


「失礼します」


　篠塚が顔を上げると小山内は「誰だね、雨宮君、彼は」と怪訝そうに尋ねる。新村のほうは肉を口へと運び続けている。


「小山内先生、実は……」


　雨宮を遮って、篠塚が「新村さん、その節はたいへんお世話になりました」と言った。


「なんだね？」


　新村は箸を置き、篠塚に視線を注ぐ。


「姉の葬儀にいらしていただきましたこと、感謝いたします。僕は篠塚良介といって、岡井由紀乃の弟です。名字が違うのは両親が離婚しておりますせいです。新村さんにはどうしても直接会ってお礼が言いたくて、雨宮さんにお願いして同席させていただきました」


　一瞬、新村の目が細くなった。が、すぐに「ああ、そうか」と呟く。


「こちらこそ、ご愁傷様だったね。岡井君はとても優秀な研究員で、会社にとってもかけがえのない人材だった。あのあと、彼女の死を無駄にしないよう、産業医にはメンタルケアの専門家を入れたよ。合併して社員が増えたことで、もっと早く産業医の人数も増やす手はずを整えるべきだったんだからね」


　淀みなく話し続ける新村を篠塚は上目遣いでじっと見る。細い眉がひくひくと動き、まるでなにか叫びだしたいのをじっと耐えているかのようだ、と雨宮は思った。


「君もたいそう気を落としただろうが、お姉さんの遺志を継いで元気でやりなさい」


「なんの話だ」


　小山内が雨宮に尋ねる。


「彼は篠塚良介さんといって、私の知人です。新村社長にお会いしたいというのでいい機会だと思いまして」


「勝手なことをしては困るよ、雨宮君」


　声を荒らげた小山内に新村が「いいじゃないか」と取りなす。


「うちの社員が不幸な事故で亡くなってね。その弟さんなのだよ」


　篠塚は小山内へ向かって丁寧に頭を下げる。


「申し訳ありません、雨宮さんにもご迷惑をおかけしました。が、姉がお世話になったかたですので」


　小山内は態度を決めかねているようだったが、一瞬ののち、表情を和らげる。


「まあいい、君、一緒にやるかね？」


　いえ、と篠塚は立ち上がった。


「これで失礼いたします。新村さん、またのちほど礼状を送らせていただきますので」


　ふすまを閉めようとする篠塚に雨宮は「私も帰る」と呼びかけた。


「雨宮君、どうしたんだね」


「俺もちょっと用がありますので」


　新村も小山内も引き留めようとはしなかった。雨宮は急いで篠塚の後を追う。


「篠塚君」


　前を歩いていた篠塚は半身になって盆を掲げた仲居を通すと、雨宮が追いつくのを待った。


「篠塚君、いいのか、新村さんと話は」


　しっ、と篠塚は声を潜ませた。


「外へ出てからです」


　店から出ると、雨が降っていた。春日通で篠塚は手を挙げてタクシーを停める。


「雨宮さん、居酒屋がいい。特にうるさいところを知りませんか」


　雨宮を押し込むと、篠塚は真面目な表情で尋ねた。


「それはつまり……」


　思わず雨宮はリアウィンドウから外を眺めた。


「雨宮さん、まさかそこまでは心配していませんよ。ただ、念には念を入れたほうがいいですからね」


　雨宮はため息をつくと運転手に「銀座まで」と告げる。


「あの辺りの飲み屋なら当てがある」


　律儀にシートベルトを締めようとしている篠塚を雨宮は眉をひそめて見た。


「君のせいでまるでスパイになったようだ」


　篠塚は拳を口に当て、くっくっと喉の奥で笑う。これまでに見せた儚げで疲れたような笑顔とはまるで違い、無邪気な若者のそれだ。由紀乃独特のアンニュイな笑顔とも違う。


　この青年は普段はきっとこんな風に笑うのだ、と雨宮はその横顔に見入った。


　ふいに篠塚は雨宮のほうを向く。雨宮は慌てて目を逸らしたが、それも変かと思い直し、視線を戻した。篠塚は晴れ晴れとした表情だ。


「どうしたんです、雨宮さん。僕のことをじっと見たりして」


　いや、と雨宮は言葉を探しながら咳払いする。


「その、ずいぶんと嬉しそうだが」


　篠塚は再びくっくっと喉を鳴らした。


「僕の推理が当たっていたようなので、つい」


「推理？」


「しっ、あとでゆっくり話しますよ」


　タクシーが並木通りに着くと、篠塚は「さすがお医者さまですね、行きつけの居酒屋が銀座とは」と言う。


「残念ながら、期待するような店じゃない」


　雨宮は狭い路地を抜け、奥まった店へと篠塚を案内した。


　店内には十人ほども座れる長テーブルが縦横に並び、客は丸椅子に合い席だ。照明までわざわざ丸電球で、温かな黄色い光の下、割烹着を着た中年女性が声を張り上げ、注文を復唱している。奥が厨房になっていて、手拭いを額に巻いた板前が忙しく働いている。壁には紙に筆で書かれた品書きが所狭しと貼られている。サラリーマンがほとんどだが、女性客も多い。女性客は定食を頼んでいるようだった。


　篠塚は眼を丸くして感嘆の声を上げた。


「レトロですね」


「ああ、学生時代からここへはよく来た。まるで変わっていない」


　篠塚は振り返って「姉と須崎さんと三人でですか？」と尋ねる。


「そんなところだ」


　篠塚は先に立って長卓の間を歩き、一番壁際の席に身体を置いた。そして店の入り口へと顔を向ける。


「ここなら誰か入ってきてもわかりますからね」


　隣の丸椅子に腰掛けながら、雨宮も思わず入り口を見てしまう。


「だから、本当にスパイになった気がする」


　篠塚は明るく笑いながら、卓の上のお品書きを取り上げた。


　ジョッキが運ばれてくると、雨宮は口を付けずにじっと篠塚を見る。


「なぜ新村社長に会わなければならなかったんだ。俺は彼に色々と訊きたいことがあるのかと思っていた。なのにあれでは顔を見ただけではないか」


　篠塚はビールを一口飲むと、箸入れから割り箸を取り出し、一膳を雨宮に渡す。そして突き出しの小鉢を引き寄せた。


「目的は達しましたから」


「目的とは彼に会うことか？」


　いえ、と篠塚は雨宮を正面から捉える。


「雨宮さん、あの男が姉を殺したのです。それを確認することが目的でした」


「なんだって？」


　篠塚はにっこりと笑った。


「雨宮さん、笑って。おかしいですよ、そんなに目を剥いては。他の人が変に思います」


　慌てて雨宮は辺りを見回す。


「篠塚君、誰も俺たちに注目なんかしてやしない。それよりなぜそう思うんだ。新村が由紀乃を殺す理由はあるのか」


　再びビールを一口飲むと、篠塚は木の卓に肘をついた。


「雨宮さん、新村さんは姉と不倫関係にあったそうです」


　持っていた箸が卓の下に転げ落ちたが、雨宮の耳にはその音も入らなかった。


「なんだって」


「姉はそれを悩んで自殺したのです」


　ぱきり、と箸を割ると、篠塚はヒジキをつついた。


「それは本当なのか！」


　思わず詰問調に尋ねると、篠塚はまたくっくっと喉を鳴らす。


「さあ、どうでしょうか。僕はそれを警察の調書で読んだのです。新村さんは姉の遺体が見つかったあと、自ら警察に出向き、姉が自分と不倫関係にあった、そして自殺するとほのめかされた、と証言したのですよ。警察はそれを事実と認め、姉の死を自殺と断定した」


　新村が由紀乃と。あの料亭で抱いた疑惑は正しかったのか、と雨宮は目を見張った。


「それは本当なのか」


　もう一度、雨宮は尋ねる。


「さあ。死人に口なし、って言うじゃないですか。新村さんの自己申告だけですよ」


「でも、メールのやり取りとか……」


「供述調書ではすべて足がつかないようにしたと言っていました」


「だったら、ロスは」


　一年前のことを雨宮は手短に語った。篠塚は「いいことを聞いた」とメモを取り始める。


「二人がロスで同じホテルに泊まったかどうか、ゆっくり調べます。ただ……」


　スーツの内ポケットに手帳をしまうと、篠塚は肩をすくめた。


「一緒のホテルに泊まっていなくても、不倫関係になかった証拠にはなりませんね」


「……そうだな」


　海外だからといって、誰しもがガードを甘くするとは限らない。


「それよりどう思いますか、雨宮さん。姉は不倫で悩むような性格ですか？」


　それは、と雨宮は頭を振った。


「わからない……十年前なら絶対あり得ない、と言えただろう」


　だが。少なくとも自殺はしない。由紀乃はそんな女ではない。雨宮が言うと、篠塚は「僕もそう思います」と呟いた。


「もちろん、僕は姉のことを何一つ知りませんが。雨宮さんがそう言うのならそうでしょう」


　不倫。男女の関係は当事者でないとわからない。今となっては、自分と由紀乃の関係が不倫よりましだったとも思えなかった。須崎を想いながら由紀乃を抱いていたのだから。


　それでも自分には強い悔恨がある。しかし新村はどうなのだろう。


　料亭での新村の言葉が蘇り、雨宮は身体が震えた。


「じゃあ、君が言った、葬儀に参列したというのは。もしそれが本当なら死に追いやった張本人だぞ、それがのうのうと……」


　篠塚は真剣な目を雨宮に向けた。


「調書を読むまで、遺族である僕には自殺の原因は不倫関係を悩んでのことだとしか知らされませんでした。新村さんが姉の相手であるとは、葬儀の段階では認識していませんでした。ですが、それが問題ではないのですよ、雨宮さん、まだ解りませんか？」


　顎を引き、上目遣いに見つめる篠塚の表情は、記憶の中の映像と重なっている。


「雨宮さん、あなたと最初に会ったとき、初めてのように思えませんでした。姉はあなたと須崎さん、三人で撮った写真を大切にアルバムに保存していた。僕は姉のマンションでそれを発見したんです。それで僕は思わず笑みを浮かべてしまいました」


　そうだった、と雨宮は思い出す。あの笑みは印象的だった。


「そうですね、あの時の僕の気持ちは誰かの言葉を引用すれば、やっと会えたね、というところでしょうが」


　篠塚は箸を卓に置き、背筋を伸ばす。


「でも笑ったのはそれだけではないのです。あなたが僕を見たときの反応、そして表情は僕に確信を与えました。これで新村の嘘を暴ける、と。それが嬉しかった」


　それは、と雨宮は息を呑んだ。


「そうか、そういうことか」


　篠塚は晴れ晴れとした顔で雨宮を見つめる。


「ええ。僕の目的は、新村の顔を見ることではない。僕の顔を見せることだったんですよ」






　　　　　　　　　　５







　雨宮は一人、暗い室内に立って隅田川を見下ろしていた。


　雨足が激しくなって、ネオンの光が硝子に張り付いた雨粒に滲んだ。


　篠塚とは先ほど別れた。タクシーで雨宮をマンションまで送ると、篠塚はそのまま乗っていった。


「では、明日、銀の鈴で」と言い残して。


───遺族が調書を見ることはできません。でも僕は内部にいますし、なんとかつてを頼んで見たのです。新村の言ったことは嘘だと思いました。それで……。


　雨宮は篠塚の言葉を反芻する。


───葬儀の時には、まだ調書を読んでいませんでした。それに喪主は岡井の家の者で、僕は弟ですが親属として参列しただけですから、後ろのほうで俯いてましたし、新村は僕の顔を見ていません。だからどうしても会いたかったのです。


　新村は篠塚を見てもなんの反応も示さなかった。名乗って初めて「ああ」とうなずいたのだ。


「不倫相手が自殺したのですよ。その女にそっくりな僕を見て眉一つ動かさなかった。新村は姉の顔を知らなかった。もしくは、見たことがあってもさほどよく覚えていなかったのでしょう」


　小山内の盟友である新村は由紀乃の死に関係があるという証拠だ。なぜならば、由紀乃が自殺だと証言したのは彼なのだから。わざわざ嘘をついてまで、由紀乃の死を自殺にしたい理由とはなんなのだろう。


　小山内がそれに関与していたら。


　黒い川面を見つめながら雨宮は胸の中から熱いものが噴き出しそうに感じた。


　新村の嘘だけではない。


　篠塚はうっすらと笑ってこう続けたのだ。


「雨宮さん、僕を見てどんな感じがします？　抱いたときの姉の表情を思いだしたりしませんか？　男なら普通の反応だと思いますけどね」


　いや、思いだしたりはしない。


　ただ、この男はどんな表情をするのだろうと思う。


　言われて初めて気づいた自分の気持ちに動揺し、雨宮は上手い答えを思いつけなかった。ただ首を横に振った。


「なんだ、つまらないな」


　篠塚は呟き、それから手を挙げて「肉じゃが」と大声で注文した。


────なんだ、つまらないな。


　頭の中でリフレインする篠塚の声を首を横に振って振り払う。


　手に持ったグラスの酒を飲み干すと、雨宮は寝室へと向かった。








　土曜日の昼下がり、東京駅の地下はキャリーを引く人で溢れている。


　篠塚と待ち合わせた銀の鈴はさらに混雑していた。周囲の土産物屋には行列ができている。


「雨宮さん、こっち」


　振り返ると、篠塚が土産物屋の前にできた列の間から手を振っていた。やがて紙バッグを手に近づいてくる。黒い革のハーフコートにジーンズ、白いダンガリーという今時の若者のスタイルだ。靴はショートブーツを履き、首からは三重になった銀の鎖を下げていて、今までのスーツ姿に見慣れた雨宮の目には新鮮だった。


「驚いたな、全然別人みたいだ」


「そうですか？　仕事以外ではだいたいこんな格好です。それに前の職場はフリーターみたいなものでしたしね」


　手にしていた紙バッグに雨宮が視線を落とすと、篠塚は持ち上げて見せた。


「東京バナナです。姉のマンションの管理人さんへのお土産ですよ。何かと面倒をかけましたからね」


「由紀乃のマンションへ行くのか？」


　目的地は神戸としか聞いていなかったので、雨宮は確かめる。


「ええ、他にどこへ行くと思っていたんですか？」


　そう言われればそうだ、と雨宮は思った。


　確かに、単なる旅行のはずもないのだ。昨夜の会話以来、妙に意識してしまい、雨宮は「その通りだ」と口の中で言った。


「そのうち処分しなければならないんですが、すぐ買い手がつくとも思えませんでしたし、まだ姉の荷物を片づける気持ちになりませんし。でも残しておいてよかったです」


　篠塚は新幹線ホームへ歩きながら言う。


「何をしに行くんだ？」


　篠塚は立ち止まり、雨宮を振り返る。


「証拠探しです」


「証拠？」


　ええ、と再び篠塚は歩き始めた。


「新幹線に乗ったら説明します」


　車両に乗り込む前、篠塚は「ちょっと失礼」とホームの売店へ駆けこむ。すぐに飲み物と弁当の入ったレジ袋を下げて戻ってきた。


「わざわざいいのに」と言うと、「下っぱの役目ですから」と答える。


「出張の時はいつも買いに走らされていますよ」


　席を確認して腰掛けると、雨宮は「君の部署もあんなことをするのか？」と尋ねてみた。


「あんなことって？」


「ほら、よくテレビで」


　篠塚は弾けるように笑い出す。


「雨宮さん、専門以外は結構世間知らずですね」


「はあ？」


　笑い続ながらも篠塚は座席のテーブルを引き出してペットボトルを置いた。


「あれでしょう？　手錠をかけた犯人と一緒に新幹線に乗るっていう」


　ああ、と雨宮はうなずき、差し出された弁当とペットボトルを受け取る。


「僕は科捜研ですから、そんなことはやりません。ですが、コンピュータやネット犯罪専門って言いましたよね？　強制捜査などの時は、他県へ出向いてコンピュータを調べることもあるんですよ。モバイルなら押収できますけどね、大がかりなものだと、その場へ行かなければなりませんから」


　そう言われればそうだ。どうもテレビでしか刑事など見たことはなく、捜査や犯人護送しか頭に浮かばなかったのは確かに世間知らずと言われても仕方ない、と、妙なところで雨宮は納得した。


「君のような若い者に世間知らずと言われてはな」


「ほらまた、年寄りぶる。メールで注意したでしょう。雨宮さんは見た目も若いんだから、そんなこと言っては駄目ですよ」


　まるで普通の世間話を交わしているようで、雨宮はなんとなく居心地が悪くなってきた。昨夜の会話以来、篠塚の存在が急に生々しく感じられる。


　所詮は由紀乃の死を探る同志なのだ。必要以上に親しくしてはいけない、そんな声が頭の奥で聞こえる。


　応えずに雨宮はペットボトルに口を付けた。


　篠塚はしばらく雨宮を見ていたが、やがて微かに首を振り、自分もペットボトルを手にする。


　そのうちに発車のアナウンスが流れた。小さな揺れとともに視界の中、音もなくホームが遠ざかっていく。


　車内の席は半分ほど埋まっている。雨宮と篠塚が腰掛けている二人がけの座席の前後はまだ空いていた。


　篠塚はペットボトルから一口、茶を飲むと、雨宮を見た。


「雨宮さん、新村が姉を殺した、とまでは言いません。ですが、何らかの関わりがあったと思います。だったらその理由はなんでしょう。もしくは動機と言い換えてもいい。それを明らかにするのが今回の目的です」


　理由。動機。由紀乃が何故死ななければならなかったのか。それが由紀乃のマンションへ行けば解るのか。


　雨宮の問いに篠塚はうなずいた。


「小見川へ行ったときからそう確信していました」


「小見川……君の実家か」


「ええ。敵、というか、たぶん敵でしょう、僕の姉を死に追いやった奴ら。彼らは何かを探していた。そしてさらに僕の実家に盗聴器まで仕掛けたんです」


　あの時、家の外で篠塚は雨宮に二つ頼み事をした。一つは新村に会わせること。もう一つは神戸へくこと。


「なぜ神戸のマンションへ行くことにしたんだ」


　ああ、と篠塚は目を伏せた。


「あなたはたいそう優秀な医学者ですけど、素人でしたっけ。詳しく説明しますよ。姉はつい最近まで筑波の研究所にいたのですが、八月の頭にこちらへ戻ってきています。僕は会社にその理由を問い合わせたのですが、個人的な都合ということでした」


　それは初耳だった。だが、一年ほど前に会ったとき、確かに筑波の研究施設に移ると言っていたことを雨宮は思いだした。それもとても嬉しそうに。


「由紀乃が筑波から望んで戻ってくるとは思えない。そこでチーフとして働くと張り切っていた」


「でしょう？」と篠塚は微笑む。


「筑波で何かがあったのだとは思えませんか？　だから自分のマンションへ急いで戻ってきた。たぶん、身の危険を感じて。だとしたら」


 　なんとなく篠塚の言いたいことが解ってきて、雨宮はうなずいた。その「何か」が重要なのだ。


「そうです。僕の推理はこうです。敵が姉を殺し、その理由を知られたくないと思う。そしてその証拠の品が姉のマンションにあると仮定し、探したが無かった。ではその証拠を姉は誰かに託したかも知れない。まず親友よりは身内でしょう」


　素人と言われ、ちょっと気分を害したが、説明されて納得する。


「それで小見川の家が探された」


「ええ。ほら、あと一歩ですよ」


　篠塚は面白そうな顔で雨宮を見る。


　馬鹿にされているのだとは思ったが、それでも必死で頭を巡らせる。


「そうか、だから神戸か。つまり、盗聴器を仕掛けたのはまだ見つかっていないから、だからまだ神戸のマンションにあるかも知れない？」


「ビンゴ」


　篠塚は笑って手を叩く。


「馬鹿にしている？」


「とんでもない、あの時も言いました。ほら、メールで話し合ったとき。こんなことを言うと失礼ですが、あなたはたいへん頭の回転が速くて助かります。あなたの手を借りたらきっとうまくいく」


　篠塚はごそごそと袋から弁当を取り出した。


「腹が減っては戦ができない、食べておきましょう、ね？」


「……やっぱりスパイにでもなった気がする」


「なんかありましたよね、ほら、ハリウッドので若いスパイとその上司の映画。僕たちはそれみたいですね。でもこの場合、若い僕のほうが上司ですけど」


　篠塚との気軽な会話は後ろめたさを感じさせなくなっていた。それは由紀乃の死の真相を暴くために共に闘っている同志だからだ、と雨宮は思った。


　しかし闘う相手は誰なのか。由紀乃を殺した奴らと篠塚は言うが、それは個人なのか組織なのか。篠塚の実家に盗聴器を仕掛けるなど、それこそ素人ではできないだろう。新村ももちろん。彼が小見川へ自分から出かけて仕掛けるなど考えられない。


「篠塚君、君には相手が誰か見当が付いている？」


　篠塚は箸を止め、「だいたい」と答えた。


「それより早く食べちゃいましょう、姉のマンションでゆっくり話します。そろそろ新横浜で乗客が増えますからね」


　弁当を食べきると、篠塚は「ちょっと失礼」と断り、目を瞑った。


「このところあまり寝ていないんです。雨宮さんの隣なら、安心して眠れそうだ」


　やがて安らかな寝息が聞こえ、雨宮は隣をうかがった。篠塚は窓のほうではなく、こちらへと首を傾けている。色白の頬に高い鼻の影が落ちていた。ウェーブした黒髪に光の粒が踊っている。


───思いだしたりはしない。ただ、この男はどんな表情をするのかと思う。


　馬鹿な、と否定し、雨宮は足元のバッグからiPadを取りだす。読みかけていた論文の続きを開いた。








　結局篠塚は新大阪まで眼を開けなかった。


　新神戸に着くと、篠塚は「歩いていきます」と告げた。


「ここから歩いて十五分ほどなんです」


　新神戸駅は山を背にしていて、辺りは閑静な住宅街だ。高台に裕福そうな一戸建てやマンションが建っている。


「学会でよく神戸に来るが、新神戸で降りてもタクシーですぐに三宮のほうへ行ってしまうからな。こんないい住宅街とは知らなかった」


　歩きながら雨宮は感心する。マンションも一戸建てもきちんと剪定された植栽で飾られている。


「僕も知りませんでしたよ。姉はいい趣味です。まあ、付き合っていた男を見ればわかりますが」


　前を歩いていた篠塚は振り返って笑った。


　由紀乃のマンションは神戸市文書館の近くだった。文書館は以前は美術館として使用されていたアールデコの装飾の施された美しい建物で、周囲の上品な雰囲気をさらに優雅なものにしている。


　オートロックのマンションのインターホンを押すと、管理人が窓から顔を出した。中年の男性で、「ああ、岡井さんの弟さんですね」とロックを解除する。


「お世話さまです」


　玄関から入ると、篠塚は東京バナナの袋を管理人に手渡した。


「いやいや、気を遣っていただいて」


　管理人は袋を持って管理人室に入るとすぐに手紙の束を手に戻ってきた。


「はい、これ。この間いらした時からのものです」


「ありがとう」


　エレベータで六階に上がると、篠塚は「こっちです」と雨宮を手招きした。


「角部屋ですよ」


　しかし入る前に、篠塚はデジカメを取り出す。そして電気メーターのボックスを開け、メーターの数字盤を撮った。


「電気は止めていないんです。念のためですよ。毎回撮っているんです。入った時と出た時にはね」


「それは……」


　もちろん、と篠塚は笑った。


「僕以外の人間が訪れるはずはないんです。だからこれで誰か入ったかどうか、ある程度解りますからね」


　玄関のブレーカーを入れると、部屋の照明器具がすべて点った。


「これも？」


「ええ、すべてスイッチは入れてあるんです。あ、冷蔵庫は別ですが」


　異常なまでのこの警戒は何なのだろう、と雨宮は疑問に思った。だが姉を殺し、実家に盗聴器を仕掛ける相手なのだから当然かも知れない。


　玄関から廊下が続き、両側に個室があって、突き当たりが日当たりのよいリビングダイニングだった。シンプルだが上質のソファとロウテーブルが置かれ、フローリングに淡いモノトーンのカーテン、モデルルームのような佇まいだ。壁には抽象画のリトグラフが掛かっている。液晶ＴＶとＡＶは作りつけのラックに収まっている。


　この部屋の住人がすでにこの世にいないことを考えると、雨宮は胸が苦しくなってきた。雨宮がこの部屋に入ることなど、由紀乃は想像もしていなかっただろう。神聖な場所を侵しているだけでなく、由紀乃を汚しているような気分になった。


　足が進まなくなった雨宮を振り返り、篠塚は苦笑した。


「大丈夫です、前来たときに僕が片づけましたから、下着やなにかが干してある、なんてことはありませんよ」


「そういうことじゃない。君は仕事で慣れているだろうが、俺は故人の部屋にずかずかと入ったことなどないんだ」


　篠塚に当たるのは理不尽と思いつつ、雨宮は声を荒げてしまった。すぐに「すまない」と呟く。


「君のほうが苦しいだろうに。悪かった」


「いいんです、無理に来ていただいたのはこっちですから」


　篠塚はＡＶに近寄ると、スイッチを入れた。そしてボリュームを上げる。


「ひょっとして、また……」


「いや、念には念を入れなくてはね」


　大音量でロックのビートが鳴る中、しばらく篠塚は部屋から部屋へと歩き回る。やがて帰ってきて、ステレオを切った。


「大丈夫でしょう。では捜索開始です」


「ちょっと待ってくれ、一体何を探したらいいのか俺には解らないんだが」


　ほかの部屋へと歩きかけた篠塚の肩を雨宮は引き戻す。


「僕にも解りませんよ。それでも探さなくちゃならないんです。だからあなたに来て貰ったんじゃないですか」


「俺に何ができるんだ」


　篠塚はやれやれと首を振った。


「僕は三つの時に姉とは生き別れました。あなたは六年間も姉と恋人関係にあったのでしょう？　あなたのほうがずっと姉の性格はわかっているはず。姉が何か大事なものを隠すとしたら、どこにです？」


　そういうことだったのか、と雨宮は納得した。しかしそんなことを言われてもすぐには思いつかない。


「それより一般的な女性がどこにものを隠すか考えたほうが早いと思うが」


　篠塚は再び首を振る。


「そんなことで探し当てられるなら、とっくに敵は見つけているはずですよ、何しろ捜査のプロなんですから」


　え、と雨宮は篠塚の顔を窺った。


「それはつまり……」


「ああ、口が滑ったなあ」


　気まずそうに篠塚は顔を背ける。


「まさか、警察が……」


　だがすべてがその瞬間、腑に落ちた。盗聴をする組織など、日本にそれほどあるはずもない。さらに由紀乃の死を新村の一方的な主張で自殺と決めつけたこと。篠塚が休職までしていること。


　では警察がなぜ由紀乃の死と関わっているのか。


　背中にじわりと何かが張り付いたような気がして、雨宮は思わず背後を見た。


　誰もいない。ほっとしてまた篠塚へと視線を戻す。


「篠塚君、俺たちは誰と闘わなければいけないんだ？」


　言ったでしょう、と篠塚は雨宮の手を振り払った。


「敵ですよ。姉を殺した奴は敵です。それが誰であろうと。それとも怖くなりましたか？」


　雨宮はむっとして篠塚を睨んだ。


「いいや。由紀乃を殺した奴なら俺にとっても敵だ。さあ、早く見つけよう」


　言い終わると、雨宮は頭を巡らす。


「由紀乃は研究者タイプで、きちっと整理し、分類するのが好きだった。本でもＣＤでも。カントリー、ロック、Ｒ＆Ｂ、なんでも聴いたが、由紀乃なら作曲家や奏者名よりジャンル分けしていそうだ」


「ビンゴ」


　篠塚は驚いた顔になった。


「この前来た時、ＣＤラックを覗いたんですが確かにそうなっていましたよ。あっちの本棚もそうです」


「本棚？」


「ええ、入ってすぐ右の部屋が仕事場兼書斎になっていました。しかしまずベッドルームから行きましょうか」


　リビングから二人は寝室へと向かった。


「この部屋はもう調べてあります。ワードローブ、戸棚、服のポケット。雨宮さん、彼女の服の趣味はどう思います？」


　ウォークインクロゼットを開けると、そこもきちんと整頓がなっていた。女性一人なためか、クローゼットには余裕があり、夏服も冬服もすべてハンガーで吊してある。


「趣味と言われても……実用的な服だと思う。付き合っていた時からそうだった」


　ベッドの脇にはサイドテーブルがあり、電話の子機が載っていた。下の棚には本が数冊。たぶん、寝る前に時間潰しに読むためのものか。


　篠塚は「もうページの間は見たのですけれどもね」と言いながら、取りだしてぱらぱらと捲る。ちらりと見ると、背表紙には分類番号の数字が印刷されたテープが貼ってある。


「図書館のか」


「みたいですね。そう言えばさっきの郵便物……」


　最後まで言わず、篠塚は「向かいの仕事部屋へ行きましょう」と歩き出す。


「仕事部屋か……真面目な性格だったから、大事なものを隠すとしたら、やはり仕事部屋じゃないだろうか」


「あなたもそうしますか？」


　問いかけられ、また雨宮は考え込んだ。


「篠塚君、君の推理では、由紀乃は俺か須崎に助けを求めるはずだった。だが二人とも連絡が付かず、仕方なく君の実家に電話を入れた、だったね」


　電話。


　ふいに頭の中で由紀の声が聞こえたような気がした。


「そうか、録音メッセージに入っていた『渡したいもの』。それを探しているのか」


「またビンゴです」


　仕事場は６畳ほどの洋室で、壁面いっぱいに作りつけの本棚があり、デスクトップのＰＣがラックに載っていた。


　本棚はほとんど専門に関する書物と学会誌だ。ＣＤラックもあり、そこは研究データを収めたＣＤが置いてあるようだ。


「本棚はこの前来たときに全部見ました。ＰＣもです」


「データもか」


　篠塚は心外という顔になった。


「一応ＳＥで、専門はネット犯罪なんですけどね。隠しファイルも見ましたし、サーバに預けてあるかも知れないと思って全部アクセスしましたよ。履歴もね。メモリーカードだったら小さくて見つからない可能性はありますけど」


　ＰＣを立ち上げながら付け足す。


「ここに来た連中がどんな能力を持っているかは知りませんが、連中には見つけられなかったことは確かなんですから」


「君のほうがＰＣには強い？」


「当たり前でしょう」


　篠塚は少し得意そうな顔になり、それはまるで作り上げたプラモデルを自慢している少年のようだ、と雨宮は思った。


　ふと、また篠塚の言葉を思い出す。


「由紀乃に最後に会ったのは五年前と言ったね、その時君はまだ学生だった」


「ええ」


「専攻が何か彼女は知っていた」


「もちろんです」


　では由紀乃は篠塚がＰＣに詳しいと解っていたのだ。だったらやはりＰＣかもしくはメモリーカードなりＣＤＲＯＭなりに残していたのではないか。


　そう言うと、篠塚は「僕だってそう考えました」と口を尖らせた。


「僕は会社のＰＣも調べました。でもどこにもそれらしいファイルやデータはなかった。それに新村が姉の死に関わっているのだから、もし会社にそんな重要なものが残されていたらとっくに始末されているでしょう」


　篠塚はキーボードに指を滑らせながら言った。


「でも連中は見つけていない。それこそ、ここにあるという証拠です」


「確かに」


　だが、もしもデータならメモリーカードにでも入れ、さらにそれを封筒に入れて、雨宮なり須崎なり、もしくは弟宛に送りつければいいだけのこと。手の込んだ隠しかたはしないのでは。


　篠塚も首を捻る。


「それもそうですが……それが謎ですよね。だからこそ、探し出さないと何もわかりません」


　ドキュメントを開けていくのを傍で見ているときに、ふと雨宮は気づいて「ＣＤＲＯＭが入ってるじゃないか」と注意を促した。


「雨宮さん」


　篠塚は哀れむような声で言った。


「これは僕が最初にここへ来たときから入ってましたし、どこの馬鹿が重要な証拠品となるＣＤを入れっぱなしにすると思います？　これがそうなら、敵は気づいてとっくに奪っているでしょうよ」


　君の言う通りだ、と雨宮は口の中で呟く。それでも「内容はなんだ？」と尋ねた。


　篠塚はクリックして内容を開いた。


「この前も見ましたが、研究に使っている統計データみたいですよ」


　画面が変わり、ＰＤＦ形式のファイルが表示される。


「なんだ、理科年表か……」


　少しばかり落胆して画面から視線を壁面の本棚へと移した。学会誌が溢れているさまを見て自分の本棚に似ていると自嘲する。


「こういった統計データをペーパーで残すのは場所を食うしな……」


　ふと、何かが引っかかった。


「もう一度見せてくれ！」


「いいですよ」


「いや、ＣＤを」


　本体からＣＤを取り出すと、篠塚は雨宮に手渡した。


　ＣＤ本体には理科年表と印刷されていて、その年号を雨宮は確かめる。２００６年。


　研究に使うには古すぎる。というか、本棚には理科年表など一冊もない。


　雨宮はＣＤを篠塚に返すと、本棚に駆け寄る。ＣＤラックの引き出しを開けてみた。きちんとラベルの付いたケースがみっしり詰まっている。どれも年号と通し番号が振られていて、由紀乃の科学者としての几帳面さを表していた。しかし理科年表と書かれたものはない。


「理科年表なんかない。本当に使っていたのかな」


　は？　と篠塚は怪訝な顔で振り返る。


「ええと、ここをこっそり調べに来た連中は君のようにＰＣに強くても、薬学には素人なんだろう？」


「そうでしょうね、でもそれが……」


「古すぎるんだ！　研究に使うには！　由紀乃は人工血液の研究をしていた！　使うとしても最新版だろう！」


　雨宮はＣＤケースを一つ一つ確かめる。気持ちが焦って指がついていかない。思わず大声を出した。


「だいたいそのＣＤを由紀乃が本当に研究に使ってたなら、きちんと保管していたはず。ケースはないのか」


「この辺りにはありませんね。何か変ですか？」


「もう一回見せてくれ」


　なんの変哲もないＣＤＲＯＭが急に意味を持ったような気がして、雨宮は何度も裏表を観察する。


「これはきっとどこか図書館の備品だ、ここに数字が書かれている、消えかかっているけど。データ面にはもちろん書き込めないから、こっちに薄いテープを貼るんだ。うちの大学の図書館でもそうしている」


　篠塚は雨宮の手元を覗き込む、雨宮の指さしたところには透明のテープが貼られ、油性マーカーで幾つかの数字が書き込まれていた。


「だったらなおさらケースがあるはずだ。裸で貸し出しするところなんてない」


「図書館のものなんですか？　でもどこの？」


　また何かが引っかかる。


「篠塚君、さっき何か言いかけなかったか、図書館とかなんとか」


　篠塚は首を縦に振る。


「ええ、実は郵便物の中に……」


「どこにある」


　二人はリビングへと戻り、ロウテーブルに置いた郵便物を掻き回した。


「これです」


　篠塚が取り上げたのは図書館の延滞通知だった。日付と図書のタイトルが印刷されている


「貸し出しの日付は姉が死んだ三日前だ……」


　しかし日付よりも雨宮の目を引いたのは、そのタイトルだった。大きく心臓が飛び跳ね、雨宮は思わずソファに腰を下ろした。


「由紀乃……」と声を絞り出し、両手で顔を被う。


　篠塚は驚いて「どうしたんです、雨宮さん」と跪いた。


「すまん……なんてことだろう……由紀乃……」


　これはダイイングメッセージなのだ、由紀乃の。俺たちだけに解る。


　由紀乃は死を覚悟していたに違いない。もっと早く気づいてやれれば。由紀乃は俺たちに助けを求めていたのに。


「しっかりしてください、雨宮さん！」


　篠塚に肩を揺すぶられ、なんとか雨宮は顔を上げた。


「すまない……Ｏ・ヘンリーなんだ、それとポオ。予備校での副読本」


　三人が通った予備校時代。サイドリーダーと呼ばれる副読本が英語の補講で使われた。


「それがＯ・ヘンリーの『賢者の贈り物』とポオの『黄金虫』だった」


───だって、おかしいでしょう？


　由紀乃は三人で予習しているときに言った。


　「賢者の贈り物」は貧しい若夫婦がクリスマスに一番自分が大切にしているものを犠牲にして、相手へのプレゼントを買う話だ。


　妻は自慢の髪の毛を切って売り、その金で夫が肌身離さずに持っていた金時計に合う鎖を買う。夫は時計を質に入れ、それで妻の髪を飾る櫛を買うのだ。


　二人は相手の自己犠牲を知り、満足するのだが……。


───あたしが奥さんだったら、すぐさま櫛を返しに行くわ。そして金時計を質から出すの。髪の毛が一日でどのくらい伸びるか知っている？　０・３㎜よ。三、四年もすればまた長くなるわ。それから櫛を買えばいいじゃないの。なんで二人ともこれで納得するの？　馬鹿みたい、だから小説は嫌い。


　毅然とした口調、きらきらと輝く目。


　今、思いだした、由紀乃に惹かれた理由。あの時俺は、由紀乃を愛おしく思った。須崎のことは別として、好きだったことは事実。俺の気持ちに嘘はなかった……。


　よろよろと雨宮は立ち上がる。そして「ひょっとして寝室にあったのがそれか？」と篠塚に尋ねた。


「ええ、たぶん。雨宮さん、座っていてください。僕が持ってきますから」


　すぐに篠塚は二冊の本を手に戻ってきた。


「ベッドサイドに置いてあったのか……だいたい、科学解説書しか読まない由紀乃がこんな本を借りてきて寝る前に読むわけがないんだ。見てすぐに気づかなきゃいけなかったのに」


　声が震え、雨宮は目を瞑った。すると温かな気配が身体を包む。


「……篠塚君」


　篠塚が雨宮の肩を抱いているのだった。


「自分を責めないでください、あなたでなければきっとわかりませんでした、ありがとう、気づいてくれて」


　一瞬抱いているのが由紀乃ではないのか、と思ったほど、その温かさは記憶の中のそれと寸分違わなかった。


　身体の奥底に熱が生まれ、雨宮は慌てて頭を起こした。そして渡された本を見る。


「Ｏ・ヘンリー短編集『賢者の贈り物』にポオの『モルグ街の殺人』か」


　目次を開くと、「黄金虫」に加え「盗まれた手紙」が載っている。


「きっと由紀乃のもう一つのメッセージだな。盗まれた手紙。つまり、木は森に隠せ、だ」


「ではこの本を借り出した図書館にきっと」


　雨宮は篠塚と顔を見合わせた。


「じゃあ、すぐ行こう」


　立ち上がった雨宮の肩に篠塚が手を置いた。


「その前に見ていただきたいものがあるんです」


　二人は再びリビングへと向かう。作りつけのＡＶの載ったラックには戸棚が付いていて、その扉を篠塚は開けた。


　そこには何冊かのアルバムが入っていた。篠塚は一冊を取り出して広げてみせる。


「これは……」


　三人でいた頃のアナログ写真が綺麗に貼ってあった。多くは須崎が撮ったものだ。当時から須崎は写真に凝っていて、高価な一眼レフをいつも持ち歩いていた。


　映っているのは由紀乃と雨宮、由紀乃と須崎、三脚とタイマーを使い三人で並んでいるものもある。由紀乃が撮ったのだろうか、須崎と雨宮の二人が肩を組んでいるものもあった。フレームの中で若々しい須崎は太い眉をわざと寄せ、雨宮の頭の後ろで掌を広げてパーの形を作っている。そう、思いだした。由紀乃は笑い転げながらシャッターを押し、雨宮一人が蚊帳の外で不審な顔になったものだ。


　あのころの思いが喉元までこみあげ、雨宮は慌てて喉に力を入れる。


「僕はこれであなたの顔を見たんです、雨宮さん」


　篠塚は柔らかな声で呟く。


「姉はいい顔してる、そう思いませんか？」


　かけがえのない大事な硝子玉。それを割ったのは自分だ、と雨宮はまた胸が苦しくなる。見ていられなくなって顔を背けた。


「やめてくれ」


「なぜです？」


「君は俺を裁くつもりか」


「ええっ」


　篠塚はアルバムをもとへ戻すと、雨宮を振り向いた。


「とんでもない。これを見て僕は解ったんですよ、姉の気持ちが」


　由紀乃の気持ち？　顔を上げると、篠塚は柔らかな笑みを浮かべていた。


「姉が好きだったのはあなたと須崎さんと三人で一緒にいることじゃないかな。そしてあなたと須崎さんを見ているのが好きだったに違いないです。でなければ、三人で映った写真は残さない。姉は幸せだったんですよ、あなた達と会えて。だって……」


　小さな声が雨宮の耳に届いた。


「僕もそう思うから」
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　バッグからモバイルＰＣを取り出し、篠塚は図書館の開館時間を調べた。


「土曜日は六時までだ。今からではちょっともう間に合いそうにありません。明日、一番で行きましょう」


　そして雨宮に「どこかホテルを取りましょう」と言った。


「僕はここでもいいですけど、あなたは……まずいですよね？」


　雨宮は黙ってうなずいた。


　マンションから出ると、すでに夜になっていた。今ごろから冬至までは夜は駆け足でやってくる。二人は来た坂道をゆっくり降りていった。


「三宮のほうへ出ましょうか。あのあたりのホテルならいくらでも駆け込みで泊まれるでしょう」


　疲労感から雨宮は相づちを打つのさえ面倒で、再び黙ったままうなずいた。


　心情を察してくれたのか、篠塚はそれ以降、雨宮に話しかけない。タクシーを止め、行く先を告げ、とあるホテルの前で降りると、脱力している雨宮の腕を引っ張る。


「ちょっとここで座っててください」


　雨宮をロビーのソファに残すと、フロントへ行ってフロント係と話す。


　やがてカードキーを二つ持ってきて「さあ」と促した。


　客室の一つに雨宮を押し込むと、篠塚は「隣にいますが一時間ほどしたら迎えに来ます」と告げた。


「食事に行きましょう。それまで風呂にでも入って、しゃきっとしてください」


「……すまん」


　一人残され、雨宮はダブルベッドに腰を下ろした。


　いい大人が何を、と思うが、由紀乃のマンションで見たこと全てが罪悪感を引き起こしていた。いや、正確には罪悪感の記憶を。あの当時の葛藤が蘇って津波のように押し寄せ、上下左右に揺さぶられ、身体も心も細切れになりそうだった。


　どれほど後悔しても時は戻らず、さらに言えばたとえ今、由紀乃が生きていたとしても、やり直すことなどできない。女と愛し合うことは自分には無理なのだから。そして今、由紀乃に対して抱いているのは悔恨と同情であり、愛ではない、ということがさらに自分を苦しめている。


　雨宮はのろのろと立ち上がり、バスルームへと向かった。バスタブに湯を張り、熱い湯に身体を浸す。ぼんやりと目の前のタイルを見つめた。


　とどのつまり、俺は由紀乃を不幸にしただけなのだ。偽りの愛で彼女の人生を狂わせた。その仕上げが六甲の山中ではあんまりではないか。そこまで考え、雨宮はなにか頭の中に灯が灯った気がした。


　今までは自分のためだった、由紀乃の死の理由を知ることは。だがこれからは違う。


　いわば敵討ちなのだ。もしくは罪滅ぼし。これが贖罪になるとはとうてい思えないが、何もしないよりはまし。というかこれ以外にはできない。


　明日はしっかりとしなくては、と思い直す。


　熱いシャワーで泡を流すと、バスローブを羽織ってベッドへと戻った。するとサイドテーブルに置いてある携帯の着信音が鳴っている。どころか、扉を叩く者がいる。


「え？」


　細く開けると、チェーン越しに篠塚が眼を丸くしていた。Ｔシャツとジーンズに着替えていて、足は裸足にスリッパだ。


「よかった！　かけても出ないし、心配させないでください！　焦りましたよ！」


「え？　心配させたか？」


「当たり前でしょう！」


　篠塚は部屋に入ると怒った顔で雨宮を見る。


「まさか首を吊るとまでは思いませんが、あんながっくりしたところを見せられれば、心配ぐらいしますよ」


　すまん、と雨宮は頭を下げた。


「もう大丈夫だ、迷惑をかけた。我ながらいやになるよ、どうも性格が暗くてね」


「暗いんですか」


　篠塚は驚いた顔になる。


「そうは見えませんけど。須崎さんもあなたは前向きで明るいって言ってましたよ」


「須崎が？」


　須崎と篠塚の間で自分が話題に上っていたと知ると、なにやら不思議な気分になる。


「須崎はいい奴で、人の悪口を決して言わない。俺は女々しくて弱音をしょっちゅう吐いてるよ。須崎だって知っている」


　すると篠塚は喉の奥で笑った。


「あなたたち二人は本当に……」


「え？」


　雨宮が聞き返すと、篠塚は「いいんです」と手を振った。


「それより、明日からもっとしっかりしてくださいよ」


　解っている、と雨宮は答える。


「風呂に浸かって色々考えた。俺は由紀乃の敵を討ちたいってね。それが俺にできる唯一のことだ」


　すると篠塚はひどく険しい顔になった。


「雨宮さん、本当のことを言いますよ、僕はあなたをだましていたんです」


「なんだって？」


「僕があなたに近づいたのは、姉とあなたが恋人関係にあったからじゃない。わかりませんか？」


　最初に言われたときから薄々気づいていた。雨宮はうなずく。


「新村と小山内に近づくためなんだろう？」


　ええ、と篠塚は首を振った。


「新村はともかく、なぜ小山内に」


「あの二人は癒着していますよ」


　それは雨宮にも解っている。


「新村は厚生族に多額の政治献金をしている。厚生労働省に顔が利く小山内を通じて」


　予想されたことだ、と雨宮はうなずいた。


「だろうな」


「小山内の一番弟子のあなたはたぶん、キーパーソンだ。いいんですか？　これ以上、深入りするとあなたは自分の地位を失うかも知れない」


「覚悟はしている」


　そう、料亭で小山内への疑惑が芽生えたときから。


　篠塚は続ける。


「もう充分、あなたは役に立ってくれました。姉が残したものも発見できそうだし、ここで手を引いてもいいんですよ」


「いいのか、君はそれで」


　篠塚は表情を緩める。


「困りますけど、でも……」


　言葉を濁し、篠塚は雨宮から目を逸らすと窓の方を向いた。


「でも、なんだ？」


　雨宮は一歩篠塚に近づく。すると小さな声が届いた。


「あなたを苦しめたくありませんからね」


「篠塚君」


　手を伸ばせば届くところまで近づくと、篠塚がふいに振り返り、ふわりと笑った。


「そうだ、取り引きしましょうか。これからも僕を助けてくれるなら、姉の代わりに抱かれてあげます、なんてどうかな」


　どちらからともなく腕が伸ばされ、互いの身体にからみつく。上背はほとんど変わらないので、やがて両掌で相手の頬を挟み、顔を接近させる。口づけを交わしても初めてという気がしなかったのは、由紀乃にそっくりだからなのか、という考えがちらりと頭をかすめる。かすかな疚しさはあったが、それ以上に情欲が勝って、雨宮は自分の衝動がこれほどまで強いことに少しばかり困惑した。もう止められなかった。


　たぶん、初めて遇ったときから、そして上目遣いのあの顔を見た瞬間から欲しかったのだ、と思った。


　もつれながらベッドに倒れ込む。性急にＴシャツを引っ張って脱がせると、真っ白な肌が現れた。だが筋肉が程良くつき、しなやかで、雨宮を乗せると白い獣のように飛び跳ねた。バスローブの前を開くと、篠塚は雨宮の下腹に手を伸ばし、「すげえ」と言った。


「もうこんなだ」


「君だって」


　篠塚の股間を雨宮は手で触れる。びくん、とまた身体が跳ね、その衝撃でペニスがジーンズの固い布に擦れた。思わず放ちそうになって、雨宮は呻いた。


「まだ出さないでよ、雨宮さん」


　笑いながら篠塚が言う。むっとして雨宮は篠塚の股間を掴んだ。


「うわ、そんな、だめだって」


　それでも篠塚は雨宮の手を振り払わず、うっとりと目を細めた。


　すでに高まっていたそこは嵩を増し、張りつめていく。


「君のも早く外へ出してやれよ」


「あ、めみや、さん、あなたはすぐ、脱げる、けど」


　息を弾ませ、篠塚はジーンズを脱ごうと身体を捩る。白い肢体がくねくねと踊り、その様にまた興奮し、雨宮はむしゃぶりついた。


　篠塚の中に自分を収めると、衝動の嵐が少し治まり、雨宮は大きく息をついて首筋に顔を埋めた。自分を包む粘膜は熱く柔らかで、懐かしいような不思議な充足感がそこから全身に広がっていく。


「由紀乃って呼んでもいいよ」


　耳元で囁かれる。


　いいや、と首を振って意志を伝える。すると「じゃあ、良って呼んでよ」と返ってきた。


「良、良」


　名を呼ぶと、自分のものに周りの襞がまとわりつく。やわやわと締め付けられた。


「やべぇ……呼ばれただけで感じちゃうよ」


　篠塚は笑い声を上げる。


「まいったな、あんたはどう？」


　言われるまでもなく、締められると同時に快感の波が襲ってくる。初めて抱いた身体なのに、懐かしさと切なさで胸が破裂しそうになった。


「ああっ、良っ」


「動いてよ、雨宮さん！」


　情欲に突き動かされ、雨宮は腰を振った。軟らかな肉を貫き、また退く。自分の下腹を固い篠塚のペニスに擦りつける。


「うわ、気持ちいい……出そうだよ、雨宮さん」


　篠塚はうわずった声を出す。そして雨宮の腰を掴んだ。


「来て、もう出る、あんたも……」


　ぐうっと引き寄せられ、一番狭い部分に先端がめり込む。どくんと腹がうねった。


「ううっ」


　射精しながら見下ろすと、色の薄い篠塚のペニスからも白い液が吹き上がる。


「い、いいっ、雨宮さんっ」


　最後の一滴まで快感を貪ると、雨宮は脱力して篠塚に体重を預けた。筋肉質の胸に両手を置き、首に頬をつける。すぐに長い腕が雨宮の身体に巻き付けられた。熱い肌が自分を包むのを感じる。


　ふと気づくと、雨宮は篠塚の腹の上で優しく揺られていた。長い指が髪を梳いている。


　すぐ傍でくっくっと喉が鳴った。


「ステーキでも食べに行こうと思ったけど、やめた。一晩中やろうよ、雨宮さん。そっちのがいいや」


「篠塚君」


「良だよ」


　耳たぶを噛まれ、雨宮は首をすくめた。くっくっという音が耳に吹き込まれる。


「じゃあ、第２ラウンド。その前に……」


　下にあった身体が動き、ずるり、と自分のものが押し出される。


　篠塚はのびをしながら雨宮の下から這い出すと、ベッドから降りた。そして備え付けのクーラーから缶ビールを取り出し、放って寄こす。


「ちょっと水分補給」


　自分もプルトップを開け、口を付けながら、窓辺へと寄った。窓からは高層ビルの隙間にライトアップされた港が見える。


「電気、付けたままやっちゃったから、どっかから見えてたかもね。次は暗くしてからやろう」


　篠塚は全裸のまま、悠然と窓の前を歩いた。若者らしい引き締まった腰に長い足が美しく、雨宮は思わず見とれてしまう。


　やがて篠塚はフロアライトだけにすると、ベッドへと戻ってきた。だが端に腰をかけ、雨宮を見る。そして仰向けで毛布にくるまっていた雨宮に顔を寄せた。


「雨宮さん、アルバムであなたを見たときからこうしたいって思ってたよ」


　黒目がちの目には不思議な光が映っている。


「っていうか……姉と僕はおんなじＤＮＡを持っているんだなって思った。あなたと須崎さん、二人が幸せでいるところを見たいって。姉もそう思ってたんだろうな」


　篠塚は首までかかっている毛布を捲ると、露わになった雨宮の胸に指を這わせた。


「実家に盗聴器が仕掛けられて以来、借りているアパートには戻っていないんだ。危ないからね」


　独り言のように呟き、篠塚は雨宮の乳首を摘んだ。


「そういえば、携帯も繋がらないが」


「ああ、足がつかないようにね。何しろ警察組織が相手だからね」


　急に不安になって、雨宮は自分の胸を弄う篠塚の手に触れた。


「どこかに匿ってもらってるのか？　安全なのか、そこは？」


「まあね。今、須崎さんのところにいるんだ」


「須崎の！」


　それで合点がいった。篠塚の動向を須崎が知っているわけだ。由紀乃の弟をそれほどまで気にかけているのだ、と雨宮は思った。胸が少し騒いだが、それよりも安心が勝ってにっこりする。


「須崎なら信用できる、よかった」


「それだけ？」


　篠塚は雨宮の手を払いのけると、乳首をまた摘んだ。そして顔を近づける。眼の中には不思議な光が踊っていて、雨宮は吸い寄せられるようにその眼に見入った。


「……ねえ、須崎さんと同じように抱いてあげるよ」


　え、と聞き返すまもなく、顎に指がかかった。


「須崎さんは僕をあなただと思って抱くよ」


　言われた言葉が一瞬理解できない。雨宮は固まったまま、篠塚を見上げる。


「ひろし」


　低い声で名を呼ばれる。雨宮は言葉を発することもできず、篠塚の口元を見つめた。赤い舌がちろちろと歯列の隙間で踊っている。


「口を開けて」


　頭が痺れて何も考えられなくなっていた。雨宮はゆっくりと唇を動かす。


　ねっとりとした舌が口腔に侵入する。熱い肉塊はどろりとのたうち、まさぐり、吸い上げる。雨宮は必死で篠塚の舌に応えるが、息が続かなくなって、舌の隙間から大きく喘ぐ。


　その間に毛布を剥がされていた。


　口を解放されると、今度は身体を折り畳まれる。


「須崎さんがした通りに愛してあげる。目を瞑ってよ」


　指が後ろにずぶりと入ってきた。すぐに前立腺を探り当て、ぐりぐりと擦る。


「あああ、それ……はっ」


　快感で腰が浮いてしまうが、篠塚は体重をかけて押さえる。


「だめだ、もっと足を開いて」


　萎えていたものに力が戻るのを見て、篠塚は指を二本に増やした。内部を掻き回し、窄まりを押し広げる。


「ひろし、力を抜けよ」


　囁かれ、雨宮は大きく腹で息をつく。のしかかってくる身体を受け止め、太腿で男の腰を挟んだ。


　硬いものが中心を貫いていく。全身が歓喜に震えた。


　男は雨宮の身体を揺さぶり、突き刺し、こじ開ける。奥にあったものが全てさらけ出される。荒々しい波が何度もうち寄せる。持ち上げられ、落とされ、砕けて、木の葉のように翻弄された。


「ひろし、ひろし」


　名を呼ばれ、そのたびに固いもので突かれる。大きな掌が胸を揉みしだく。


「り、りょう、い、いちろ…うっ」


　もう誰に抱かれているか解らない。両方の名を呼び続けた。








　下腹をタオルが拭っていることに気がつき、雨宮は目を開けた。


「ああ、起きた？」


　篠塚がにっこり笑い、手を止めた。


「雨宮さん、出し過ぎ。何度も達いくんだもの、もうぐちょぐちょだ」


　身体が鉛のように重かったが、雨宮はなんとか腕を上げ、篠塚の頬を撫でた。


「雨宮さん、何か僕にして欲しいこと、ある？」


「……傍にいてくれ」


　篠塚は雨宮の手を取ると、自分の指と絡ませる。


「いていいの？」


「ああ、俺たちの」


　篠塚は顔を近づけ、「それは姉さんが望んだことだよ、きっと」と言った。


「どうして解らなかったんだろう」


　涙がこぼれ落ちたのを感じ、雨宮は狼狽した。ぎゅっと眼を閉じ、歯を食いしばる。それでも情けないことにすすり泣きが漏れてしまう


　温かい指が唇に押し当てられた。


「仕方ないよ、あの時はそれしかなかった。いいじゃない、やっと解ったんだから」


　優しく諭すような声音は由紀乃のだと雨宮は泣きながら思った。








　並んで静かにベッドに横たわり、二人は指を絡ませていた。


　窓からは明るくなっていく空が見える。


「ねえ、こう考えてくれないかな」


　篠塚の声が聞こえた。


「もう、悪いなんて思わないで。姉さんはそう思って欲しくてあなた達を頼ったんじゃない。姉さんの死とこれは別のものだから」


「その通りだ」


　まだ疚しさの欠片は残っているが、篠塚の言葉も正しい。


「じゃあ、これからは姉さんのおかげでこうなったって思ったらどうかな？　僕は須崎さんに色々聞いたよ。あなたのこと、あなたをどれだけ思っているか。でもあなたを決して傷つけたくないとも言っていた。たぶん、こんなことがなければ、あなたも須崎さんも決して一線を越えなかったんじゃないかな。あ、まだ実際に越えてはいないけどね」


　そうかも知れない。いや、その通りだ、と雨宮は思った。


　須崎はいつも譲る質で、雨宮に遠慮をしていた。なぜだろうと思ったものだが、それには自分と同質の疚しさがあったからなのだ。


「これでよかったって思ってくれないかな。でなきゃあ、姉さんが浮かばれないから」


　絡ませている指に力がこもり、雨宮は自分も強く握り返した。








　図書館の受付で延滞した理由を話し、篠塚は二冊の本を返した。受付の女性はお悔やみを述べ、特にペナルティはなかった。


　そのあと、二人は開架の書棚を見て回った。資料のＣＤＲＯＭは禁貸出で、館内のＰＣのみでの閲覧になっていた。


「たぶん、姉はこのＣＤＲＯＭを自分のと入れ替えて、それからあの本をメッセージとして借り出したんでしょうね」


　理科年表のＣＤＲＯＭの棚の前で篠塚は呟いた。


「２００６年……あった、これだ」


　書棚の柱に理科年表のＣＤＲＯＭ化は２〇〇６年が最終で、２〇〇７年以降はウェブでダウンロードするようになっている、と但し書きがついている。


「最終……これもたぶん、ヒントだったんだな」


　呟きながら雨宮はケースを取りだした。


　ケースを開くと、ラベルのないＣＤが入っていた。ＣＤは由紀乃がデータ保存に使っていたものと同じメーカーだ。篠塚はそっと中身を入れ替える。


「なにが入っているんだろう」


　気になって雨宮は壁際のＰＣを見た。


「そこで開けてみたら」


　篠塚は呆れたという顔になった。


「雨宮さん、姉が命をかけて残してくれたんですよ。そんな危険なことはできません。ネットに繋がっているＰＣで再生するなど、危険すぎる。しかもここのサーバには誰でもアクセスできるんですから」


「じゃあ、マンションに戻って……」


「それもしません」


　きっぱりと篠塚は言った。


「なにが入っているかわかりません。ウィルスが仕掛けられているかも知れませんし」


「けど、由紀乃が残したものだろう？」


　由紀乃が害をなすものを託すとは思えない、と言うと、「甘いです」と返された。


「姉は僕が専門家だと知っています。もしほかの人間に渡ったときのことを考えている可能性はあります」


　そうかも知れない。雨宮と須崎にしかわからないダイイングメッセージを残すぐらいなのだから。


　雨宮は納得して篠塚の意見に従うことにした。


「これから先は専門家である僕の仕事です。東京に戻ったら、昔の仲間と相談してみます」


「昔の仲間？」


　篠塚はＣＤをバッグに仕舞いながら言った。


「ええ。赤木って大学時代の友人です。ちょっとやばい仕事もやっているんですけどね。ハッカーとか」


　雨宮はこともなげに言う篠塚に目を剥いた。


「君は警察官なんだろう？」


「だからこそです。エスって聞いたことないですか？　蛇の道は蛇、組織内に情報提供者を持つんですよ。それを業界用語ではエスって呼ぶんです」


「スパイのエスか」


　ビンゴ、と篠塚はうなずいた。


「とくにネット犯罪を取り締まるにはそういったつてが必要なんです」


　それでも雨宮は「なにが入っているかわかったら、すぐ俺たちにも教えてくれないか」と頼んだ。


「もちろんです。だって、雨宮さんのおかげで見つけられたんですから」


「俺たちは同志ってことだね」


　そう言うと、篠塚は嬉しそうに笑った。若者らしい溌剌とした笑顔で、見ているものも心が明るくなるような笑みだ。雨宮も笑い返した。








　東京駅についたのは夕方だった。


　八重洲口のタクシー乗り場で二人は別れた。


「僕はちょっと調べたいことがあるので」


「一人で大丈夫か」


　心配になって尋ねると、篠塚は「僕のほうが専門家ですよ」と返す。


「雨宮さんは帰ってゆっくりしてください。疲れているでしょう？」


　色々に取れる言い方で、雨宮は顔を赤らめる。


「雨宮さん、あんた、可愛いよ」と笑われ、さらに頬が熱くなった。


「大人をからかうものじゃない」


「僕だって大人ですけど」


　タクシーに雨宮を押し込むと、篠塚は「お土産」と袋を投げて寄こした。


「新神戸で買った物ですけど、一緒に食べてください」


　聞き返す間もなく、篠塚は扉を閉めた。


「佃へ」


　雨宮は行先を告げ、膝の上の袋を覗いた。神戸土産定番の肉まんだ。拳より二周りほども大きいものが半ダース、とても食べきれない。


「明日、病院へ持っていこう」


　呟くと、リヤシートに背を預けた。


　佃までは十分ほどで、雨宮はマンションの手前で須崎に連絡しようと思いつく。しかし携帯を取りだしたものの、昨夜のことをがあるので気後れしている。


（どうやって言ったものか……）


　篠塚は須崎のところへ帰るのだから、詳しい報告は彼に任せればいい。自分と寝たことも含めて。そのことについては後悔などもちろんしていないし、隠すつもりもない。


　だが。


　須崎と自分の今まですれ違っていた想いについては、一言では言い表せず、とても携帯では話せない。


　迷っているうちにタクシーはマンションに着いてしまった。


　タクシーから降り、エントランスの手前で立ち止まる。片手で携帯を探った。そのまま液晶画面に見入っていると、すぐそばでけたたましい着メロが鳴り響いた。


「え……」


　エントランスの植栽の向こうから大きな人影が現れる。ダッフルコートにコーデュロイのパンツを穿いた須崎だった。


「いちろ……う」


　なにを言ったらいいかわからない。直立不動のままでいると、須崎は大股で近寄ってきた。コートから携帯を取りだし、耳に当てて「なんだ？」と言う。


「……馬鹿かお前は」


「それを言うなら俺たち二人だ」


　雨宮は大声で笑い出す。笑って笑って涙が溢れてきた。須崎は雨宮の肩を抱きよせる。


「ここでこんなことをしていたら人目に付く」


「……そうだな」


　にしても、と雨宮は須崎を見上げた。


「なんでここに」


「オートロックで入れないからに決まっているだろう」


　そう言う意味ではなかったが、とりあえず雨宮はエントランスのパネルに暗証番号を打ち込んだ。


　部屋に入るともう一度「なんでここに」と尋ねる。


「良から電話があったんだ」


「電話……」


「新幹線の中からね。これから帰るからお前に会いに行けって」


　そうだ、新神戸から乗ってすぐ、篠塚が席を離れたっけ、と雨宮は思いだした。


「それで？」


　ああ、と須崎はうなずいた。


「すぐにここへ来て待ってた」


「ええっ」


　雨宮は目を見開く。三時間以上はここにいたことになる。


「なんですぐ来たんだ」


　すると須崎の顔が泣き笑いでもするようにゆがんだ。


「もう一分だって待てなかったのさ、十八年も待ったんだからな」


　雨宮は喉が詰まり、俯いた。両肩に手がかかり抱き寄せられる。そのまま身体を預け、自分の須崎の背中に手を回した。


　思考が停止していたようで、はっと気づくともう十分以上もぴったりと抱き合って立っていた。


　そうだ、と雨宮は思った。これだけで充分なのだ。こうやっているだけでもう何もいらない。不安も疚しさも感じずに傍にいられれば。


　お互いに相手の気持ちがわかった時、何が起こるか不安だった。


　何も起こらない。


　それでいい。


　やがて肩を抱く須崎の手が動き、頭を撫で始める。


「全然違うな、今までもふざけて頭を撫でるぐらいのことはやったが」


　ふと、昨夜の行為が蘇り、雨宮は頬を赤らめて須崎を見上げる。


「篠塚君から聞いたのか」


「ああ。寝たことだろう？」


　短い答えが返り、一瞬迷ったが、雨宮は「その……どうする？」と訊いてみた。


「お前と寝るかってことか？」


　須崎は淡々と答える。


「いいや、良が言っていた、昨日やりすぎたから今日はやめておけって。おじさんには連チャンは無理だと」


　直裁に言われ、再び雨宮は頬を赤らめる。


「あいつ……年下のくせに」


　須崎は明るく笑い出した。


「今日はお前を食べないで肉まんを食べるだけにしとけと」


「一緒に食べてください」とはそういうことだったのかと今気づいた。


　須崎は雨宮の背中を軽くぽんと叩いた。


「そうしとくよ。十八年も待ったんだからな、いくらだってまだ待てる」


　必死で嗚咽を堪えると、肩が震えてしまう。


　須崎の手は震えが治まるまで優しく背をさすり続けていた。






　　　　　　　　　　７







「先生、息子がネットでいろいろ調べてくれた。自分の病気についてはわかっているよ」


　七十五になる谷沢は非小細胞ガンのステージⅢＡだが、喫煙歴は三十年以上、中等度の拘束性障害があった。つまりは手術不能インオペ。


　雨宮は治療の選択に苦慮している。だが主治医の根岸から患者自身がオンコキルを希望していると聞かされたのだ。


　ベッドサイドには谷沢の息子も同席している。谷沢は同族会社の会長で、息子は取締役を務めていた。すっかりと禿げ上がった谷沢はがっしりとした体つきで体力はあった。胸部外科も最後まで執刀するかどうか迷っていた。


「新しい薬を試して欲しい。ほら、あっちのは東洋人・女性・喫煙歴無し、でないと効かないって、息子が調べたんだ」


「ＥＧＦＲチロシンキナーゼ阻害薬のことですね。それは統計的にはそうですが」


　上皮細胞成長因子阻害剤で腫瘍細胞の自　　死アポトーシスを促すとされる抗ガン剤だ。しかし変異型ＥＧＦＲ陽性ガンにしか著効を奏さない。谷沢はＣＴガイド下穿刺でこの薬剤が効きにくいとされる変異型ＰＡＳ陽性と病理組織診断されていた。


「隣のベッドの佐川さんは新しい薬を使っていると聞いた。私にもぜひ使って欲しい。というか、私の身体で試して欲しいんだ」


　谷沢はＨＣＶ抗体プラスで、肝機能が低下し、ゲフィチニヴ以外の従来用いられる抗ガン剤を使うことはできない。雨宮は治療法の選択に慎重を期している。


　新薬の臨床試験ではその薬品の使用法が治療計画表プロトコルに厳しく定められている。オンコキルのプロトコルではゲフィチニヴとの併用が必須で、本来なら谷沢は該当しない。


　右手先の痺れに谷沢が気づいたのは、先月のこと。脳梗塞を心配してＣＴを撮ったところ、肺ガンの脳転移と診断され、この病院に入院していた。先週、須崎が放射線治療を行い、転移巣はほとんど消滅している。せっかくの幸運を逃したくないのは患者本人だけでなく主治医の根岸も自分も同じだった。


「解りました、やってみましょう」


「本当ですか、ありがとうございます！」


　喜ぶ谷沢とその息子を残し、雨宮は根岸と病室から出た。丸顔に丸眼鏡の根岸は卒後八年目の中堅で病棟長の地位にある。「よかったです」と嬉しそうに言った。


「オンコキルは奇跡の薬ですよ。治験が済んで、早く認可されるといいですね」


　そして眼鏡越しに雨宮の顔を窺いながら、「こんなことを言うのはなんですが」と付け足す。


「教授選がらみで治験をよく思っていない医師もいますけど、俺は患者のために純粋に喜ぶべきだと思いますよ」


　忌憚のない意見に雨宮は苦笑した。


「俺も純粋にオンコキルを患者に使いたいだけだ」


　オンコキルの治験にはネイサン＆ジェネティクスから協力金が払われる。認可が下りても治験はフェーズⅢに入り、さらにネイサンから金を引き出すことができる。大学の理事たちもそれは承知で、教授選で小山内は有利になるとの下馬評だ。もっとも小山内の実績からすれば、ほかに目立つ対立候補もなく、客観的に見ても教授は当確だと言われている。


　ただ、そういった下世話なことがオンコキルの評価に色をつけるのを雨宮は危惧していた。


　ふいに根岸が声を潜めた。


「東亜の前身が７３１だって怪文書が回ってるの、ご存じですか？」


「７３１？　それはなんだ？」


「薬害で問題になったあの会社と同じ、あれですよ」


　雨宮は「薬害」と言われて思いだした。第二次大戦中に満州で行われた人体実験で悪名を馳せた細菌部隊のことだ。


「東亜の前身が７３１？　聞いたことはない。もしそうだとしても、今や東亜は会社としては存在しないし、社長は三代目だぞ？　理事会がまともに取り合うわけがない」


　それでも根岸は別れるときに「気を付けてください」と念を押した。


「雨宮先生は大事なかたです。くだらん権力闘争に巻き込まれて欲しくないと下の者は皆思ってますから」


「おいおい、きょうび、白い巨塔はないんだけどな。教授の権力は厚労省の狙い通り、地に墜ちてるじゃないか」


　根岸は懐疑的な表情でナースステーションへ入っていった。


　講師室へ戻ると、雨宮はＰＣにログインし、谷沢の治療計画を立て始めた。しかしキーボードを滑る指はやがて止まり、先ほどの根岸の言葉を頭の中で繰り返す。


　東亜のことはそれほどよく知っているわけではない。小山内が研究資金を引き出す会社だとしか。たとえ７３１と関係があるとしても、新村社長が創始者の孫として戦時中の罪を償うべきとは思わない。


　だが怪文書が出回っているとしたら、多少は理事の心証を害し、教授選に不利になるかも知れない。


　となると、自分のやっていることは新村と由紀乃の死の関連を暴くことであり、小山内への裏切り行為だ。それでも後戻りをするつもりはない。


「新村は厚生族に多額の政治献金をしている。厚労省に顔が利く小山内を通じて」


　篠塚の声が頭の中に響く。


　オンコキルの認可に金が絡んでいるのだろうか。しかし、ネイサン＆ジェネティクスはすでにアメリカでオンコキルの販売に踏み切っている。日本で新薬の認可に時間がかかるのは、周知の事実だ。雨宮にとって、有効な新薬の認可に多少の金がかかることは必要悪と思える。そのことで小山内の評価が下がることはないだろう。さらに言えばオンコキルの。


　それだけで充分だ。


　谷沢の治療プロトコルを仕上げると、雨宮は携帯を取りだした。篠塚から聞いているとは思うが、須崎に報告しておくつもりだ。


「一郎、これから篠塚君と一緒に由紀乃の残したＣＤＲＯＭの解析に出かける」


　留守番電話にメッセージを入れると、雨宮は白衣を脱いだ。








　篠塚と待ち合わせたのは江戸川を超えた下町・高砂だった。


　京成高砂の改札口で落ち合うと、篠塚は商店街へと歩き出す。


「前に話したでしょう、ちょっとやばいこともやってる奴でして」


　今日の篠塚は黒いロングダウンにやはり黒の革のパンツだ。そこらを歩く若者とまるで変わらない。スーツ姿の自分は浮いていると感じた。


「その、やばいことってまさか……ヤのつく職業じゃないだろうな？」


　それなら逆に黒いスーツを着ているだろうから浮かないかも知れない。そう言うと篠塚は笑い転げた。


「雨宮さん、一応僕は刑事なんですから、いくらなんでもそれはまずいでしょう。テキヤって知ってますか？」


「名前だけは。寅さんの映画に出てきたような気がする」


「まあ、それぐらいでいいですよ。奴は本業がハッカー、副業がテキヤです」


　雨宮は篠塚の顔を覗き込んでしまった。


「ハッカーだって？　君の取り締まりの対象じゃないか。ヤのつく職業よりもっとまずいんじゃないのか」


　書の塚はちょっと首を傾げたあげく、「じゃあ、趣味・ハッカーに訂正です」と答えた。


　駅前の商店街をどんどん篠塚は歩いていく。とある雑居ビルの前で止まった。


「ここですよ」


　外階段を上がると、狭い外廊下の手すりにはたくさんのパラボラアンテナがありとあらゆる方向を向いている。一番奥の玄関ドアが開いていて、白い半袖シャツの男が首を出していた。


「赤木さん」


　篠塚は手を振った。赤木と呼ばれた男は、篠塚と年はそれほど変わらない若者だ。痩せて華奢な体型、金色に染めた長い髪を後ろでまとめている。ジーンズは穴だらけのたぶんビンテージ。


　玄関から入るとそこはなんの変哲もないアパートのダイニングキッチンだ。赤木は雨宮をじろじろと眺め、「へーえ」と呟く。


「へーえ、ってなんです、赤木さん」


「別に。それより、貸して」


　赤木は篠塚からＣＤＲＯＭを受け取ると「こっちだ」と奥を指さした。


　奥の扉を開けると雰囲気はがらりと変わった。部屋中にＰＣやモニターが詰め込まれている。プリンタやスキャナなども機械音を上げていた。ＰＣの背板は取り去られ、ケーブルやらなにやらが飛び出している。驚いた顔の雨宮に赤木はにっと笑った。


「手作りだから」


　赤木はＣＤＲＯＭをＰＣのディスクドライブに入れ、キーを押す。モニターに記号が流れ出した。


「ソースコード」


「は？」


　篠塚が「ウィルスでも仕掛けられていると困るって言ったでしょう」と代わって答える。


「まず、ソースコードを調べているんですよ。つまり、このＣＤに書き込まれているデータがどうやって作られたかを見ているんです」


　篠塚に説明され、雨宮はやっと理解した。


　画面に流れる記号の列は雨宮にはまったく意味がわからないが、二人にはまるで日本語を読むようにわかるらしい。篠塚は熱心に赤木と一緒にモニターに見入っている。


「トロイの木馬なんかはなさそうだね、赤木さん」


「だな」


　続けて赤木の指がキーボードの上を飛び回る。


「ウィンドウズじゃないけど、特にオープンソースでもない。けど、ウィンドウズ上でも動かせるタイプだ。どっかの研究所のじゃない？」


　独り言のように赤木が言い、篠塚は「ビンゴ」と呟いた。


「姉の研究施設のものだよ、きっと」


「だよね。アメリカの研究施設ではほとんどがウィンドウズだから、ファイルのやり取りで困るものね」


　雨宮も「そうだな」とうなずく。


「向こうに留学していたときはＯＳはほとんどウィンドウズだったな」


「へえ、そうなんだ」


　篠塚も赤木もうなずきながらモニターから目を離さない。


「いったい、何が書き込まれているんだ？」


　雨宮は尋ねてみた。


「数字と英語の文章」


「数字、か……研究データかな」


　由紀乃が書き込んだならそれが一番ありそうだ。マンションにもたくさん今までのデータが保存されていた。ただ、命をかけてまで自分たちに渡そうとしたのは単なる研究データなのだろうか。


　新村のことを思いだし、ふと雨宮は思いつく。


「データの捏造……に由紀乃が気づいたとか？」


　副作用の出現頻度を低く抑えるために、治験データが捏造されるというスキャンダルは少なからずある。だが人一人の命を奪うほどのものとは思えない。


　しかし東亜とネイサン＆ジェネティクスの合併に影響を与えるものだったらどうだろう。新村は邪魔者を取り除きたいと考えるだろうか。


　そこまで考えたが、そもそも合併の話など、昨日今日に決まるものではないのだと気づいた。東亜とネイサンは何年にも渡って共同開発を行ってきていた。


　雨宮の推理に篠塚もうなずく。


「そうですね、姉が残したこのＣＤＲＯＭが合併を白紙に戻すほどの爆弾だったとしたら、命を狙われる可能性もありますが。すでに合併は決まっていたことですしね。いや、合併したあとでしたし」


「だったらプログラム自体が危険なものとか？」


　雨宮の疑問に赤木が首を横に振る。


「ああ、ウィルスやアポトーシスのように？　それはなさそうだ」


「アポトーシス？　どういう意味だ？」


　篠塚が赤木に代わって説明を始めた。


「ウィルスはシステムに感染して不具合を起こすものですが、アポトーシスは自死プログラムですよ。動かしたとたんにプログラム自体が崩壊していく。機密を守るための手段です」


「生き物と同じか」


　赤木はモニターを見ながら「プログラムは今や疑似生命だよ」と呟いた。


「それより、研究データならあんたみたいなそっちの専門家が調べた方がいいんじゃないか？　俺たちはプログラミングについてはよくわかるが、医学や薬学の知識はないからな」


　そしてすぐ脇のプリンタの電源を入れた。


「モニタでソースコードに混じっているのは見づらいだろう？　印刷してやる」


　プリンタが動きだし、雨宮は次々と吐き出されてくる紙を見ながら、「このデータがいつ書き込まれたのかわかるかな？」と赤木に尋ねる。


「ああ、タイムスタンプだろ？　ついてたよ」


　研究所のＰＣならついているだろうと雨宮も思っていた。研究者にとって、他者に先んじることは重要だ。雑誌掲載が後でも、データを作成した日時が早ければレースに勝てる。ファイル作成の電子認証は研究者にとって必要不可欠なのだ。


「俺がいた研究所でも、すべてのファイルに電子認証がつけられていたよ」


「特にアメリカは権利関係にうるさいですからね」


「八月一日〇時一分。もちろん今年」


　赤木が告げた数字に雨宮はなにやら引っかかりを感じた。だがそれが何かは自分でも説明できない。とりあえずプリントアウトされた紙を持って帰ることになった。


　篠塚はしばらく残り、赤木ともう少しプログラムを調べるという。


「なにか解ったらすぐに連絡するよ」


「ええ。僕は当分須崎さんのところにいますから」


　そしてちらりと横目で雨宮を見る。


「雨宮さん、僕はねえ、ほんとのこと言うと抱くほうが好きなんだ。須崎さんと一緒だと抱かれるばかりだから尻がやばくてさあ。あの人、結構激しいから。もう毎晩でさ。ねえ、早くこっち来て須崎さんの相手をしてよ」


「な、なにを……」


　雨宮は慌てて赤木を見たが、赤木は顔色を変えずにモニターに見入っている。


　篠塚が大声で笑い出した。


「赤木さんは大人なんだよ、スルーしてくれるって。雨宮さん、あんた、ガキだなあ。そこが可愛いんだけどね」


　年上をからかうもんじゃない、とかなんとか呟きながら、雨宮は部屋をあとにした。








　マンションへ戻ると、すでに晩秋の日はとっぷり暮れていた。リビングの灯りをつけ、持ち帰ったデータに目を通し始める。ほとんどが数字と固有名詞と思われる単語だ。Ｎ＆Ｇがネイサン＆ジェネティックスであろうことは予想できた。


「まるで黄金虫だな……」


　神戸の由紀乃のマンションで見つけた本を思い出す。予備校のサイドリーダーに載っていたボオの短編だ。三人で和訳をしたが、小説のあまり好きでない由紀乃が珍しく興味を示した話だった。主人公は数字の羅列された暗号文を解読し、海賊が埋めた宝を発見する。


　主人公は英語の文章で一番多く現れるのが定冠詞の『ＴＨＥ』であることに注目する。そして暗号文の中に現れる３つで一塊りになった数字がその『ＴＨＥ』であると仮定し、それぞれの数字をアルファベットに当てはめる。地道な作業が暗号の解読に繋がるのだ。


　研究者の素質を持った由紀乃はその理性的な展開をたいそう気に入った……。


「すごいわ、コーバーの三つ子みたい」


「三個一組」から思いついたのか、由紀乃はそうも言った。


　ちょうど女性言語学者アリス・コーバーと若き天才ヴェントリスが挑んだ、古代ミケーネ文字解読のノンフィクション「線文字Ｂの解読」を読み終わったところだったからだ。コーバーは線文字Ｂをひとくくりの単語に分けることに成功し、さらにそれが三つの語尾変化を持つことを推測して（いわゆるコーバーの三つ子だ）、解読に大きなヒントを与えたのだ。


　さらに連想して由紀乃はこうも言った。


「ＡとＴ、ＧとＣが等しいと気づいたのに似ているわね！」


　アデニン・グアニン・シトシン・チミン、ＤＮＡを構成する四種類の塩基。アデニンとチミン、グアニンとシトシンの量が等しいという発見がワトソンとクリック、そしてロザリンド・フランクリンによる（由紀乃はロザリンド・フランクリンを発見者の名に加えないといつも怒った、と雨宮は思いだし、あの当時の由紀乃の顔を思い浮かべた）二重螺旋構造の解明に繋がった。あのころから由紀乃は遺伝子に興味があったのだった。


　そうやって図書館で三人はどれほど語り合っただろう。


　予備校の課題だけでなく、読んだ本、未来について、人生について。


　甘く切なく、それでいて苦い想いがこみ上げ、慌てて雨宮は関心をデータへと集中させる。感傷に浸っている場合ではないのだ。


「由紀乃もこのデータから何か重要なことを読みとったんだ」


　そもそも暗号文でもなんでもなく、普通に読めるのだから、自分もここから由紀乃が見つけたことを読みとらねばならない。


　幾つかの固有名詞は地名かも知れないと気づく。


「グーグルアースで調べてみるか」


　仕事場にしている部屋へ行き、ＰＣをネットに繋ぐ。


「そうか、これもＩＰを使っているわけだ……」


　呟きながらグーグルアースを起動する。


　地名とおぼしきものを幾つか検索し、ヒットしたのは一つだけだったが、それはアフリカ中央部だ。


　地名にはまるで覚えがなかったが、国名に記憶の扉が開いたような気がした。つい最近聞いたのだ。それも小山内の口からだった。ここにはＯＤＡで病院が建てられている。日本人スタッフも派遣されており、小山内は国立国際医療センターにある国際医療協力局という部門で、派遣スタッフの研修を委任されているはずだ。彼のスケジュール表で見たことがある。そしてその国際医療センターは厚生労働省の管轄だ。


「厚労省……だとしたらやはり新薬に関係することなのか」


　アフリカのＯＤＡと新薬の共通点は何なのだろう。


　それより由紀乃がなぜこれを手にしたのだろうか。死をもたらすようなデータをどうやって。当然のこと、機密ファイルだろうし、幾重にもセキュリティがかけられていたはずだ。


　先ほど引っかかったことをもう一度思い出してみる。タイムスタンプは八月一日午前０時一分。熱心に研究していたであろう由紀乃が深夜まで研究所にいた証拠だ。


　自分もアメリカで研究していた時は、四十八時間ぶっ続けということもあった。アメリカ人の共同研究者からは「クレイジー」と馬鹿にされたが。


　と、ふいにあることが閃いた。


「研究所のＯＳはウィンドウズだった！」


　そう赤木や篠塚にも言ったが、その時には気づかなかった。雨宮は携帯を摑んだ。


　コール音が何回か鳴ったあと、須崎の声がした。


〈博史、どうした？〉


「一郎、篠塚君はいるか？」


　一気に言ったあと、はっと腕時計を見る。


「その、出られるか？」


　まさかベッドにいるのでは、と気後れしつつ訊いてみる。


〈ああ、今、ネットしてる。すぐ呼ぶよ〉


　すぐに須崎の「良！」という怒鳴り声が響いた。


〈ちょっと待っててくれ〉


　携帯に再び須崎が出る。雨宮はふとこの際言っておこうと思いつき、咳払いした。


「一郎。その、だ」


〈え？〉


「彼をあまり苛めるなよ。文句を言っていたぞ。だいたいお前はいい年なんだから、毎晩するのはやめろ。やりたい盛りの高校生じゃあるまいし」


〈なんだって？　良がそんなことを言ったのか？〉


　ケラケラという笑い声が須崎の怒声と代わる。


〈雨宮さん、なに？〉


　まだ須崎の怒鳴り声がＢＧＭで聞こえていたが、雨宮は「さっきの話だが」と切り出した。


「アメリカの研究所にいた時、ＯＳはウィンドウズだと言ったね？」


〈ええ〉


「タイムスタンプの日時が気になるんだ。八月一日午前〇時。たとえば、合併によるシステム統合って、夜中になるのじゃないかな？」


〈そうです。僕たちＳＥはたいへんですよ。何日も前から泊まり込みで〉


　メガバンク誕生によるシステム統合でＡＴＭが使えなくなったことを雨宮は思いだしていた。


「東亜とネイサンの合併はこの夏。あのＣＤＲＯＭのタイムスタンプにあった日時がシステム統合の瞬間って可能性はないだろうか？」


〈そうか！〉


　携帯の向こうで篠塚が叫んだ。


〈姉さんのＯＳはウィンドウズじゃなかった。プロトコルも独自……システム統合で不具合があったとしたら〉


　勢い込んだ声が続いた。


〈姉さんは機密ファイルに偶然アクセスしたのかも。そうか、だからＣＤＲＯＭなんだ！　ですよね、雨宮さん。このタイムスタンプが証拠なんだ。電子認証は法廷でも証拠と認定される〉


　言われて雨宮も気づいた。ＳＤなりフラッシュメモリなりにデータを入れて簡単に送らなかった理由はそこにあったのだ。データをいつもＣＤに落としていた由紀乃は、手持ちがＣＤしかなかったのだろう。電子認証のついたこのＣＤだけが法的な証拠になるため、由紀乃は安全な隠し場所を探し、それが図書館だったのだ。


「ただ、このデータの重要性が私にはまだわからない。残念ながら」


　それでも一つ、手がかりがあった、と雨宮は告げる。


「もしかしたら、厚労省となにか関係があるのかも知れない」


〈それは大いに可能性がありますね。でもどうやってそれを調べるんですか？〉


　一つだけある、と雨宮は答えた。


「君にエスがいるように、私にもいるんだ。彼からいろいろ情報を引き出してみるよ。それより、この推理自体が八月一日にシステム統合が行われたという仮定にかかっているんだ」


〈わかってます。そっちは僕の専門ですから調べてみますよ〉


　雨宮さんも気をつけて、と続けた篠塚に返事をしようとした途端、「なんです、須崎さん」「いいから貸せ」という掛け合いが聞こえた。すぐに須崎の怒鳴り声が届く。


〈いいな、博史、良の奴は大うそつきだからな！　あいつの言うことは信じるなよ！〉


　後ろのほうでは篠塚が大笑いしている。


〈あんたたち二人は可愛いよ〉


〈年上に言う言葉か〉


　二人の言い争いが続いている。最終的に篠塚が携帯を取り上げたとみえ、〈じゃあね、雨宮さん〉と別れの言葉が届いた。


　携帯を切って、雨宮は口元に笑みが浮かんでいることに気づく。


　須崎と篠塚を愛している。そう思った途端、由紀乃の顔が浮かんだ。かすかな罪悪感が刺さった棘のように胸を痛める。だがそれも含めて生きていかなくては。今はそう思える。それが償いにもなるのだ、と雨宮は心の中で呟いた。






　　　　　　　　　　８







　日比谷公園で雨宮は藤戸ふじとという男と待ち合わせた。藤戸は厚労省の医系技官だ。地方の国大医学部を出て、国家公務員Ⅰ種に合格し、官僚を目指して厚労省に入省した。現在は医政局に所属し、高級官僚の道をひた走っている。雨宮は出張先の病院で研修を受けていた彼の指導医オーベンだったのだ。


　噴水の前のベンチで座っていると、やがてグレイのスーツを着た藤戸が現れた。髪をきちんと撫でつけ、眼鏡をかけたいかめしい顔つきはいかにも役人だ。


「おう」と片手を挙げると、藤戸は銀縁の眼鏡をかけ直し、同じように手を挙げた。


「電話を貰った時には驚きましたよ、こっちに帰っていたんですね」


　抱えていた書類バッグをすぐに開け、紙束を取り出す。


「まったく、何を始めたんですか。やばいですよ」


「すまんな」


「まあ、雨宮さんのためならなんでもしますけどね」


　けど、と藤戸はもう一度眼鏡をかけ直した。


「何かあったら、リークしてくださいよ」


　渡された紙束を雨宮は捲ってみた。由紀乃のＣＤＲＯＭに入っていた地名がそのまま載っている。


「ＯＤＡで作られた病院か」


「ええ、外務省のＨＰで普通に検索できますよ」


　そうなのか？　と雨宮は藤戸を見た。


「うーん、でもやっぱり無理かな。前知識がいるしね。特に財政関係は内部資料をあたらないと駄目だし。事業報告は開示されてますけど簡単にですしね」


「よく調べられたな、頼んだほうが言うのも何だが」


　藤戸はやれやれと肩をすくめた。


「まあね。国際医療協力局のほうにも働きかけてみたんですよ。医政局の印籠でごり押ししちゃいましたよ」


　雨宮はもう一度「ありがとう、すまんな」と礼を言った。


「そろそろ帰らないと。じゃあ、雨宮さん、また声をかけてくださいよ」


　藤戸はベンチから立ち上がると、雨宮に握手を求めた。


　隣のベンチでは初老の男がハトにパン屑をやっている。着ているものは垢染み、傍らには壊れかけたキャリーバッグが立てかけられていた。


「うーん、責任を感じますね」


「いい官僚になってくれよ」


　藤戸は曖昧な笑みを浮かべると、日比谷公会堂のほうへと歩き去った。


　見送ると雨宮は手元の試料に視線を戻す。求めていた情報がそこにあった。


　東亜とネイサンはアフリカにある日本の援助で建てられた病院へ医薬品も含めて毎年かなりの額を投入している。これは何を意味するのだろうか。単なる国際貢献とは考えられない。


　肝心なのは、由紀乃が一目でこのデータが何を意味するか知ったということだ。


　由紀乃の専門に関係するデータなのだろうか。


　考えていると、内ポケットの携帯が着信音を鳴らした。


　篠塚からだ。


〈雨宮さん、あとでそっちへ行く。何時なら大丈夫？〉


「十時過ぎにしてくれ。医局会があるんだ」


　医局会と聞いて、篠塚は「小山内も出るの？」と尋ねる。


「いや」


〈そうか。大事なことを訊いて欲しかったのに〉


「明日には必ず会う。俺も思いついたことがあるんだ」


　あとで話す、と伝え、フラップを閉じた。


　すると、再び着信音が鳴る。


「篠塚君？」


　液晶画面には別れたばかりの藤戸の名があった。


「どうした？」


〈雨宮さん、ちょっと会って欲しい男がいるんです〉








　雨宮マンションを篠塚が訪れたのは夜中の十二時を回ってからだった。


　篠塚は初めて会った時のようなきちんとしたスーツ姿だ。玄関で雨宮が出迎えると「これ、お土産」と紙袋を渡す。


「なんだい？」


「チョコです。神戸の有名なショコラティエの」


　怪訝な顔の雨宮に篠塚は「いいからちょっと休ませてくださいよ」とリビングへと入っていく。


「あなたのマンションは初めてだな……やっぱりいい趣味だ」


「何を言うんだ、何もない部屋だぞ」


「じゃなくて、ここからの眺めですよ」


　篠塚は大きな窓に寄った。


「これで選んだんでしょう？」


　なぜわかった、と呟きながら雨宮は篠塚の隣に並んで立った。


「あなたが好きそうな景色だもの」


　耳元で囁かれ、首筋が粟立つ。


「船の舳先に立っているみたいだ」


「ああ。そうなんだ。特に部屋の灯りを消すと、何とも言えない」


「じゃあ、消してくださいよ」


　スイッチを切ると、暗い部屋の中、二人は黙って眼下の隅田川を見下ろした。


「本当だ、船でどこか遠いところへ向かっているような気がしますね」


　篠塚は言いながら雨宮の背後へと回る。長い腕が身体に巻き付いた。


「ねえ、タイタニックごっこ、しましょうか？　手、横に上げてよ」


「何を言っているんだ」


　それでも振り払わず、手が身体をまさぐるのを許す。


「抱いてもいいかな？　今度は僕のやり方で」








　篠塚の愛撫はねっとりとしていて、丁寧だった。若者なら粗く性急だろうと予想していたので、雨宮は少しばかり驚いた。だがそれも先入観に過ぎないのだ、と思い直す。


　じっくりと責められ、丹念に追い上げられる。やがて限界が近づいた時、篠塚は体勢を入れ替えて前から雨宮を抱いた。


「雨宮さん、口、開けて」


　唇を求められ、雨宮は舌を受け入れる。熱い肉を上と下で同時に味わった。上はとろりと柔らかく、下はみっしりと固く、真逆な味に陶酔する。舌を絡ませながら登りつめた。


　篠塚は唇を解放し、「どうだった？」と尋ねる。


「どう、って」


「どうって、僕のやり方。なかなかいいでしょう？　雨宮さん、これからは須崎さんのと僕の、二通り楽しんでよ」


　雨宮は息を弾ませながら「いいけど、続けては無理だな」と答えた。


「だよね、実は僕だって無理」


　笑いながら篠塚は雨宮の腹から降りた。そして隣にごろりと横たわる。自分の腕を枕にして、雨宮を見つめた。


「絶対行く前に抱こうと思ってた」と呟く。


「行く前？」


　聞き返したが、篠塚は「それより」と上体を起こした。


「チョコでも食べない？　お腹空いたよ」


　篠塚は顔を近づけ、雨宮の頬を両手で挟む。そっと頬ずりをしてベッドを離れた。


「篠塚君？」


　やがて篠塚はチョコの包みを抱えて戻ってきた。


「やだなあ、良って呼んでよ。他人行儀」と笑う。


「それともベッドの中だけ？」


「そんなつもりは……」


「じゃあ、約束だ。須崎さんも良って言うんだし、ね？」


　言いながらベッドの上で乱暴に包装紙を破り、箱を開ける。


「雨宮さん、なにがいい？　トリュフ？　ボンボン？」


「なんでもいい」


　細い指が押し込んだのはホワイトトリュフだ。とろりと舌の上で甘く溶ける。


「神戸でも有名なんだそうだよ」


「さっきそう言っていたけど……ひょっとして神戸へ行って来た？」


「ああ、日帰りで。今から話すよ。姉さんの同僚から話を聞いてきたんだ。やっぱり姉さんは八月一日には筑波の研究所にいたんだ」


　あのＣＤがどこのコンピュータで記録されたものか、まず篠塚は神戸の可能性を調べることにしたのだった。


　合併で研究施設はほとんど筑波に移っていた。そちらのセキュリティは高く、まずは神戸から、と思ってのことだった。


「それに葬式で神戸に行ったとき、姉さんの同僚の人たちと色々話をしてたからね」


「同僚……って、どんな人たちだったんだ？」


「薬学部出身の女性が多いですよ。理学部の人もいました。みんな、僕に同情して親切にしてくれましたよ」


　ううむ、と雨宮は篠塚を眺めた。


「君は母性本能をくすぐるたちだからな」


　まあね、と篠塚は肩をすくめる。


「そのことは知ってます。有効な武器としていつも捜査に活用してますよ」


　八月一日とその前後、会社も研究所もお盆休みを前倒しで取ることになっていて、社員はほとんど出勤していなかった、と篠塚は告げる。


「その同僚って人は、でも神戸の研究所にいたって。研究職の人は休日も出てくることが多いって言っていた」


「そうだな、餌やりとか、一日も欠かせないからね」


「餌やり？　動物の？　研究所で飼っているんだ？」


　いや、と雨宮は首を振る。


「動物だと一日ぐらいなら、餌と水を置いておけばいいけれど、細胞培養は絶対毎日培養液の交換をしなくちゃいけないからね」


「へえ、そうなんだ」


　とにかく、と篠塚は自分用にチョコを取り出しながら言う。


「その人の話では、その日には姉さんは見なかった。でももしかしたら、他の部屋にいたかも知れない。僕はその人に頼んで、研究所に入れてもらったんだ。で、姉さんのＩＤを調べて、研究所に入ったかどうかを調べた。その人の言う通り、姉さんが研究所に入った記録はなかったよ」


　セキュリティの厳しい研究所なら、ＩＤカードで入室するたびに履歴が残る。篠塚は警備室のコンピュータにアクセスし、調べたのだった。


「よく許可されたな」と雨宮は眼を丸くした。


「やだなあ、もちろん内緒でやったんですよ。それぐらいは僕の仕事だからね。でもおかげでアクセス法の予習になったよ。あっちでやる時の時間短縮になる」


　篠塚はハート形のチョコを口に放り込み、にやっと笑った。


「その同僚の人に聞いて買ってきたんだ、このチョコ。女の人はみんなチョコが好きなんだね」


「あっちで……とは、筑波のことか」


　篠塚はもう一個、生キャラメルチョコを口に入れてうなずいた。


「そう。明日、行くつもり」


　ところで、と篠塚は雨宮の顔を見た。


「雨宮さんの話って？」


　そうだ、重要なことを伝えなければいけないのだった、と雨宮は頭を切り換える。


「ＣＤに書き込まれていたデータのことだ。あれは日本のＯＤＡで建てられた病院に、東亜とネイサンが何年にどのぐらい寄付をしているか、という記録だ」


「それがどういう意味を持つのかな？」


「そこはまだわからない。確かにそれだけでは企業の貢献度の記録に過ぎないからね。だがもう一つ、それぞれの病院からネイサンに提供されているものがある。それがどうも試料のようなんだ」


「資料？　研究資料ですか」


　たぶん、と雨宮は答えた。


「もう少し待ってくれ、今、調べているところだ」


「いいよ」


　篠塚はベッドから滑り降りると、床に散らばっていた服を拾う。手早く身につけると、ジャケットの内ポケットからＣＤケースを取りだした。


「これ、保管しておいてくれないかな」


「俺が？」


「そう。大事な証拠だし、これを持って筑波に行くのもね。あなたに渡しておけば安心だし、小山内から何か聞き出す時の切り札になるかも」


　雨宮は差し出されたＣＤを受け取る。そしてふと、心配になった。


「筑波に行くと言っていたが、危ないことはないんだろうな？　由紀乃は殺されたんだぞ。もちろん君は男だし、刑事なのだから大丈夫だとは思うけど……」


　篠塚は「大丈夫」と笑みを浮かべる。


「でももし、捕まって拷問にかけられたら、僕は痛いのは嫌いだからすぐあなたが持っていると白状するよ」


「縁起でもないことを言わないでくれ」


　慌てて雨宮はベッドから降りて篠塚の手を取った。


「うわ、なんかラブラブじゃない？　大丈夫だって」


　篠塚は笑いながら雨宮の頬に口づけする。


「須崎にはちゃんと言ってあるのか？」


　尋ねると、篠塚はうなずいた。


「ここに来ることもね。あんまり激しくするなって言われた。あなたは明日、新薬を使った治療があるからって」


　先ほどの行為を思いだし、雨宮は頬を赤らめる。


「それより須崎に心配をかけるな。危険なことはしないと約束してくれ」


「なんか、お父さんとお母さんに心配されてるみたいでいいなあ」


　篠塚はぎゅうっと雨宮を抱きしめる。


「苦しい」


　篠塚は笑いながら手を離した


「これは須崎さんの分。知ってる？　須崎さんてすごい筋肉なんだよ。なに、あの人。身体を見るととても医者とは思えない、プロレスラー」


　そうなのか、と雨宮は眼を丸くする。


「学生時代はそうじゃなかった」


「やだなあ、てことは、まだしてないの？　いい年してプラトニック？」


　篠塚に頭を叩かれ、雨宮は赤くなった。


　リビングから玄関へと向かう篠塚を雨宮は慌てて追った。篠塚は振り返って「服、着ないと風邪ひくよ」と言う。


「あ、そうだ」


　落ちていたＹシャツを急いで羽織る。下を穿いている暇はなく、そのまま玄関まで走った。


「良、気をつけてくれ」


　篠塚は振り向いて眼を丸くする。


「うわ、ドラマみたいじゃない？　そんな格好で見送られたら普通やばいよ？」


「そうなのか？」


　見下ろして雨宮は顔をしかめた。


「確かにひどい格好だ。おじさんのストリーキングなんて見られたものじゃない」


　篠塚は大声で笑いだす。


「あなたは本当に可愛いよ」


　扉が閉まり、雨宮はかすかな不安を心に抱え、玄関に立ちつくした。






　　　　　　　　　　９







　マウスのホイールボタンを操作し、モニターに映った肺のヘリカルＣＴ画像をスクロールさせる。治療効果を知るために０・５㎜スライスで撮ったので、変化する画像はまるで動画のように滑らかだ。


　以前あった肺内の高吸収率領域ハイデンシティエリアは確実に縮小している。


「すごいな」と傍で須崎が呟いた。


「ここまで縮小するとは」


　雨宮は振り返って微笑んだ。


　いつのまにか、コンソールルームに須崎が入ってきていた。


　先ほど治療が終わり、雨宮は治療結果をモニターで確かめていたところだった。


「ああ、もう少しで下行大動脈ディセンディングに浸潤するところだったからね。間一髪だ」


「あと何回やるんだ？」


　須崎の問いに、雨宮は再びホイールボタンに置いた指を動かした。


「ここの心臓に一番近い部分。経皮穿刺では無理かも知れない。胸腔鏡でやるかどうか、患者と相談だな」


　須崎はモニターを覗き込んで「難しそうだな」と唸った。


「だがあと一歩だ。それより、この前、全脳照射を頼んだのがあったろう？　あの患者にもオンコキルを使うことにした」


「それはよかった」


　須崎は雨宮の肩に手を回す。さりげない仕草が今はすべて心地よく愛おしい。自分も周りにわからないよう、頭を須崎の胸元に押しつけた。








「雨宮先生、医局で待っている人がいますよ？」


　ナースステーションに戻ると、研修医が雨宮に声をかけた。


「待っている人？」


「なんか、ヤクザみたいな人ですよ。約束しているって言ってましたけど？」


　礼を言って雨宮は医局に向かった。


　出迎えたのは、藤戸が会って欲しいと言った男だった。少しくたびれたコートに丸首のセーター、足には革靴ではなくナイキを穿いている。刈り上げた髪、鋭い目つき、唇にはヘルペスの痕なのかそれとも切り傷の痕なのか、引きつれが少しあり、ヤクザとまではいかないが危ない職業を思わせる。


　男はしかし丁寧に頭を下げ、雨宮に名刺を渡した。


「週刊エルゴの半澤はんざわ竜太郎りゅうたろうです。藤戸さんに紹介いただきました」


　雨宮は周りを見回し、「講師室へ」と促した。


　すると半澤は「外へ出ませんか？」と返す。


「ちょうど昼ですよ」


　少しばかり迷ったが、雨宮はうなずいた。自分が取っている行動はいわば小山内への反逆だ。謀反の相談とも言うべきか。大学内で話すことでもない。


「じゃあ、新橋まで行きましょう。行きつけの店があるんです」


　言ったあと、「もちろんたいした店じゃないですよ」と付け足した。


「お医者さんが行くようなとこじゃあないですけど」


「医者といっても君と同じサラリーマンですよ」


「いや、そう言う意味じゃなく……まあ、ついてくればわかります」


　半澤は烏森口の繁華街を昼食に向かうサラリーマンの流れに乗って歩いていく。


　パチンコ屋や金券ショップを通り過ぎ、一本横町に入った。そこはソープやマッサージ店が並んだ界隈で、昼時にもかかわらず呼び込みの男が通行人にビラを配っている。


　個室ビデオ店のとなりの定食屋を半澤は指さした。


「ここですよ、ここが穴場でね、美味いんです」


　今どき手動の引き戸を開けると、ちりりんと鈴が鳴り、昭和の香りだ。カウンターが十席に卓席が二十ほどの店内はほとんど客がいない。穴場には違いないが、味のほうはどうなのだろうと雨宮は懐疑的な目で店内を見渡した。


　半澤が「だいじょうぶですよ」と笑う。


「店の前を見ませんでした？　開店は夕方からってなってたでしょう。昼は知り合いしか来ないんですよ」


　半澤は端の卓に席を取ると、カウンターの板前に「二つ」と声をかける。


「ここはねえ、昼はお任せだけなんですよ」


　さらにセルフサービスでお茶とおしぼりを運んでくる。


「あ、ありがとう」


「いえいえ、先生にここまで付き合っていただいたんですからねえ」


　藤戸はもう一度丁寧に頭を下げ、向かいの席に身体を落ち着けた。そして鋭い目で雨宮を見る。


「雨宮さん、藤戸さんから言われましたよ。あなたに協力するようにって」


　中年の女性が盆を二つ、運んできた。盆には丼と小鉢、それに椀が載っている。


　丼の中身はウニやイクラ、ホタテのたっぷり載った海鮮丼だった。


「とりあえず食べようじゃないですか」


　半澤は猛烈な勢いで丼をかき込む。


　雨宮もイクラを口にしてみた。醤油漬けだが出汁が利いている。ウニも鮮度がよく、粒がしっかりしている。そしてなにより、酢飯が素晴らしかった。米もいいのだろうが、鮨酢がほんのりと甘く、香りが立っている。


「これは美味い」


「でしょう？　銀シャリとはこのことですよ」


　雨宮は「君はグルメなんだな」と言ってみる。


「どうでしょうか。取材で駆け回るうちにありとあらゆるものを食べ歩きましたからね。美味いと不味いは人の意見に左右されなくなりましたよ」


「グルメ記事も書くんですか？」


　すると半澤はふふんと鼻を鳴らした。


「そんなくだらないことするぐらいなら、死んだほうがましです」


　やがて食べ終わると半澤はコートから煙草を取り出し、「いいですか？」と尋ねる。


「一応、肺ガン治療を専門にしてる医者なんだ、いいとは言えないなあ」


　半澤は明るく笑い、一本取り出して口にくわえた。目つきが和み、雨宮は半澤を信用できるように感じた。


「雨宮先生、俺はここんとこ、ＯＤＡがらみのネタを追ってるんです。特に、ＯＤＡで建てられた病院に絞ってね。霞ヶ関って奴は食えませんね。藤戸さんは厚労省、外務省の連中には境界線を越えて欲しくないんでしょうな」


　なんとなく理解できた。縄張り争いなのだろう。


「藤戸さんから聞いた。雨宮先生が興味を持っている病院は、外務省に大きな影響力のある国会議員が造らせたものですよ。もちろん建設の受注はその議員が会長を務めているゼネコン、もしくは政治献金をしている企業ってわけ」


「それは……」


　そんなことは予想していなかった。雨宮は目を見張る。


「半澤さん、言ったように私はしがない勤務医なんだ。政治には興味がない」


　わかってますって、と半澤は煙を吐き出した。


「俺だって政治には興味がない。うちは高尚な雑誌じゃない、単なるスキャンダル週刊誌さ。俺が欲しいのはスクープだ」


　というか、と自虐的な笑みを浮かべる。


「俺はねえ、追求する価値のない真実って奴はあると思うんですよ。そんなものは俺だっていらない。スクープは追う価値のある真実なんです。この違い、わかりますか？」


　そしてコートの内ポケットからメモを取り出す。


「雨宮さん、俺みたいな記者が、ただ言われたまま会いに来ると思いますか？　失礼ですが、調べましたよ。あなたは小山内の愛弟子。新薬開発のネタを追っている記者で小山内を知らない者はいません。俺は外務省担当ですが、そっちに詳しい奴に会って聞きました」


　半澤はテーブルにメモを置いた。


「そこには小山内と面識のある複数の国会議員の名前が書いてあります。そしてそれは俺がＯＤＡで追っている奴らです。雨宮さん、心当たりはありますか？」


　ない、と雨宮は首を振る。


「そうか……しかし外務省のＯＤＡと厚生労働省の新薬開発がどうやって繋がるのかと思ったら病院建設か。意外でしたよ」


　半澤は顎の下で手を組むと、雨宮を探るような目で見る。


「でもなぜ病院建設で二つが繋がるんですかね？　たとえば、国内じゃ出来ない違法な研究をあっちでやらせてるとか？　ひょっとして人体実験だったり？」


　何気ない軽い言葉だったが、雨宮は目を見開いた。


　頭の中で根岸の声が響く。


「東亜は７３１」


　背筋を電撃が走り抜けたように感じた。パズルの一片がはまったように思ったとたん、顔から血の気が引くのが自分でもわかった。


　半澤は雨宮から視線を外さず、再び口を開いた。


「いや、まさか戦前じゃないしね。アメリカなんかじゃ結構金を払えば人体実験に応募する奴だっているって。ほんとですか、雨宮さん？」


　そうだ、と雨宮はかすれ声で呟いた。


「じゃあ、違うか。小山内みたいな男がわざわざ危険を冒すはず無いしね。それに違法じゃデータにならないし、認可にも結びつかない。他に何があるのかなあ。きっと雨宮さんはそれを追っているんだな」


　雨宮はなんとか唇の両端を上げ、笑い顔を作る。


「半澤さんは記者だけあって勘が鋭いですね」


「でなきゃあ、スクープ記事は書けませんよ」


　半澤は身を乗り出した。


「スクープのためならなんでもしますって言ったら？」


「なんでもとは？」


「そりゃあなんでもです。あ、俺が女だったら殺し文句になるんだけどな」


　雨宮は身体を引いて引きつった笑いを浮かべる。


「そうですね、考えておきます」


　半澤は大声で笑いながら立ち上がった。


「期待してます。あ、ついでにメモには携帯の番号も書いておきましたから、なにかあったら連絡ください。駆けつけますよ」


　半澤はコートから財布を取り出す。そして「俺の奢りです」と片目を瞑った。


「おじさん、お勘定」


　半澤が出ていっても、しばらく雨宮はテーブルの上のメモを見つめて動けなかった。


　いったいどういうことなのだろう。


　小山内は東亜とネイサンであのデータと繋がるだけでなく、ＯＤＡでも繋がっている。


　それは裏を返して言えば、双方と繋がっているのではなく、実は中心にいるのではないだろうか。


　そして新薬開発と言えば、今、自分が治研をしているオンコキル以外はない。


　由紀乃の研究対象は人工血液の開発だが、初期には血液製剤の製造に関わっていた、と聞いている。


「東亜が７３１ってご存じですか」


　頭の中で再び根岸の声が響き、雨宮は身体を震わせる。


　血液製剤と７３１が意味するものは、あの薬害エイズだ。


　料亭で新村はこう言っていた。


「それもお前のおかげだ。オンコキルの開発には欠かせない試料を提供して貰ったんだからな。ネイサン側は感謝してもしたりないさ」


　そうだ、符合する。共通するのは人体実験ではない、海外からの試料。


　思いだせ、俺は昨日、良になんと言ったか。


「組織培養」。


　基礎研究で必ず必要な実験。


　俺自身もアメリカの研究所でオンコキルの開発に携わった。もちろん核心部分はネイサンの研究所で企業秘密として行われ、いわゆる追試を行っただけだ。


　培養実験に欠かせないのが牛胎児フィータルカーフ血清シィーラム。


　由紀乃はそこから連想したのだろうか。もし自分が考えていることが正しいとしたのなら。


　おぞましさに雨宮は息を呑んだ。


　新村が言っていた病院から提供されている試料とは。


　Ｅとはそれの頭文字なのか。


　そんなはずはない……しかしオンコキルの作用機序を考えると、恐ろしい予感が湧き上がってくる。


「俺は……パンドラの箱を開けようとしているのか」


　呟くと、メモを取り上げてポケットに納めた。


　小山内の出席している薬事審議会は夕方五時には終わる。終われば準教授室に戻って来るだろう。


　今日中にどうしても会わねばならない、と雨宮は決意した。








　ノックして準教授室に入ると、小山内はのんびりとソファで学会誌を広げていた。雑誌を閉じると、向かい側のソファを指す。


「座りなさい。今、紅茶でも淹れさせるよ。話とはなんだ？」


　雨宮は傍へ行くと拳を握りしめたまま小山内を見下ろした。


「先生、訊きたいことがあるんです」


「まあ、座りなさい」


　小山内は目を細めて雨宮を見る。目尻の皺が深くなり、一見笑っているかのようだが、警戒の表情だ、と雨宮は思った。


　腰を下ろすと、雨宮はすぐに口を切った。


「先生、俺はあるデータを見たのです。アフリカのＯＤＡで建てられた病院の」


　ふむ、と小山内は腕を組む。


「その病院には東亜とネイサンから多額の援助が贈られていました」


「企業としての社会貢献だろう。よくあることじゃないか？」


　雨宮はぐいと身を乗り出し、小山内を睨む。


「そんな説明で俺が満足すると思いますか？」


「だろうな。君は優秀だし、私のことをよく知っている。隠し事はたぶんできないだろうね」


　小山内はゆっくり息を吐き出した。


「君は私の息子のようなものだ。私が得たものすべてを君に引き継ぎたいと思っているよ」


「そんなことを聞きたいのではありません」


　小山内は「まあ、待ちなさい」と手を挙げて雨宮を遮る。


「君だからこそ話すのだ。確かにあの病院と東亜つまりネイサンは深い関係がある。私が仲介したようなものだ」


　やっぱり、と雨宮は呟いた。


「東亜とネイサンは換わりに何を得たんです？　俺の見た資料ではＥとアルファベットで示されたデータが載っていた。毎月、そのＥと記されたものはアメリカのネイサンの研究所へ送られている。十数体から多いときは数十体。Ｅとはなんです。なにかの頭文字でしょうが」


　小山内は軽く肩をすくめる。


「医薬品や医療器材はあちらでは簡単に手に入らない。我々はいいことをしているんだよ」


「答えになってません。言いたくないのなら俺が言いましょうか？」


　小山内は細い眉を上げ下げし、ぎゅっと唇を噛む。気まずい沈黙が続き、雨宮が口を開こうとした瞬間。小山内は咳払いをして話し出した。


「結構、自分で言うさ。ＥはエンブリオのＥだよ」


　やはり、と雨宮は身体を震わせた。


「先生、それがどんな意味かわかっているのですか？」


　なんとか声を絞り出すと、小山内はまたしても投げやりに肩をすくめた。


「だからなんだね？　いろいろな理由で堕胎は行われる。ＨＣＶ感染で自然に流れるものだってある。いいかね、所詮は廃棄物なんだ。なにも悪いことをしたわけじゃない」


　素っ気なく言い放つ。そして手であっちへ行けという仕草をした。


「もういいだろう」


　いいえ、と雨宮は小山内を睨む。


「廃棄物だけですか？　違うでしょう」


「ああそうだ、多少は向こうも気を遣って数を合わせたようだが。それこそ、こっちの頼んだことじゃない。こっちには責任はない」


　背筋が冷たくなったが、かまわず雨宮は続ける。


「それをオンコキルの開発に使ったのですね」


「そのとおりだ。まあ、オンコキルの開発には君も関係しているからね。言わなくても解るだろうが」


　胎児の発育過程では、必要でない器官はどんどん消滅していく。それが自然なアポトーシス機能だ。オンコキルはその過程を研究することで発見されたのだ。予想は付いていたが、雨宮は身体が震えだしたのを感じた。


「気にすることはない、言っただろう？　所詮は廃棄物だ。我々は与えられた試料を有効に使っただけだ。それがどこから来たものかなんて、研究者には関係ないだろう、そうは思わんかね」


　小山内は雨宮の肩に手を置く。


「いいかね、オンコキルはすでにアメリカで認可されているんだ。君も言っていたではないか、あれは奇蹟の薬だよ。人類のためになるんだ、我々のやっていることは」


　雨宮は小山内の手を掴んで肩から振り払う。そして間近で微笑んでいる小山内を睨んだ。


「もう一つ訊きたいことがあります。東亜はその試料をネイサンに提供したことで合併を有利にしたのですか？」


「そうだ。だがそんなことは私には関係ない。私は研究さえできればいいんだからね。君だってそうだろう？　アメリカで研究所がいかに企業から金を引き出すことに腐心しているか、君も知っているだろうに」


　小山内は雨宮から身体を離すとソファに寄りかかった。


「ところで、どうやってそんなデータを手に入れたんだね？」


　その言葉で小山内が由紀乃の死の理由を知らないのだとわかった。せめてもの救いだ、と雨宮はソファから立ち上がった。


「ただ、偶然に」








　マンションから雨宮は隅田川を見つめていた。


　荒れた天候に川面が泡立っているのがこの高さからでも解る。川面に映るネオンやビルの灯りは粉々に砕け散ってきらきらと輝き、川底から掬い上げられた砂金のようだ。


　横殴りの雨が硝子を叩く。


　新村と篠塚を会わせた夜も雨だった、と思いだす。


　あのとき小山内はまったく話について行けず、終始怪訝な顔をしていた。


　少なくとも由紀乃の死のことで小山内を恨まずには済む、そう思った瞬間、まだ小山内のことを切れない自分に気がついた。


　さらにオンコキルのことも。


　治療中の患者たちの顔も頭に浮かぶ。腫瘍が縮小したと報告したときの嬉しそうな表情も含めて。


　今から五十年ほど前には、提供者の承諾を得ていない血液や組織を研究に使うことは日常的だった。


　血液製剤の研究から入った由紀乃はすぐにこのことに気づいたのだろう。そして告発を決意した。


　しかし自分はそこまで考えられない。東亜もネイサンも胎児組織そのものを原材料にしたわけではない。小山内の考えには賛同できないが、だからといってオンコキルの存在自体を否定はできない。


　そして今まで自分を導いてくれた小山内自身も。小山内がいなければオンコキルはなかった。つまり違法な手段で得た試料がなければ。


「向こうは医薬品も医療器材も手に入らなくて困っているんだ。我々はよいことをしたんだよ。事実、感謝されている」


　小山内の声が頭に響く。


　だが「数合わせということもあっただろうよ」という言葉も思いだし、吐き気がこみあげた。強制堕胎など、おぞましさのかぎりだ。うなじが総毛立ち、呻き声が漏れた。頭を抱え込み、その場にうずくまる。


　どれほどそうやっていたかわからない。かすかな音に頭を上げると、玄関のインターホンが執拗に鳴っていた。


　こんな時間に誰だと呟きながら、よろよろと玄関へ向かう。チェーン越しにあったのは、須崎の怒りの顔だった。


「博史、早く入れろ！」


　わめくのを見て、慌ててチェーンを外す。


「いったい……どうしたんだ」


「それはこっちのセリフだ、もうどうしようかと思った、この馬鹿野郎！」


　須崎に強く抱きしめられ、雨宮は息を詰まらせた。


「携帯には出ない、もちろん電話も留守電、何度鳴らしても。で、直接来たんだ」


　考え込んでいて耳に入らなかったのだ。


「すまん、気が付かなかった……」


　須崎は大きく息を漏らす。


「まったく、お前までどこかに行ったのかと……」


「まで？」


　不安になって、雨宮は須崎の胸から顔を上げた。


「良が帰ってこない」


　まさか、と雨宮は息を呑む。


「筑波へ行ったのは知っているだろう？　その後、連絡がないんだ。こんなことは初めてだ。いつも必ずメールは入れる」


「ちょっと待ってくれ」


　雨宮は頭を抱えると、足を引きずってソファへ向かった。どすんと腰を下ろし、「頭が痛い」と呻く。


「待ってろ」


　須崎はリビングから走り出ると、キッチンに飛び込む。すぐに水を満たしたグラスを手に戻ってきた。


「飲め」と錠剤と一緒に手渡す。


「ありがとう」


　痛み止めと水を飲むと落ち着いてきて、雨宮は須崎を見上げた。


「それでうちに？」


「ああ、そうだ。俺でなければお前に連絡しているかと思って」


　雨宮は震える手で携帯を取りだした。須崎からの着信は何件もあったが、それだけだ。


「こっちにもない」


　須崎はソファの隣に腰を下ろすと、雨宮の手を握る。


「あいつは何を追いかけているんだ。俺には詳しいことは話さない。お前には話しているんじゃないのか？」


　篠塚は須崎にはうち明けていないのだ、と初めて雨宮は知った。


　それはたぶん、安全を考えてのことに違いない。自分は謎そのものの中にいるが、須崎はいわば部外者なのだ。だが篠塚が行方不明になった以上、すでに須崎は自分たちと同じ運命にある。篠塚が須崎と一緒にいると敵は知らなかったのだろう。


「その前に……俺が知ったことを知って欲しい」


　小山内から聞いた事実を雨宮は声を震わせながらすべて語った。


「由紀乃はそれを告発しようとしたのだろう……そのために……」


「そんな……」


　須崎は絶句して雨宮と同じように頭を抱える。


「ありえない、そんなこと」


「でも事実だ」と雨宮はため息をついた。


「どうしたらいいのか解らない。俺にはオンコキルを捨てられない。小山内の言うことを否定できないんだ」


　すると須崎は顔を上げ、雨宮を睨む。


「馬鹿なことを言うんじゃない。俺たちはすぐにそれを告発すべきだ。それともお前は黙っているつもりなのか？」


　雨宮は即答できなかった。須崎は雨宮の両肩を摑むと、大きく揺さぶる。


「お前、ハラーフォルデン・スパッツ病を忘れたのか？　神経内科で習っただろう！」


　雨宮は大きく目を見開いた。


「ハラーフォルデン・スパッツ病……」


　ナチス政権下、「夜と霧」作戦の名で多くの障碍者や精神病患者が安楽死させられた。神経学者ハラーフォルデンは遺体を精神病院から引き受け、病気の解明という大義名分のもとに解剖した。そして師のスパッツもハラーフォルデンの行為を黙認し、自身の研究を進めた。二人は小児期に発病する神経疾患に名を残したのだ。


「次々に運び込まれる遺体がどこから来たものか、医者は考えなければいけないだろう。いや、医者だったらなおのことだ。知らなかったではすまされない、違うか？　しかもお前はもうそのことを知ったんだぞ？」


　肩にかかった手は大きくて温かく、力強かった。


「我々は与えられた試料を有効に使っただけだ。それがどこから来たものかなんて、研究者には関係ないだろう」


　小山内の言葉が頭の中で聞こえ、雨宮は俯いて涙を堪える。


　なんという軽い言葉。自分は何を考えていたのだろう。


「そのとおりだ、一郎……いつでもお前は俺を導いてくれる」


　ばかな、と須崎は再び雨宮を抱きしめた。


「お前の買いかぶりだ、でもそんなことどうでもいい。俺にできることはなんでもするから」


　ふと、ベッドルームで電話が鳴っていることに気づき、雨宮は顔を上げた。


「電話だ。どこからだろう」


　受話器を取り上げた雨宮に聞き慣れた声が届いた。


〈雨宮君、私だよ〉


「先生……」


　この時間にかけてくるのは何かあるのだ。


　ボタンを押して、スピーカホンに切り替える。


　後ろに須崎が立った。


〈新村君に聞いたよ。君はとんでもないものを持っているんだね。我々の研究成果を台無しにするなんてことは考えていないだろうね？〉


「先生、何をおっしゃりたいんですか。俺は偶然に知っただけです」


　微かな笑いが上がった。


〈雨宮君、君と私の間だ、単刀直入に言おう、ＣＤを渡しなさい。その代わり、君の友人をお返しするから〉


　ええっ、と背後から小さな叫びが上がった。雨宮も思わず息を呑む。


「まさか……」


〈まさかはこっちだ。彼は刑事なんだね。新村君の話では、警察手帳を振りかざして筑波の研究所に押し入ったそうだ。そしてコンピュータにアクセスしているところを警備員に見とがめられた。彼は何をしようとしたのだね？〉


　連絡がなかったのはそのせいだったのか。


　篠塚の言葉が蘇り、雨宮は「まさか彼に何かしたんじゃないでしょうね」と叫んだ。


〈話をしただけだ、と新村君は言っている。彼は現在休職中だそうじゃないか。捜査権の乱用は犯罪に値するよ。それとも住居侵入かな。それで取引をした。君が預かっているものを持ってきてくれれば、警察にも引き渡さないし、不正アクセスも不問に付す、と〉


　雨宮は拳を握りしめ、「篠塚君と話したい」と言った。


「彼が無事かどうか確認したい」


〈私は自宅からかけているんだ。篠塚君、というのか。その篠塚君は証拠となるものを君が持っている、と言い、それで新村君は私から説得するように言ってきたのだ。私は彼の顔も知らないし、どこにいるかも知らん〉


　小山内はただ一度紙に塚には会っているはずだが、まるで覚えていないのだと雨宮は悟った。だがそれは掠われた彼に会っていない証拠でもあった。新村がすべての黒幕だと雨宮は確信した。


「彼は無事ですか」


　それでも執拗に食い下がる。


　やれやれ、とため息がスピーカから流れ出た。


〈雨宮君、スパイ映画じゃないんだ。拷問でも受けていると思っているのかね？　まあいい、新村君に伝えておこう。連絡を待っていなさい〉


　カチリと電話が切れ、雨宮はスピーカホンをオフにした。そして須崎を振り返る。


「ＣＤを持って筑波へ行く」


　驚いて須崎は雨宮の腕を掴んだ。


「今、すぐか？」


「良が無事だとわかってからだ」


　待て、と須崎は手に力を込めた。


「警察に行くべきだ」


「いいか、良の話では警察だって信用できない、ということだった。それにそんなことをしたら良は警察を辞めなければならなくなる。ＣＤさえ渡せばいいんだ。由紀乃は殺されたんだぞ、何が起こるか解らない」


「大事な証拠を渡す気か？」


　雨宮は振り向いて須崎を見上げる。


「ＣＤは証拠だが、それがなくても犯罪を追求することはできる。大事なのは良の安全確保だよ」


「それはその通りだが……」


　雨宮は唾をぐっと飲み込み、一気に言った。


「須崎、今、解ったんだ。キーパーソンは俺なんだ。オンコキルの開発に関わり、そのすべてを知っており、小山内と新村の関係も知っている。すべては俺が目を瞑るかどうかにかかっているんだ。そして小山内は俺を手放す気はないと宣言している。その上で俺が小山内を裏切るかどうか、新村はそれを知りたいのだと思う」


　雨宮は自分の腕を掴んでいる須崎の手にもう片方の手を重ねた。


「俺の気持ちは決まっている。信じてくれ」


「そんなこと、言っているんじゃないんだ」


　須崎は再び雨宮を強く抱きしめる。


「お前が心配なんだ、解らないのか？　いいか、俺はあの時、お前に由紀乃を譲ったんじゃない。由紀乃にお前を譲ったんだ」


　顎に手がかかり、仰のかされる。


「だからもう、お前は誰にも渡さない。小山内にも」


　唇が重ねられ、雨宮は須崎の首にしがみついた。








　暗がりに再び電話が鳴った。


　急いで取って、耳に当てる。


　新村の声が響いた。


〈篠塚君の声を聞かせよう〉


　続いて弱々しい篠塚の声がする。


〈雨宮さん？　何か言えと言われたけどさ、なにを言って欲しい？〉


　篠塚は呂律が回らないようで、雨宮は息を呑んだ。


　すぐに新村が電話口に戻った。


〈これでいいかね？〉


「新村さん、これからＣＤを持っていく」


　電話を切ると、雨宮は心配そうに見ていた須崎を振り返った。


「すぐ筑波へ行こう。良の声がおかしい」


　須崎はうなずいて立ち上がり、シャツの袖に腕を通した。


「俺の車で行こう」


「その前に」


　雨宮は床に落ちていたジャケットを探り、携帯を取り出す。


「連絡しておきたい男がいるんだ」


　液晶の画面に現れた名前を雨宮は見詰めた。


　決めたのだ、もう。迷いはなかった。


〈雨宮さん、嬉しいな、あなたからかけてくれるなんて。で、なんですか〉


　編集部内なのだろうか、大勢の人声を背景に半澤の怒鳴り声が帰ってくる。


「こんな時間にすまない」


〈いいんですよ、仕事中でしたし。それに雨宮さん、あんたのためにはなんでもするって言ったでしょう？〉


「じゃあ、これから会ってくれないか。仕事のことだ」


〈なんだ、仕事か、残念だなあ。で、なんです？〉


「スクープだ」


　半澤が口笛を吹いたのが解った。


〈わかりました。で、どこで？〉


「箱崎Ｐ　　Ａパーキングエリア」
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　筑波研究都市の街路樹は、大学が移ってきた当初から都市計画の一環として植えられたもので、すでに樹齢二十年を過ぎ、りっぱな大木に育っている。


　種類も豊富で日本固有種以外にカナダやヨーロッパの広葉樹などが植えられている。


　どこまでも広がる関東平野、片道二車線の道路にセンターラインの紅葉した街路樹は異国にいる気分になる。


　もちろん今の雨宮にそういったゆとりはなかったが、それでも筑波山が朝日に染まっているのは美しいと思った。


「綺麗だな、こんな時になんだが」


　マークⅡのハンドルを握っている須崎が呟き、雨宮は黙ってうなずいた。


　明け方では首都高も常磐道もさすがに空いていて、箱崎から一時間ほどで桜土浦インターを降りた。そこからはナビに従って、ネイサンの研究所を目指す。初冬といってもいい季節になり、日の出から空は真っ青に晴れ渡っていた。


　山と言うよりは小高な丘の麓を抜ける時、パァンとタイヤの破裂音のような音がした。


「なんだ？」


　須崎の問いに「猟銃だろう」と雨宮は答える。


「狩猟解禁日は十一月十五日だからね。この辺りは鳥獣保護区と狩猟区が入り組んでいると、筑波の研究者に聞いたことがある」


「こんな朝早くからか？　物騒だな」


　須崎はちらりと助手席の雨宮をうかがった。


「狩猟事故に見せかけて、なんてことはないかな？　いや、ミステリの読み過ぎか」


「いやなことを言わないでくれ」


　それでも由紀乃の殺害を自死と偽装するような相手なのだ。何が起こるか解らない。全身に緊張の震えが走った。すると須崎が手を伸ばし、ぽんと雨宮の膝を叩く。


「大丈夫、お前も良も俺が守ってやるよ。俺はアフリカでサバイバル訓練をしてるんだからな」


「サバイバル訓練？」


　須崎はハンドルに手を戻すと得意げに言う。


「ああ、マサイマラでは写真を撮る合間にマサイ族の戦士と一緒に走ったり、やり投げを習ったりしてるからね」


「それであの筋肉か」


　雨宮が呆れてみせると、須崎は大声で笑った。


「まあ、俺たちがネイサンの研究所へ行くことは、あちこちに知らせてあるから、誰にも解らないよう抹殺するのは無理だろうし、小山内はそんな危険なことには手を染めないはずだ。彼は教授選を控えている」


　冷静に分析する雨宮に須崎も同意する。


「だろうな」


　やがて高い塀で囲まれた一画が行く手に見えてきた。ネイサン＆ジェネティクスのロゴマークであるＤＮＡ二重螺旋ダブルストランドが高い塔の側面に描かれている。塀の上には有刺鉄線が張り巡らされ、刑務所のようだ。


「警備が厳重なんだな」


「アメリカの研究所はみなそうだ。特に製薬会社はね。テロリスト対策もある」


　なるほど、と須崎は納得する。


「炭疽菌テロもあったからな」


　夜間出入り口に回り、インターホンを押す。名を名乗ってしばらく経つと、駐車場のバーが上がった。


　車を駐車している間に、警備員が二人近づいてきた。制服の胸元についている会社のロゴを見て、雨宮は「アメリカの警備会社だ」と呟いた。


「ネイサンが向こうで契約している会社だ。ナパバレーの研究所を見学していたときにも会った。こっちへも連れてきているわけか、なるほど、セキュリティは徹底しているな」


　警備員は大柄なアングロサクソン系で、海兵隊員のように頭を刈り上げている。


「あの会社は中東で石油コンビナートの警備もやっている。良が捕まるのも無理はないな」


　雨宮の呟きに須崎は目を剥いた。


「傭兵みたいなもんか」


　警備員たちは立ち止まると、英語で「こっちへ来い」と指示する。


　傍へ行くと、一人一人、身体を探られた。金属探知器とおぼしき器械も当てられる。そして携帯を取り上げられた。


「在日米軍基地みたいだ」


　須崎がこっそりと耳打ちした。すぐに「あ、耳打ちすることもないか。あいつらには通じないからね」と言う。


「まあね。日本語が解らないほうが行動に遠慮がない」


　まるで連行されるかのように、二人は研究所内へと案内された。


　玄関はホールになっていて、そこから放射状に廊下が五本延びている。それぞれＡ棟からＥ棟までの名前が割り振られ、研究棟へ繋がっているようだ。中央には硝子張りのエレベータがあった。


　警備員と共にエレベータで最上階まで上がると、スーツを着たアングロサクソン系の男が待っていた。


「Come with me」と素っ気なく言うと、さっさと廊下を歩きだす。突き当たりの応接室と表示のある部屋の扉を開けた。


「一応は客扱いか」


　須崎は呟くと、真っ先に歩み入る。そこには人影はなく、広い室内にモダンなコルビジェの白いソファが置いてあった。


「待てと言う意味だろうね」


　雨宮はソファに腰を下ろして辺りを眺める。大きく開いた窓からは筑波山が見える。壁にはウォーホルの絵画が掛かり、一角にはバーカウンターがあって、いかにもエグゼクティブのための部屋だ。壁の一部は隣の部屋との間仕切りになっている。


　しばらく待っていると、扉が開いて、新村が入ってきた。後ろには二人の男に支えられた篠塚が続いている。


「良！」


　慌てて雨宮が立つと、篠塚は首を持ち上げ、「やあ、雨宮さん」と力無く言った。


「何をした！」


　新村は男たちに顎をしゃくる。男たちは篠塚をソファに横たえ、外へ出ていった。


「雨宮君、私は犯罪者じゃないし、ヤクザでもない。部屋にいてもらうために手錠をかけたり縄で縛るなんてことはしないよ。ただ、定期的にスタンガンは使わせてもらった。そうしたほうがいい、とガードマンが助言したのでね」


　雨宮は篠塚の傍へ行き、ひざまづく。額に落ちた髪をかき上げ、顔を覗き込む。色の失った唇は乾いてひび割れていた。


　その間に須崎はバーカウンターへ行って、グラスに水を入れた。そしてすぐにグラスを持って戻ってくる。


　篠塚はグラスを渡されると一気に水を飲み干した。


「大丈夫か」


「新村の言ったことは本当だよ。縛ったりしなかったのは痕がつくからだけどね」


　雨宮は篠塚の脈を測りながら新村を見上げた。


「彼の心臓が強かったのに感謝するんだな」


「それより、ＣＤをこちらへ渡しなさい」


　新村は表情を変えずに手を差し出した。雨宮はジャケットの内ポケットからケースを取りだし、ソファの前のローテーブルに置く。篠塚に肩を貸し、抱え起こした。


「いいんだな、良」


「いいって。だいたいあなたが持っているって言ったのは僕だし」


　篠塚は淡々と答える。


「それに姉さんは八月一日午前０時にここにいたことも確認できた。もう見るべきことはすべて見つ、って奴さ」


　新村はゆっくりと近づくと、ケースを取り上げ、中身を確認した。


「じゃあ、これで帰らせてもらうよ」


　須崎が扉のほうへ向かうのを、新村は「これが本物かどうか確かめてからだ」と遮る。


　そして隣との間仕切りを開けた。そこは会議室になっていて、オーバル形のテーブルにそれぞれモニターとＰＣの装備された席が並んでいた。


　一つに白衣を着た男が座っている。そこへ新村はＣＤを持っていく。男はすぐにＣＤをディスクドライブに入れた。


「雨宮君、ご足労だったね」


　聞き慣れた声に雨宮が振り返ると、扉のところに小山内が立っている。


「先生」


　驚いて立ち上がると、小山内はゆっくり近づき、雨宮の肩に手を置いた。


「最初からきちんと君にも言っておけばよかった。そうすればこんなことにはならなかったんだ」


　小山内はにこにこしながら、雨宮の顔を覗き込む。


「この研究所は君が好きに使っていい。新村君も君にはたいへん期待している。私が教授になったら所員のポストに若いのを派遣し、ここで学　位ティーテル論文を書かせようとも思っているんだ。論文の数は多いほどいいからね」


　雨宮は「やめてください」と小山内の手を振り払った。


「もう俺はあなたにはついていきませんよ」


　きっぱり言って背を向けると、ソファに座った篠塚の顔が目に入った。篠塚は笑いを堪えている。


「良」と声をかける前に、「なんだ？」と叫び声が会議室のほうから上がった。


　見ると、研究員が必死でキーボードを叩いている。


「どうしたんだ、何が起こった！」


　新村もモニターを食い入るように見ている。


　篠塚は笑いながらよろよろと立ち上がった。


「バッカだな、あんたたち、僕が何もしないで渡すと思ってた？」


「どうしたんだ、良？」


　駆け寄って肩を貸すと、篠塚は「トラップだよ」と呟く。


「仕掛けたんだ、赤木さんがね。警備員は優秀だけど、中の研究員は凡庸だな」


　雨宮は須崎と一緒に篠塚を会議室まで連れて行った。テーブルに備わったすべてのＰＣが今や稼働している。そしてモニタには数字の列が猛烈な速さで流れていた。


「ウィルスならサーバーで退治できる」


　白衣を着た男が怒りに顔を赤くして篠塚を睨んだ。


「なおさらバッカじゃない？　ウィルスなんかであるもんか。それもデュプリケートさ、アポトーシスじゃなくてね」


「複　　製デュプリケート？」


　雨宮はオウム返しに篠塚に尋ねる。


「ああ、ＤＮＡみたいに」


　赤木が「疑似生命だ」と言ったことを雨宮は思い出す。


「アデニン・グアニンね」という由紀乃の声も聞こえたような気がして篠塚の顔を伺った。


　篠塚は雨宮に笑って見せる。一番近い席に倒れ込むと、キーボードを叩き始めた。


「わからない？　このＣＤのデータは今、立ち上がっているあらゆるＰＣで増殖をしてるのさ。セキュリティにもウィルスバスターにも引っかからない。サーバーを介して、ネイサンの他の研究所へも侵入するだろう。新村さん、あんたは本社を危険にさらしたとして首だろうね。極秘データはだだ漏れさ」


　新村は一瞬きょとんとしたが、はっと気づき、研究員に「なんとかしろ」と叫んだ。


「一つずつ、削除するしかありません。時間がかかりますが……」


　小山内が後ろから近づき、「いいじゃないか」と言った。


「ＣＤは本物なのだろう？」


「ええ、電子認証で確認しました」


　研究員が答える。


「だったらあとは、データを削除すればいいだけだ。証拠はもうない」


「それはどうかな」と雨宮は小山内を睨んだ。


「先生、俺だって何もせずにここへ来ると思いますか？」


　小山内は笑みを浮かべたまま顔を雨宮に向ける。


「なんだね」


「週刊エルゴの記者にデータを渡しました。ＯＤＡがらみの汚職を追っている男です」


　筑波へ向かう前、箱崎ＰＡで雨宮は半澤と落ち合った。今まで知り得たことを伝え、プリントアウトした書類を渡したのだった。


　胎児組織流用の話を聞くと、半澤は唇をねじ曲げて嫌悪感を露わにした。そして「いい記事にしますよ」と雨宮の肩を叩いた……。


「スキャンダルに証拠は要らない。世間で話題になれば、勝手にあちこちから証拠は出てくるんですよ。真相はそれからゆっくり探ればいいんだ」という半澤の楽しそうな声が頭の中でこだました。


「スクープに電子認証なんか必要ない。スキャンダルに証拠は要らないんです。来週には記事が載ります。教授の椅子はもう無理でしょうね」


　小山内は一瞬顔をしかめ、顔面の皺に雨宮は醜い老人を見た。ふと、実家の父親が自分よりずっと背が低くなったことに気づいた日のことが蘇る。背を丸め、痰の絡んだ喉で自分の名を呼んだ時のことを。


　こんな姿は見たくなかったのだ、と思った瞬間、小山内へどれほどの愛情を持っていたかにも気づいた。


「私を陥れれば君も破滅なんだぞ、解っているのか」


　小山内の顔から目を逸らし、雨宮は「そんなことをまだ言っているんですか」と呟いた。


「俺はハラーフォルデンになりたくないし、あなたにはスパッツになって欲しくないんですよ」


　それが本心なのかも知れなかった。


　雨宮が驚いたことに、小山内はくすくす笑い出した。


「雨宮君、どうしてもっと君のことを知ろうとしなかったんだろうね。たかだか二回抱いたぐらいで知った気になっていたんだな。君がそんな純な心を持っていたなんて誤算だったよ」


　小山内をおいて雨宮は須崎と篠塚のところへ近寄った。


　篠塚は席から立ち上がったが、よろけて歩けない。肩を支えようとすると、須崎がしゃがんで背を向けた。


「おぶってやる」


　篠塚は須崎の背に載ると、「パパ、しっかり」と笑う。


「お前な……まあいい。今日だけだ、お前はたいした奴だよ」


　外へ出たが誰も追いかけては来ない。


「それぞれ忙しいんでしょう」


　須崎の背で篠塚が言った。


「相当頑張らないと、データは消せませんよ。数百どころか数万にも増えてるでしょうからね。ハードディスクもすぐいっぱいになるでしょうよ。そのうち外部にも漏れ出すでしょう」


「あれでいいのか、証拠はもうないんだぞ」


　雨宮の問いに篠塚は「ええ、とりあえずこれで新村を社会的に葬れるでしょうから」と答えた。


「後生大事にしている会社はあいつの手から離れる。ざまあみろです」


「それはそうだろうが……由紀乃の死の責任を取らせられなくては」


　すると篠塚は厳しい表情になった。


「僕だって刑事です、あの程度の物証では追いつめられないことぐらいわかる。しかしまだ手は弛めませんよ」


　エレベータに載ると、雨宮は半澤の話をした。半澤の追っている国会議員の名に篠塚は目を丸くする。


「そのうちの一人は警察官僚出身ですよ。だからなのか……」


「どうするつもりだ。これから由紀乃の殺害犯人をどうやって突き止める？　新村を告発するか？」


　篠塚は黙り込む。エレベータから降り、外へ出ると、警備員たちは黙って三人を通した。篠塚は駐車場に停めてあるマークⅡに着くまで沈黙していた。


「下りられるか？」


　須崎がそっと背から篠塚を下ろすと、篠塚は「こうなったら警察も当てにはならない。ゆっくり証拠を探します」と呟いた。


　そのためには、と篠塚はリヤシートに倒れ込みながら言う。


「警察に戻ります。あそこは中からのほうが調べられますからね。何年かかろうと必ずつきとめます。必ず責任を取らせますよ。東亜のデータが外部に漏れれば関わっていた人たちの証言もきっと出てくるでしょう」



　それが良の結論なら何も言わない、と雨宮は助手席の扉を開けながら思った。


　あとは自分の決断だけだ。


　マークⅡの中で篠塚は死んだように眠っていた。


　時折、リヤシートを窺いながら雨宮は須崎とありとあらゆる話をした。由紀乃との思い出に始まり、最近読んだ本、見た映画、穴場のレストランに、買った服。予備校時代、図書館で三人、時間の経つのも忘れて語り合ったあの頃のように。


　なんということのない話題を。


　熱意を込めて。


「そうだな」「その通りだ」とお互いの意見に相づちを打ちながら。


　最後に雨宮は自分の決意を告げた。


　ふと思いついた考えではあったが、今はそれが自分の行く道と確信している。


　須崎は黙って聞いていたが、「そうか、お前が決めたことだ、いいんじゃないか」と言った。


　由紀乃と別れると告げた時と同じだ、と雨宮は思った。


「考えてみれば、俺たちは由紀乃の敵を取った、なんて大仰に言える立場にはないな」


　須崎の言葉に雨宮もうなずいた。


「由紀乃は勇士だったんだ、大いなる敵に戦いを挑む、ね。俺たちはその戦いを引き継いだだけだ」


　雨宮は「そうだな」と呟いた。


　由紀乃に許してもらえるだろうか。いや、まだだ。


　だからこそ、決めたのだ。


　アフリカへ行く、と。


「わかってるよ、お前の気持ちは」


　須崎は言うと、また雨宮の膝をぽんと叩いた。
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　褐色の大地に僅かばかりの灌木が生えている。熱い風に砂塵が舞い上がる。


　ここでは点滴をするよりまず経口補液の作り方を住民に教えるほうがずっと効率がよいと知った。医療ももちろん必要だが、公衆衛生、そして教育がなにより求められているのだ。それでも天然痘は地球上から撲滅され、蚊帳を無料配給することでマラリアの患者数も減ってきている。


　自分も少しは役に立っているのだろうかと思いつつ、雨宮は目の前にいる婦人の腕を取った。


「血圧を測りますよ」


　フランス語で言うと、理解出来たようでこっくりとうなずいた。ハイリスク妊娠の早期発見に、こんな簡単なことでもここでは重要な医療行為なのだった。


　午前中の診察が終わり、雨宮はテントから外に出て伸びをした。


　国境なき医師団の医師として中央アフリカに赴任してそろそろ一年。


　あれから起こったことをしばし思い出す。


　小山内は大学を辞め、アメリカのネイサン＆ジェネティクス研究所に地位を得て旅立って行った。


　最後に会ったのは大学の準教授室だった。


　小山内は上機嫌で自分の持ち物を段ボールに詰めていた。


　別れを言いに訪れた雨宮に「今度はアマゾンの熱帯雨林だ。あそこは新薬の宝庫だぞ、一緒に行かないか」と誘いの言葉をかけた。


「抗生物質やアンチエイジング物質を発見すれば、製薬会社も利益が出る。どうだ？」


「今度は南米で先住民の搾取ですか」


　小山内はふんと鼻を鳴らす。


「何を言う、連中だって熱帯雨林を焼き払っているんだからな。金を渡せば焼き畑農業もしなくなるだろうし、りっぱなＥＣＯだぞ」


　懲りてない、と雨宮は苦笑しながら「結構です」と返した。


「まあいい、めげて老けた彼も見たくない」と雨宮は呟く。


　どこか憎めない人だった、と思った。


　新村は社長を辞任したが、創業者一族として理事にとどまっている。奇跡の薬「オンコキル」の名は市場から姿を消した。しかし、その作用機序・薬効薬理は次世代の抗悪性腫瘍薬に応用されていくだろう、その発見の過程は黙認されて。そこまでは雨宮も受容するしかなかった。


　この件に関わった国会議員の名は一時マスコミで取り上げられたものの、その後起こった政権交代劇でいつの間にか消えていった。次の選挙ではどうなるかわからないが。


　半澤はまだまだスクープを追い続けていて、時々メールをくれる。アフリカでの罪は追求し続けると言って。


　藤戸は順調に出世しているらしい。


　もうはるか遠い日のように感じる。


　そんなことよりも自分には今、大切な使命がある。


　アフリカへ旅立つ直前、篠塚が由紀乃の検屍報告書の概要を教えてくれた。


　由紀乃は五年前、卵巣嚢腫で両側の卵巣を摘出していた。


　データの告発を決意した由紀乃の心情を推測し、慟哭した。Ｅが何を意味するのか知ったとき、彼女はどれほどの怒りを覚えたのだろうか。


　ゲイと自覚してしばらく悩んだ時期があった。


　子供を残せない自分を周囲はそして年老いた親はどう思うだろう、などといったことを含め。


　しかし原初の海でアミノ酸がコアセルべートへ、さらに生命へと進化していった過程を思えば、そして塊マスとしてのＤＮＡを思えば。自分の僅かな46本の染色体のそのまた半分を残すことなど、どんな意味を持つというのだ。偉大な生命潮流の中では。


　ここ、人類発祥の地アフリカではなおのことそう思える。


　あの日、アフリカへ行こうとは偶然に思いついたことなのに、こうしてみるとあたかも由紀乃の遺志だったかのようだ。


　でなければまるで神の手の一触れが。


　いや、科学者であり霊的な存在を信じない自分にはそんなことを言う資格がない、と雨宮は苦笑した。


　だがもしそれが本当ならばこの地で働く自分はいつか由紀乃の赦しを得られるに違いない。


　まだまだ途みちの半ばだが。


　昼食を摂るために住まいにしている小屋へと歩きながら思った。


　突然クラクションが鳴り、雨宮は振り返って強い日差しに手をかざした。土煙の中、パジェロがこちらへ向かってくる。


　パジェロは雨宮の目の前で停まり、運転席から須崎が「よう」と手を挙げながら降りてきた。


「なんだ、早かったな、夏休みまでまだ相当あるだろう？」


　須崎はカメラを入れたバッグを肩にかけると、雨宮の元へ走り寄る。


「実は、長期休暇を取った」


「はあ？」


「ちょっと白血球ワイセが減っちまってさ、教授から休めと言われた」


　思わず顔を見たが、血色はよく、体つきも前と変わらない。雨宮はほっとして須崎の腕を取った。


「鬼の霍乱だな」


「ああ。だからついでに好きなことをしようと決めた。いい写真が撮れそうだ」


　須崎は雨宮の腕に自分の腕を絡ませる。


「それよりお前こそ一生アフリカにいるつもりか？」


「いいや、だがしばらくはここでやるよ。医療の原点だからな」


　それでも実はパストゥール研究所に誘われているんだ、と雨宮は告げた。


「パリにか？」


「いいや、リヨンのだ」


　かつてアメリカの研究所で一緒だったフランス人医師に、雨宮は偶然国境無き医師団のフランス支部で再会したのだった。


「彼はボランティアに携わる前はクロード・ベルナールリヨン第一大学に勤めていたんだ。リヨンに戻ったらパスツール研究所に移ることになっていて、それでまた一緒にやらないかと」


　クロード・ベルナール、リヨンのあるローヌ地方生まれの偉大な生理学者だ。やはり偉大な細菌学者ルイ・パストゥールとともに、低温殺菌法パスツライゼーションを開発した。二人の名はリヨンの大学と研究所それぞれに刻まれているのだ。


　目を輝かせた須崎に気づかず、雨宮は続けた。


「というわけで、来年早々、リヨンへ行く予定だ」


「それはいいな」


　急に須崎は雨宮の腕を放し、首に掛かっていた一眼レフを持ち上げて構えた。


　雨宮がそのレンズの先を見ると、子供たちが手製の毬を蹴って遊んでいる。


「いいなあ、動物もいいが、子供は可愛い。良のおかげで父性愛が芽生えたのかな？」


　何枚か写真を撮ると、また須崎は雨宮の腕を取り、顔を覗き込む。


「良からメールは貰っているか？」


「ああ、だがこのところご無沙汰だ。忙しいんだろう」


　須崎はにやりと笑う。


「実は良の奴、インターポールにいる。今、リヨンだ」


「ええっ？　初めて聞いた！」


「俺が黙っていろと言ったんだ。お前を驚かせたくてな。それにしてもお前もリヨンに行くなんて、偶然にしろ驚いたな」


　須崎は声を弾ませて雨宮の肩に手を回す。


「これで決まりだ」


「え？」


「３人でリヨンで暮らすのも悪かないな。ちょうどいいじゃないか」


　いきなり言われ、雨宮はまごついたが、それでも胸の中に暖かなものが上ってくるのを感じた。照れくさくなってわざと素っ気なく言い放つ。


「それはそうだけど……俺は研究所勤務、良介はインターポール、お前は何をするんだよ？」


　すると須崎は立ち止まり、雨宮の頬を両手で挟む。柔らかく微笑んで顔を近づけた。


「俺か？　リヨンで写真を撮りながら主夫をやるさ。キャンプ生活で料理は得意なんだ。リヨンは美食の街だし、楽しみだな。しばらくはお前たちに食わせてもらうぞ」


　勝手なことを、と言いながら、須崎の口づけを待って雨宮は瞼を閉じた。
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元子爵の有働（うどう）久爾彦（くにひこ）は三月十日東京大空襲の日に焼け跡から救った希巳（のぞみ）少年とともに暮らしている。ある日、占領軍の情報部に所属する従兄弟が有働家を訪れた。機密文書を取り戻すという依頼を受けた久爾彦は希巳とともに真夏の軽井沢へと向かう。そこは占領軍の将校や旧宮家の姫君が毎夜ダンスパーティに興じる夢の世界だった。

占領下の日本を舞台にしたロマンティックサスペンス！　進駐軍の謀略にスパイ、没落華族、大盗賊がうごめくノスタルジックハードボイルドワンダーランドをお楽しみ下さい。

エンターブレイン社ビーズログ文庫の復刊です。
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Dr.フロイトのカルテ

著者　檜原まり子


Dr.フロイトは名探偵だった？



世紀末のウィーンを舞台に若き日のジークムント・フロイト博士が、医学生フェリックスを伴って奇々怪々の難問を解決する奇想天外の歴史ファンタジー！



講談社ＷＨ文庫の復刊が電子書籍で読めます！
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恋愛処方箋　Vol.1+2

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


製薬会社のＭＲ江森（えもり）五月（さつき）は営業先の大学病院で若手外科医柴田（しばた）浩司（こうじ）と出会い、一目で恋に落ちる…。医者モノＢＬの名作・恋愛処方箋がついに電子書籍で読める！

紙版１巻と２巻に新作書き下ろしのついたお得な一冊です。
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情熱の月暦　愛しの人狼（小説版）

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


オースチン校の司書・ウィリアムは十二世紀から続く魔術師の子孫、そしてジョン・ウルフ・ソレント・ハンター男爵は人狼。二人の綾なす愛とエロス&ミステリアスなビクトリアンファンタジー、ぜひご賞味を！

講談社WH文庫の名作が電子書籍で楽しめます！
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ディケンズなんて怖くない　愛しの人狼（小説版）

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


愛しの人狼小説版第２弾、講談社WH文庫の名作が描き下ろしカラーイラストのついた電子書籍になりました。

魔術師ウィリアムと人狼男爵ジョン・ウルフのロマンティックファンタジー！

表題作ほか中編一作収録です。ぜひごらんください。
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東から来た少年　愛しの人狼（小説版）

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


ビクトリアンイングランドを舞台にした魔術師ウィリアムと人狼男爵ジョン・ウルフのファンタスティックロマンス「愛しの人狼」待望の書き下ろし！

電子版でしか読めない最新作です。

表題作のほか、「晴れ、ときどき犬」を収録。

ＢＬ小説を超えた異色作、未体験の人は第一話を！
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オレ様な料理長

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


マーケティングリサーチ会社に勤める関知広はフレンチレストラン「フォンテンブロー」の経営立て直しを依頼される。

フォンテンブローの総料理長はかつて高校時代に関がさんざん面倒を見た「オレ様」性格の阿部貴明だった。

グルメな貴女に贈るデリシャスボーイズラブ！

講談社WH文庫の復刊が電子書籍で読めます！
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月夜にはじまるその恋は

著者　檜原まり子

イラスト　桜遼


下町を舞台にしたちょっと不真面目な警察医×一本気の刑事の恋。アイノベルス刊行作品に書き下ろし新作中編「新任刑事」付き！

BL作品ですが、下町情緒あふれるライトサスペンスとして楽しめます。
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仁と任

著者　檜原まり子／月夜堂

イラスト　桜遼


医は仁術、ヤクザは任侠をキーワードにした中編二本を収録。
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